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               1.緒      言
 邦領樺太ノえぞまつ、とどまつ ノ原生林 二關スル、調査研究ガ盛 ニナツテ以來、既ニニニ十c年 ヲ
経過 シ、其 ノ間南北 二於 ケル,原 生林 ノ本質 ガ種hノ 立場 ヨリ瞼討 セラレ、森林構成歌態ガ次第二
鮮明ニサ レルニ至 ツタモノデアル。此等ノ原生林ハ山火、暴風雨 、昆贔等 ノ外界 ノ急激 ナル衝撃二
遭遇 シテ、一齊 二枯死倒壌 シ、新 二出來ル森林ガー齊肚齢林 トナル揚合ヲ除イテハ.一 般 二揮伐林
型 ヲ呈 シ、何 レモ極盛相テ達 セルモノデ、南部 二とどまつ多久 北部 二於 テえぞまつノ優勢ナルコ
トハ周知 ノ事實 デアル。
 斯 ノ如 ク南北ニヨツテ、爾樹種混濡歩合 ノ異ルコ トハ、現 二實施 サレツツアル、揮伐作業遽行 上
注意スベキ事項タルノミナラズ.漸 ク號近勃興 セル、山火跡地ノ人工造林施行上ニモ重大ナル關係
ヲ有 スル虜 デアル。一読 ノ如 クえぞまつ、とどまつ爾樹種 ノ交代、或ハ南北爾系森林ノ移動読ヲ認
ムル場合F,南 北原生林ハ夫 々固有 ノモノニシテ、外界 二著 シキ愛化ノナキ限 リ、一般 二樹種 ノ交
代現象 ノ如 キハ起 ラザルモノ トナス場合 トニヨツテ、揮伐林 二於 ケル主林木 ノ選定或ハ人工造林上
ノ樹種ノ選繹二相蓮 ヲ生 ズル所以デアル。斯 ノ如 ク爾樹種混濡歩合 ノ推移ハ本島林業上極 メテ重要
ナル問題 デアル。'
 稚樹 二就 テ・・南方森林 二於 テ、 とどまつ ノ混滑歩合多キコh二 異論ナク.北 部二於 テハ倒木上ハ
えぞまつ ノ混清歩合多ク、倒木以外 二於 テハ、とどまつ多キコト明ナルモ、唱此 レ等 ノ縮合稚樹 二就
テノ爾樹種混渚状態 ガ、主林木 ノ混清歩合 卜如何ナル關係ニアルカバ更 二考究 ヲ要 スル事項デアル。
 次 イデ過去ノ雨樹種混清歩合 ヲ論ズルタメニハ枯立木或ハ倒木 ガ唯一ノ謹葱 トナッタモノデアル
ガ、枯立米 二就 テハ樹種ノ判定 ガ容易二下 シ得 ラレルニセヨ倒木二到 ツテハ、長年月二亙 ッテ蓄積
セラレタルモノデ既 二樹種 ノ判別 二苦 シム如 キモノ、或 ハ外形 ヲ止メザルモノ等 アツテ、正確ヲ保
シ難 キ場合ガ少クナイ。然ルニ過去 ノ経緯ノ、將來 ノ推断 二重要ナル参考資料ヲ與 フルノミナラズ.
旭去長年月二亙ツテノ、爾樹種混清歌態ヲ知ルコ トハ、其 レ自艘興味 アル問題 デアラゥ。
 著者ハ本論 二於 テ此等 ノ諸問題ヲ考究セントシ、先ヅ現況森林 ノ構成二興ル爾樹種混渚状態 ヲ鮮
明ニスルコ トニ努 メタノデアル。本學演習林ハ古丹岸團地(北 緯49"附近)ト 亜屯團地(國 境附近)二
分 レ、北部森林構成歌態 ノ研究上ニハ最 モ適切 ナルモノデアル。藪 二於 テ、夫 々地域 ノ代表的林相
ト目サ レル個所 ヲ選 ピ.古 丹岸團地二於 テ11個 所、亜屯團地 ニテ7個 所 ノ調査地ヲ設ク.現 在森
林購成 二與ル主林木及稚樹 ノ爾樹種混渚状態 ヲ究 メ.更 二枯立木 卜生立木二就 テノ、爾樹種混渚關
    2
    係 ヲ論ゼントスルモノデアル。次 イデ古丹岸團地L',f南二於 クル森林購成状態ハ、樺太魔林業課技師
    服部成夫氏 ノ好意ニヨツテ提供 セラレタル、 各地 ノ調査材料二基キ北部 卜比較研究スル コトヲ得
    タ。過去ノ森林構成歌態ハ花粉分析 ノ方法 ヲ適用 シテ、洪積期以來登達 セル、えぞまつ、とどまつ
    原生林ノ樹種混清駄態 ヲ明瞭 ナラシメ、現況森林 二至 リシ経踏 ヲ考察 シ.併 セテ將來ヘノ指針 ヲ與
    ヘ ントシタモノデアル。
     化石花粉 ノ研究ノ、既二1900年 ノ頃Lagelheimニ ヨツテ始 ツタモノデアルガ、泥炭 ノ各暦位二於
    ケル花粉 ノ百分牽 ヲ求メテ、其 ノ當時ノ森林構成状態ヲ明ニセンMル 研究ハ1,.v. Postノ 功績 二
    侠 ツモノデアル。瑞典二1.,==シタ花粉分析法・・丁抹.諾 威ヲ経 テ、1920年 ノ頃 ニハ臨二中央鰍洲二
    進出シ、氷河後期 ノ森林読明方法 トシテ重要ナル地位ヲ占ムルニ至 リ、爾此 レハ漁野 ノ研究 ノミニ
    止 ラズ林學 ノー角ニモ侵入セルコ トハ既二沼田教授(林 學會雑誌第10巻 第9號55頁)ニ ョツテ論
    ゼラレタ塵 デァル。邦領樺太ニハ廣大ナル水蘇漁野ヲ有 シ、滋野J ノ當初 ヨリ附近森林 ノ歴史ヲ
    物語ル林木花粉ヲ埋藏 セルコ ト(京 都帝國大學演習林報告第五號1933)及 ビ現在水C 野 ノ表暦二
    於 ケル花粉分布款態ハ現況森林構成歌態 トモヨクー致 シ.且 ツえぞまつ,と どまつノ混清歩合ハ花
    粉分析 ノ結果 トモ近似 スルモノデ、我樺太二於 テモ花粉分析方法 ノ適用 シ得 ラレルコ トハ既報 ノ如
    クデアル、(日本林學會雑誌第17巻 第8,,1935.637頁)。
     邦領樺太 ノ水蘇漁野ヲ代表 スルモノハ北部 二於 テ幌内川沿岸、南部二於 テハ内淵川下流域、最南
    端ハ留多加川下流域 ヲ學ゲラレ、著者 ノ花粉分析二用 ヒタル泥炭資料モ、主 トシテ之等 ノ地域 ヨリ
    得 タモノデアル。幌内川流域並二古丹岸川流域ハ北部森林構成状態 ト比較 シ、内淵川及留多加川流
    域ハ南部森林 ト比較考察 シ得ベキモノデアラウQ薮 ニハ上記水蘇漁野 ヨリ得タル材料二基 キ、特 二
    えぞまつ、とどまつ ノ花粉 ノミヲ摘出 シテ、本論 ノ目的 タル爾樹種混清歩合ノ攣遷 ヲ究 メ ントスル
    モノデアル。
    本研究二當ツテ終始御懇篤 ナル御指導ヲ賜 ツタ市河教授、佐藤教授、沼田教授 二謹 デ感謝 ノ意ヲ
ー   捧ゲ、貴重 ナル調査資料 ヲ提供 セラレタル樺太臆林業課長今見昇氏、同技師服部成夫氏並 二有盆ナ
    ル助言ヲ賜 ツタ佐々保雄氏、禽調査 ノ上二助力ヲ與 ヘラレタル樺太演習林 ノ各位二感謝 スル次第デ
    アルO
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     11・ えぞまつ、 とどまつ ノ混清問題 ヲ取扱 フ既往 ノ文献
 樺太原生林 二關スル調査ハ我領有決定 ノ直後既二開始 セラレ樺太廃 ノ嚢表二係ル、樺太森林調査
(i)                                                  ≪〉
書 ノ外二此 レト相前後 シテ、農商務省山林局 ヨリ登表セル、廣瀬謙次郎氏 ノ、邦領樺太 ノ森林 ト題
スル報告書ガアツテ、何 レモ領有當初 二於 ケル樺太森林紹介 ノ役 トシテ貴重ナル文献デアル。
 爾來十歎年ヲ経 テ樺太行政 ガ著 シク組織化 サレ、殊 二北洋材 ノ憤値 ガー般 二認識セラルルニ至ツ
テ、漸 ク本原生林ノ研究 ガ熾烈 ニナツタ観 ガアル。樺太原生林ノ研究 二關スル登表ハ吉田義季氏(くヨラ)ヲ
以 テ鵬矢hナ スガ如 久 同氏 ハ1921年 原生林二於 ケル更新状態ノ研究資料 トシテ、邦領樺太南部
二於 クルー事實 ト云 フ題下二,豊 原近郊大澤附近 ノえぞまつ、とどまつノ原生林 二就 テ調査結果 ヲ
掲ゲ、今 日尚最南部 ノ森林調査結果 トシテ、屡々引用 セラレル慮 デアル。
     (4)
 新 島博 士ノ・北海道 二於 ケルえぞまつ 、と どまつ ノ天然林 二就 テ、1921年 えぞ まつ ノ後欄樹 卜老 大
樹 トノ關係 卜題 スル研究 ヲ装表 シテ、 えぞ まつ、 とどまつ ノ混滑歩合 二論及 シテ居 ル。此 レニ ヨレ
バ北海道 デハ、一般 二と どまつハ小径米、中径 木 二多 ク径級 ノ増大 ト共 二、 えぞ まつ ノ混清 歩合 ヲ
増 シ李地 ニテハ、 とどまつ 多 ク、高燥 ナル個所 二於 テハ えぞ まつ ノ堆 加 スル傾 向ヲ認 メテ居 ル。
 中村博 士(くの)・・1925年 二造林學上 ヨリ見 タル北樺 太 ノ森 林h題 シテ 所見 ヲ 述 べ テ居 ル。本書 ハ同博
士 ガ1923年 二大阪毎 日新聞肚 ニ ヨツテ計 劃 セ ラレタル、北樺 太學術探険 瞼 二参 加 シテノ報 告文 デ、
北樺太森林 ヲ造林學 上 ヨリ論 ズル唯 一 ノ文献 ノ如 クデ アル。 北樺 太南部地方 ノー般森林 二於 ケルと
ど まつ ノ混渚歩合 ハ2割 内外 デ、北 二進 ムニ從 ヒ、 とどまつ ヲ減 少 シ、え ぞまつ ノ輩純 林 ヲ ナセル
地 モ少 クナイ、北樺 太各地 ヲ通 ジテ、 とどまつ ノ稚樹 ハえ ぞまつ ノ稚樹 ヨリ多 キヲ普通 トシ、少 ク
トモ母樹 ノ混 渚歩合 以上 二多敷 ノと どまつ稚樹 ヲ護 生 スル傾 向ガ アル ト述 べテ居 ル。
 本多博士(くの)ハ1926年北海道 天然林 ノ更生状態 二 就 テ ト云 フ題 下 二特 二、えぞ まつ 、 とどまつ ノ 天
然 林 ノ自然的夏生 ノ項 ヲ掲 ゲ テ、 えぞ まつ、 と どまつ ノ壽命 及生長状態 、混渚歌態 、更 二爾樹 種夏
  1) 樺太慮:樺 太森林調査書 明治43年 、
  2) 農商務省山林局:邦 領樺太ノ森林、明治41年 、
  3) 吉田義季:原 生林二於ケル更新駿態ノ研究資料 トシテ、邦領樺太南部二於ケ,v_實 、林學會雑
    誌第7號 、 Ig21、 頁29-55・
  4)新 島善直:え ぞまつノ後縫尉 ト老大勝 トノ關係、北海道林業會報第Ig巻 、第2號Ig21、 頁1-j.
  5) 中村賢太郎:造 林學上ヨy見 タrV北樺太ノ森林、大阪毎 日新聞社出版、北樺太掲載Ig25、 頁30g
     .:
  6) 本多静六:北 海道天然林ノ更並妖態二就テ、林學會雑誌、第33號 、1926、 1z-31:
4生 上 ノ法則 ヲ詳論 スル慮 ガアル。 其 レニ ヨレバ、えぞ まつ ・とどまつ ノ原生 林 二於 テハ老樹 ニハえ ぞ
まつ 多 ク、幼樹 ニハと どまつ 多 キコ トヲ認 メ、現在 えぞ まつ ノ優勢 ナル森林 ノ・麗 テとどまつ 優勢 ト
ナ リ、 と どまつ ノ優勢 ナル森林 ハ次 イデえ ぞまつ ノ支配 スル塵 トナ リ、常 二えぞ まつ ・・壽命300年
以 下、 とどまつ ハ150年 以下 ヲ基 トシテ循環交代 スルモ ノデ アル ト論 ジテ居 ル。
 帝室林野局札 幌支局 二(くり)於テハ1927年 二北海道管 内14個 所 ノ出張所 長 二封 シテ 針葉樹 ノ天然 更新
二關 スル所 見 ヲ求 メテ居 ル、其 ノ回答 ニ ヨレバ北海道 ノ南部函館江差 出張所管 内 ニハ、えぞ まつ ハ
皆無 ニ シテ.と どまつ ノ・潤葉樹林 内二鮎 々混渚 シ.輩 純林 卜構 スベキモ ノナシ ト云 フ。其 ノ他管 内
ニ テハえぞ まつ ハ山地 ノ中腹或 ハ中腹以上 二.と どまつ ハえ ぞまっ ノ下部 二多 ク、あかえ ぞまつ ハ
え ぞまっ ノ上部 二多 ク分布 シ、え ぞまつ、 と どまつ何 レモ輩純 林 ノ存 スル コ トガ記 サ レテ居 ル。
 市 河博士( わ)ハ1926年二北緯49° 附近 二於 ケル、樺 太林相 ノ断片 的観察 卜題 シ、京都帝國 大學樺 太演
習林 古丹岸 團地 山腹帯 ノ原生林 二就 テ28萬 蝕本 ノ材料 二基 キ、 統計上 ノ結果 ヨリ研究 ヲ嚢表 セラ
レテ居 ル。
 植村博 士(くの)ハ五928年 二樺 太及北海道 二 生 育 スル え ぞまつ及 と どまつ ノ天然 林更 新 二就 テノ根 本的
考察 干題 シ、北海道及樺 太 二於 ケルえぞ まつ 、と どまつ ノ更新問題 ヲ論 ジ、特 二えぞまつ・と どまつ
ノ造林學的性質 二論及 シテ爾樹種 ノ郷土 トシテノ温度、猫逸 二於 ケルFichte, Tanne混 渚林 ノー般
的性歌、北海道及樺 太 二於 ケルえぞまつ、 と どまつ ノー般 的性質 等 ヲ蓮 ベ テ居 ル。
 佐藤博士(くり)ハ1929年二え ぞまつ天然更 新上 ノ基礎要件 ト其 ノ適用 卜題 スル 論文 二於 テ、主 トシテ
北 海道 え ぞまつ ノ造林 學的性質 ノ詳細 ナル研究 ヲ爽表 シテ居ル。 同論文 中天然林 二於 クルえぞ まつ
ノ生 育 ト云 フ項 ニテ、 え ぞまつ 、 とどまつ ノ混 渚關係 二就 テ論及 スル慮 ガアル。
     (5)
 中野信二氏 ・・1929年 二樽前山麓 ノえ ぞ まつ林 二就 テ ト題 シ、北海道御料林、殊 二 支笏湖畔 ノえ
ぞ まつ ・と どまつ林 二就 テ、調査 ノ結果 ヲ掲 ゲ テ居 ル。其 レニ ヨ レバえぞまつ、 と どまつノ、必 ズ シ
モ混清生育 スルモノニ アラズ、師 チ北海道 ノ森林 ハ之 ヲえ ぞまつ帯 、と どまつ 帯、えぞまつ 、 とど
まつ混 清地 帯 ノ3ツ ニ分 テ考 フベ キデアル トナスガ如 クデ アル。
  1) 帝室林野局札幌支局:造 林二關ス♪レ調査研究、(第1)1927・
  2)市 河三緑:北 緯49°附近二於ケル樺太林相ノ麟片的槻劣落、林學會雑誌、35號 、Ig26、 頁24--37.
  3)植 村恒 三郎:樺 太及北海道二生育ス'レえぞまつ及 とどまつノ天然更新二就テノ根本的考察、林學
   會雑誌、第lo巻 、第6號 、 lg28、頁z89-30g.
  4)佐 藤義夫:え ぞまつ天然更新上ノ基礎要件r其 ノ適用、北大演習林報告、第6巻 、192g.
  5)中 野信二:樽 前山麓ノえぞまつ林 二就 テ、林學會雑誌、第11巻 、第6號 、Ig29、 頁i6-qo.
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    Ct)
 植 村博士 ・・1930年 二天然林 二 於 ケル樹種 ノ 交代關係 卜忌地 二就 テh題 シテ、九州帝 國 大學樺 太
演 習林 ノ實例 二就 テ論及 シテ居 ル。此 レニヨ レバ鯵閉 セル原生林 内 ノ稚樹 ニテ地 上 二生 ズルモ ノハ
 C年 ニ シテ清減 スルタメ、殆 ン ド腐朽倒木上 ノ ミニ存 シ、 えぞまつ ノ下 ニハ寧 ロとどまつ ノ稚樹多
クとどまつ ノ下 ニハ えぞ まつ多 ク存 在 シ、爾樹 種ハ互 二交代 スル モ ノ ト認 メラ レタル モノノ如 クデ
ア ルo
 中村博士(くの)ハ1930年二樺太二於ケルとどまつ、えぞまつ ノ天然林二關スル研究 卜題 シテ、東京帝
國大學樺太演習林 ノ大部分 ヲ占ムルとどまつ、えぞまつ ノ混渚林 二就 テ調査研究ヲ嚢表 ジテ居ル。
.殊二えぞまつ、とどまつ ノ造林學的性質及天然林 ノ特性 ニシテ詳細ナル研究ガ掲ゲラレ、樺太南'
部地方 ノ森林構成歌態ヲ最モ明細 二述ベタル著書 デアル。
    (3)
 中村博士 ノ、更 二1931年 原始林 ノ樹 種.林 形及 吏生駄態 二就 テ ト題 シテ樹種 ノ交代 二關 シ、所論
ヲ掲 ゲ テ居 ル、其 ノ内樺 太 二於 ケルえぞまつ、 とどまつ 林 二就 テ、特 二樺 太南 部 二位 スル東 大演習
林 ニテノ・、強 キ欝 閉 ヲ保 チナガ ラ、外貌 ガ繹伐林型 ヲ呈 スル ノLナ ラズ、終 始揮伐更生 ガ行 ハ レ、
而 モ爾樹 種 ノ混 清状 態 二著 シキ攣化 ノナイコ トヲ述 ベ テ居 ル。
 植村榑 士(くり)ハ1932年二邦領樺太北部原生林 二於 クル.え ぞまつ、 と どまつ ノ 更新及 ピ根 系 二關 ス
ル研究 卜題 シ、九州帝國 大學樺 太演 習林 二於 ケルえ ぞまつ 、 とどまつ原 生林 ノ更新 問題 二於 テ詳論
ヲ掲 テ居 ル。 同演習林 ハえぞまつ80%と どまつ20%ノ 混渚状態 ヲ以 ヲ極盛相 ト認 ムル ガ如 久 俺
同原生林 ・・罹災後600乃 至700年 ヲ経 過 シ、え ぞまつ ヲ主 トスル極盛相 ヲ呈 スル ニ至 リシコ トヲ述
べ テ居 ル。
 吉川宥恭(くの)氏ハ1932年 二樺 太 二於 ケルと どまつ 、えぞまつ天然 林 ノ林型 二關 スル調査 ト題 シテ、樺
太聴 保呂試験 林(樺 太東海岸北緯47°46')二 於 ケル爾樹 種天然 林 ノ林型 二關 スル調査結果 ヲ登表 シテ
居 ル。
  1) 植村憧三郎:天 然林二於ケw樹 種ノ交代關係 ト忌地二就 テ、林學會雑誌、第i2 、7號 、 Ig30、
    頁379-383.
  2) 中村賢太郎;樺 太二於it ryとどまっ、えぞまつ天然林 二關スレ研究、東大演習林報告、第12號
    193x・
 ,3)     :原 始林ノ樹種・林杉及更生歌態二就テ・林學會雑誌・第13巻 、第3號 、Ig31、 頁
    12-28.
  4)植 村恒三郎:邦 頒樺太北部原生林 二於ケルえぞまつ、とどまつ、更新及根系二關スw研 究、九州
    帝國大學演習林報告、第2號 、1932.
  5) 吉川宥恭:樺 太二於 ケルとどまつ、えぞまつ天然林ノ林型二關スル調査、樺太鹿中央試験場報告
    第2類 、第2號 、1932.
 G
 田畑司門治氏(くめ)・・1932年 二樺太二於 ケルとどまつ、えぞまつ林ノ林況 トやつばきくひむ しノ被害歌
況 トニ就 テト題 シテ、樺太二於ケルとどまつ、えぞまつ 鉢ノ分布概況、樹種混渚並二愛遷 ノ概況 ト
やつばきくひむ し二關 スル所見 ヲ述べテ居ル。同氏ハ更二 】934年(くの)ニノ、樺 太森林天然更新 ノ大勢 卜
其 ノ取扱上 ノ注意 ト題 シテ邦領樺太 ノ南北二亙ルえぞまつ、とどまつ原生林ノ更生状態 二就 テ再 ビ
所 見ヲ述ペテ居ル。此 ノ爾者 ニヨレバ、南部地方 ノ森林ハとどまつ7或 ハ8分 、えぞまつ3或 ハ、
2分 ノ割合 デ、北部系森林ハ此 レト正反封 デえぞまつガ多イ。而 シテ南部系森林ハ東海岸 デハ.馬
群潭川流域 ノ右岸以南、西海岸二於ケテ野田川流域以南 デアル。爾系森林ノト 定ー地二不憂ナル構造
ヲ形成スルモノデハナ久 ヤガテハ北部系森林ハ南部系森林二攣遷 スルモノデアツテ、以前ニハ南
部地方マデ北部系森林ヲ以 テ蔽ハレタモノデアル ト述ペテ居ル。
      (3)
 上田弘一郎氏 ハ1933年 二植 生型 ヨリ見 タル 樺太天然林 ノ研究 卜題 シ、京都 帝國 大畢樺 太演 習林
ノえぞ まつ 、と どまつ天然林中 ニ テ.お くや ま しだ優勢医、 えぞ くろ うす ご優勢3、 ぐい まつ天然
林 二於 テ、や ま どりぜ ん まい優勢匠 ヲ e、 林分 ノ性歌、其 ノ更生駄態等 ノ研究 ヲ登表 シテ居 ル。
著者(くつ)ハ1934年二ぐい まつ ノ天然分布 ト群叢 ノ類別 二就 テ ト題 シテ.ぐ い まつ 原 生林 ノ植 物生態學
的研究 ノー端 ヲ登表 シタ、 ぐい まつ天然 林 バー般 二えぞ まつ、 とどまつ ヲ混 清 シ.3樹 種 ノ混 渚林
ヲ形成 スル場合 ガ多 久 同著 ノ ぐい まっ群 叢 ト造林上 ノ取扱 二就 テr題 スル項 二於 テ、 ぐい まつ天
然林 ヲ4個 ノ林型 二分類 ヲ試 ミテ居 ル。其 レニ ヨレバ ぐい まつ 二混 入 スルえぞまつ ・とどまつ ノ混
渚比 ノ、第1林 型92:8第II林 型80:20第III林 型64:36第IV林 型75:25(同 著第15表 ヨリ算 出)
トナツテ、著 シクえぞ まつ混清率 ノ大 ナル コ トヲ示 シテ居 ル。
 田中祐 一氏(くの)ハ1934年二邦領樺 太北部 二於 ケルえぞまつ 、と どまつ 一齊 林 ノ成 立 二關 スル考 察 卜
題 シテ、九州 帝國 大學樺 太演習 林内 ノ高 峯幌登 山 ノ山麓 、中腹 、上部 二於 ケルえ ぞまつ、 とどまつ
林 ノ構成状態及 ビ特種 林相 デアル、えぞ まつ 、と どまつ林 ノー齊林 二就 テ所論 ヲ獲表 シテ居 ル。 幅
  (6)
山伍郎氏 ハ1934年 二えぞまつ.と どまつ ノ特異性 二就 テ論 ズ ト題 シテ、植物學上 造林學 上、木材
工藝學上及森林化學上 ヨリ見 タルえぞまつ、 と どまっ ノ特異性 二就 テ所見 ヲ述 ベ テ居 ル。
  1) 田畑司門治:樺 太二於 ケ,vと どまっ、えぞまっ林ノ林況 トやっばきくひむしノ被害朕況二就 テ、
    樺太山林會報、第14號 、1932.
  2)     :樺 太森林天然更新 ノ大勢 ト其ノ取扱上ノ注意、樺太山林會報、第23號 、1934.
  3)上 田弘一郎:植 生型ヨリ見タ}レ樺太天然林ノ研究、京大演習林報告、第6號 、Ig33.
  4) 山崎吹男:ぐ いまっノ天然分布 ト群叢ノ類別二就テ、京大演脅林報告、第7號 、1934.
  5) 田中砧一:邦 領樺太北部幌登山二於 ケwえ ぞまつ、とどまつ一齊林ノ成立二關スw考 察、九大演
    脅林報A 第6號 、1934・
  6)福 山伍郎:と どまつ、えぞまつノ特異性二就テ論ズ、北海溢林業'.第374-377號 、1934.
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 叙上 ノ如 ク多 クノ學者ニ ヨツテ、北海道及樺太原生林 ノ研究ガ取扱ハv 略各地 ノえぞまつ、と
どまつ林ノ構成歌態ガ明ニサ レタノデアル。殊二樺太二於 テ・・中央山脈以東二分布セル森林二就 テ
南北二亙ル各代表的林地 ノ林木構成欺態ガ明示サ レタコrハ 後學 ノタメ頗ル至便 ナルモノガアル。
S            III・ 邦 領 樺 太 ノ 氣 象 及 地 質 状 態
                1.樺 太 ノ地 勢 及 地 質
 樺太 島ハ露領 ノえ りがえ一つ い岬 カ ラ、南端 ノ西能登 呂岬 マ デ、殆 ンド完全 ナル南北 ノ線 上 二横
リ、脊梁 ヲナス樺太 山脈 ニ ヨツテ.東 海岸 ト西海岸 二分 タ レテ居 ル。術北部 二於 テ・・樺太 山脈 ト東
北 山脈 ノ間 ガ中央凹地帯 トナツテ、一旦多來加i二 沈 ミ、再 ビ南方 ノ内淵 、大谷川 、鈴谷川 ノ占 ム
ル、 豊原凹地帯 トナ ツテ居 ル。 本 島 ニノ・比較的高 キ山脈 ヲ 訣 キ僅 カニ千米 ヲ出ル高峰 ハ 南部 二於
テ ・鈴谷山(1021m)、 野田寒 山(1059)、 中央[fl脈 ノ北牛 二於7,釜 伏 山(1087).恵 須取 由(1135)、
新 問山(1034)、 敷香岳(1375).幌 登 山(1371)、 北宗谷岳(1008)等 ガ ア リ、 ソノ他東北 山脈 二属 シテ
沖見山(1331)等 ガcヘ ラ レル ニ過 ギナイ。 中央 山脈 ・・北緯48'附 近最 モ低 ク シテ、海抜(500)米 ヲ
出 ズ、且、此 ノ地 ハ東西 ノ幅 モ甚 ダ狡 ク、所 謂「クビ レ」ト構 セラ レル地域 デアル。
 神保博 士(くの)並二樺太聴鑛務課登表(昭 和9年)ノ 地質 囲ニ ヨ レバ本 島 ノ脊 梁 ヲナス、樺 太山脈 ノ中
軸 ハ白要暦 デ、西海岸 二面 スル大 牟及 ビ東側 二狭 ク並行 シテ第三紀暦 ガ走 リ、殊 二西海岸、鵜城 附
近及東海岸 ノ内路 ヨ リ馬群潭 二亙 ツテ火 山岩 ノ分布 ガアル。東北 山脈 ハ略 南北 ノ走 向 ヲ示 ス、古生
暦 ヨリ成 リ.幌 内川 凹楷斜面 ノ北方 ニハ細 キ結晶片 岩帯 ガ南北 二走 ツテ東 海岸 ノ南邊ハ白墓暦 トナ
リ、北知床 牟島二至 ツテ、第 三紀 暦 ガ嚢達 シテ居 ル。豊原 凹地帯 ノ束 邊 二連 ル鈴谷山脈 ハ結 晶片岩
カ ラ成 リ、 中知床牛 島 ハ第三 紀暦 及古生 暦 ガ大牟 ヲ占 メ、南端 ニハ花 闘岩 ガ分布 シテ居ル。
 本島大牛 ノ地積 ヲ占 ムルえ ぞまつ、と どまつ林 ノ大部分 ハ、第 三紀 暦及 白要紀暦 上 二成 立 シ、又
各地 二登達 スル洪積暦及 沖積暦 ニシテ不透 水性暦 ノ存 スル個所 ハ高位 泥炭 地嚢蓬 シテ、幌 内川滑岸
及 内淵川下 流域 二'1. スル水 蘇漁野ハ、本島 ノr特 徴 トスル塵 デ、一般 二河川 ノ爾岸 二成 立 セル帯
歌 ノ沖積暦 上 ニハ潤葉樹 ノr ガ見 ラレル。而 シテ各地 ノ洪積暦 上 デハ低xナ ル部 分 二ぐい まつ、
高 燥 ナル個所 二え ぞまつ、 とどまつ林 ノ成 立 スル ノガ通例 デ アル。
 幌内川 凹地 帯 ノ西側 ハ、脊梁 山脈 二於 ケル白要暦 ノ連嶺 カ ラ、第三紀暦 トナ リ、第 四系 二属 スル
洪 積暦 ノ丘 陵性皇地 ガ藪段帯状 二分布 シテ、幌 内川滑 岸 ノ水 Y野 二績 イテ居 ルo東 側 ハ古生層仙
地 ノ麓 カ ラ.洪 積居 皇地 ガ稜達 シテ、其 ノ上 二水;Y野 ノ」 セルモ ノガ アル。1藪二云 フ水x野
ハ、一般 二つん どらh セラ レル個所 デ、大部分幌 内川流域 ノ沖積暦上 二成立 セルモ ノデア リ、-
  1) 紳保小虎:Prelimirary i・otes on the geology of Japanese Sakhalin札 幌博物學會報、明治41年 、
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部分洪積層上二直接厚暦ナル水蘇泥炭 ヲ堆積 セル個所モアル。此 ノ地域一帯ハ甚 シク低位 ナル土地
デアツテ、幌内川 ハ河口敷香 ヨリ、約40粁 ノ上流マデ海潮干満 ノ影響ヲ受 テ居ル。爾 多來加濁沿
岸 二迫ル多來加湖・・面積180・06方 粁 二達 スルモ水深極 メテ淺 ク、最深 ノ部分 二於テモ僅 カニ1.8m
ニ過ギナイ(くリ)。
 落合、豊原、大泊二連絡 スル凹地帯ハ、海抜50米 ノ分水丘陵カラ、北流スル大谷川(内淵川支流)
卜南流スル鈴谷川 トガ此 ノ地域 ノ水ヲ集 メテ居 ル。西側 ハ樺太山腋 ノ白票暦 ヨリ.第 三紀暦 二連絡
シテ.上 記爾河川 ノ流域 ニアル沖積暦 二展開 シ、東邊ハ鈴谷山脈 ノ秩父古生暦 二連 リ、一部ハ第三
紀居ヲ経 テ、前記沖積暦 二績 イテ居 ル。爾側共 二幌内川流域 卜異 リ洪積暦 ノ1. ガ少イ。
 高橋博士(くハ)エヨレバ本島河川 ガー般二水量及 ピ落差 ノ少キコト・・、本島ノ低位挾長ナル地形 ノ然 ラ
シムル庭 デハアルガ、一般 二雨量少ク、各河川ハ其 ノ谷形 ヲ進化 セシムルカ ヲ鋏キ、緩 二底蝕ガ行
・・レルニ過 ズ、谷形 ノ嚢達ハ三Eトシテ、凍霜作用 二依ルノミトサレテ居ル。爾本島二於 ケル海底蔓
地、李磯、溺谷等 ノ異常 ナ1 ハ最近期ノ緩慢 ナル陸地沈降 ノ謹 トサレテ居ル。
 海岸線 二於 テ砂濱 ノ登達 セルハ東海岸中部北緯48D附 近 ノ「クビレ」h セラレル地域以南二見 ラ
レル腿 デアツテ、一般 ノ海岸ニハ海蝕隆起墓地 ヲ周 ラシ、其 ノ絶壁 ノ下二狭小 ナル砂濱 ヲ見ルコh
ガアル。一般 的隆起 ト其 ノ後 ノ局部的ナル沈降hハ 、本島海岸線 ノニ大要因 デアルコトハ、高橋博
士ニヨツテ述べ ラレテ居ル。
 北緯49° ヲ中心 トスル京都帝國大學樺太演習林古丹岸團地ハ、古丹岸川流域 ヲ占ムルー帯デ、隣
接新間川 トノ分水 ヲナス連嶺ハ白要紀暦 ニシテ、其 ノ東二此 レニ李行 シテ第三紀暦。安山岩アリ、
古丹岸川爾岸 二沿 フ帯状 ノ地 ハ沖積暦 トナッテ.潤 葉樹林ガ成立 シ、下流ノ低1ナ ル地域ハ ぐいま
つ林或ハはんのきヲ主 トスル沼澤林 トナツテ居ル。岡河川 ノ左岸 ヨリ泊岸海岸 二亙ル丘陵毫地ハ洪
積暦 ヨリ成 リ、海岸二於 テ海蝕隆起皇地 ヲ形成 シテ居〉レ。古丹岸川河 ロノ爾岸ハ安山岩露出シ左岸
ハ低 キ古丹岸山rナ ル。
 次 イデ國境近 クニ位 スル亜屯團地 ノ西方境界ハ中央山脈 ノ連嶺二罵 スル千輸山及亜屯山頂 ヲ以 テ
境 トシ、何 レモ白要紀暦 ヨリ成 ツテ、爾山ハ亜屯川 ヲ挾 ンデ相封立 シテ居ル。此 ノ暦 ノ東 二準行シ
テ、第三紀居 トナリ、えぞまつ、とどまつ ノ美林ガ成立 シ.胆 屯川下流軍道附近 ニアリテハ雨岸二
廣 ク洪積暦 ガ展開 シ、低漁 ナル個所 ニハ ぐいまつ林 ノ成立 セルモノガアル。
  1)2)高 橋純一:樺 太ノ自然r人 文(日 本地理大系第Io巻)450頁o
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                2.樺 太 の氣 象 状態
 本島氣象状態・・大泊(観 測期間明治39年 …昭和9年)、 本斗(大 正9年 一昭和9年)、 眞岡(明 治
41年 一昭和9年).ノ 昏測候所二於ケル氣象観測結果ニヨツテ大略ヲ窺 ヒ知ルコhガ 出來ル。昏月
r{:均氣湿ハ次表 ノ如 クデアルo
                李  均  氣  淵(くり)
      
      
      
      
           
      
      
      
      
      
      
      
     
 本表 ニ ヨレバ4月 ヨリ10月 ハ暖候 二属 シ、氣温高 ク、氷鮎 上 二抽 昇 ス レ ドモ11月 ヨ リ3月 ハ寒
候 二島 シ、氣溜低 ク氷鮎 ヲ下 リ年 李均氣温 ハ本 斗 ノ4ぷCヨ リ敷香 ノ氷貼 下0.1℃ ノ間 二在 リ、最暖
ナルハ8月 デ、本斗 ノ18.4℃ ヲ最 トシ、最寒 ナル・・1月 ニ シテ、 敷 香 ノー17:8℃ ヲ最低 トシテ居
ル。一般 二西 海岸 ハ暖流 ノ影響 ヲ受 ケテ、同緯度 ノ東海岸 二比 シ、各季節 ヲ通 ジテ高温 ヲ示 シ、本
斗安別ハ大泊敷香 二比 シテー度餓 ノ差 ガアル。而 シテ内部地方 ハ海岸地 方 二比 ス レバ冬季 ハ寒 冷鵡
シテ夏季 ハ高温 デ アル。
 李均風向 ・・各地 ニ ヨツテ、一一定 セザルモ此 レヲ概 括 ス レバ、4月 ヨリ9月 ノ6ケ 月・・S.叉 ・・svc'.
其 ノ他 ノ6ケ 月・・N.3C・ ・NW. NE.ガ 多 イ。7陶 漁度 ・・夏季 二高 ク、春季 二低 シ、各地 ヲ通 ジテ・
  1)樺 太慮観測所:魏 象便賢、昭和II年5頁 。
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月'F`均90%二 縢 ル コ トアル モ、70%二 降 ル コ トナク、多來 加湾沿岸 ノ如 キハ不均82%二 縢 リ最 乾
ナル月 二於 テモ75%ヲ 降 ラズ、本邦中殊 二 多zノ 地 トセ ラレテ居 ル。然 ルニ春秋爾季 三於 テハ最
モ ヨク乾燥 シ、 月2ド均30%以 下 二降ル コr珍 シクナ イ。降 水量バ ー般 二少 ク、最寡雨地 ノー トシ
テ南満洲 二次 ギ年雨量ノ・700--900m.m.二 達 シ夏秋 ノ候 二多 ク冬季 ノ候 二少 イ。結霜 ハ9月 中旬 内
部 二始 リ、10月 初 旬 二至 リテ全島 二普 キ、5月 下旬 ニハ終 ヲ告 グ、然 ルニ北部地 方 二於 テハ往h6
月下旬 二 亙 ル コrア リ、 降雪 ・io月 北部 二始 リ5月 内部 二終 ル。11月 末 ニハ 根雪 トナ リ、 翌年
4--5月 ノ頃 二至 リテ融溝 スル ノガ通例 デ アル。
 要 スル ニ樺太 デ・・夏 ハ海洋的氣候 ガ南方 ヨ リ影響 スル ニ反 シテ、冬 ハ北方 ノ大陸 的氣候 二支配 サ
レ、術東海岸 ハ寒流、西海岸 ハ暖流 ノ影響 ヲ受 テ氣 候上異 ルモ ノガ アル。
 本地 方 二於 ケル植 物生 長開始 ノ時期 ハ氣温降雪量 ノ影響 ヲ受 クル コ ト大 デ年k多 少 ノ相違 ガ見 ラ
レ、且 ツ樹 種 こ ヨツテモ異 ルモ ノガ アル。當演習林古丹岸 團地 ニ テ著者 ノ調査 ニヨレバ、春季開箭
ノ時期 ・・けや まはんの き、や なぎ類 ・・昭和7年 及is年 ・・5月20日 前後、昭和8年 及9年 ハ5月
12-13日 ノ頃 トナ リ、 ぐい まつ ・・昭和7年 及10年 ・・5月 下旬、昭和8年 及9層年 ハ5月 中 旬えぞま
つ 、と どまつ ハ開奇 ノ時期 、最 モ遅 ク、昭和7年 ヨ リ昭和10年 二亙 ル各年 トモ略6月1-5日 二跨
ガツテ居ル。斯 ノ如 ク生 長開始 ノ時期 ハ各樹種各年 ニ ヨッテ多少遅速 ヲ生 ズル結 果 トナルモ、本 島
主要樹種 タル え ぞまつ、 と どまつ ・・6月 上旬 ぐいまつ ハ5月 下旬生長 ヲ開始 スルモ ノ ト見徹 シテ
大差 ナキモ ノノ如 クデアル。生長終 止 二就 テノ・上田 助教授(くり)ノ調査 ガアツテ、え ぞまつ、 と どまつ ハ
8月 中 旬、 ぐい まつハ9月 下旬 トナツテ居 ル。此 レ等 ノ調査 ノ・何 レモ北緯49° 附近 ノ標準rナ ル モ
ノデハ アルガ.南 方森林 二於 テモ斯 ル結果 ト大差 ナカルベ ク、本論 ノ目的 トスルえぞまつ、と どま
つ 二就 テハ生長期間 ヲ6月 ヨリ8月 二亙 ル3ラ 月 トスル コ トジ・邦領樺太一般 二共通 トスル虜 デアラ
ウo
 次 二各地 ノ月別李均氣温 ヲ生長期間 ト生長休止期 二分 チ、李均値 ヲ求 ム レバ次 ノ結果 ガ得 ラレル。
                    (o)                             (3)                            (4)
藪 二最 t.表 セル、樺太廃 中央試験所 保呂試験 林 卜本學演習 林泊岸観測所.九 大演習林保恵観測所
並 二北大演習林珍 内観測所(昭 和6-9年 観測結果)ノ 観測結果 ヲ並 記封 照 スル コ トニスル。
  1)上 田弘一一郎:え ぞまつ、とどまつ、ぐいまつ稚樹の上長生長調査、樺太山林會報、第25號 。
  2) 保呂試験林氣象年報(樺 太廃中央試瞼所)、 昭和..年0
  3) 演習林氣象報告、(第 一回)(京 大 F林)、 昭和4-Io年0
  4) 九州帝國大學演脅林、氣象報皆、(第 一回)o
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 上表 ニ ヨ レバ、生長期間 ノZF均 氣温 ・・大泊、落合、泊岸、保恵 ハ何 レモ14℃ 以上 二達 スルモ保
呂 、敷香、珍 内.安 別 ・・14CC二 達 セザル歌 態 ニ アル、然 ルニ其 レ等h モ7-8月 ノ盛夏 ノ候 ・・a
均14℃ 以 上 ヲ示 シまいえる氏(くわ)ノ説 ク猫逸 えぞまつ郷土 ノ 不均氣温 ノ範 園 ヲ脱 シテ居 ナ イ。冬季生
長休止期 ノ温度 二就 テハ東海岸各地共氷鮎 下 ニア リ、敷 香 ノー4.4°Cガ 最低 ヲ示 スモ更 二北方 ノ保
恵 ガー2.5℃ ニ シテ保 呂 ヨリ幾分暖 キ結果 トナツテ居ル。'F均 氣温 ハ緯 度 ノ増 加 二從 ヒ低 減 スル コ
トハ、 一般 的傾向 トシテ認 メ ラレルモ、 地形其 ノ他 ノ條件 ニ ヨリテ 多少 ノ不規 則 ヲ発 レ難 キ コ ト
・・、上記各観測結果 二於 テ窺 バ レル慮 デアル。然 ル ニ前表 二見 ル如 ク最寒 ノ候12月1月2月 ノ3ケ
月 二亙 ル李均温度 ノ・北方 二進 ム ト共 二甚 シク遍減 スル結果rナ ル。 と どまつ 二多 キ凍裂 ハ斯 ノ如 キ
最寒 ノ候 二於 テ嚢生 スル モ ノナ レバ、南部 ヨリモ北部 二進 ム ト共 二凍裂 ニ ヨル とどまつ ノ被 害木 ハ
漸次堆加 スルモ ノh解 セ ラル。 師 チ北部 二於 テとどまつ ノ混渚歩合 少 キ原 因ハ斯 ル最寒 ノ候3ケ 月
ノ温度 ノ影響 ガ重要 ナル因子 トシテ慕 グ ラ レル デア ラウ。
 更 二生 長期 間及生長休止期間 二於 ケル降水量及漁度 ヲ表示 ス レバ次 ノ如 クデアル。




  1)植 村恒三郎:樺 太及北海遣二生育ス/Vえ ぞまっ、 とどまつノ天然更新二就テノ根本的考察、林
    學會雑誌、第10巻 第6號 、頁2肱
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 生長期間 二於 ケル降水量 ハ‐'nlX二西海岸 ヨ リ東海岸 ガ多 ク、東海岸 二於 テハ泊岸 ノ232 m.m.ガ 最
少 ニ シテ保恵 ノ586m.m,ヲ 最 トシ、年卒均 二見 レバ保呂 ノ1008m.m.保 恵 ノ1612m.m.ガ 最 大
量 トナ ツテ居 ル。生長期間 ノー'F`一均r度 ・・何 レモ83乃 至88二 達 シ.甚 シク多Yナ ル コ トヲ示 シ、僅
カニ保恵 ノ72%ガ 最低 トナル。斯 ノ如 ク保恵 ノ観測結果 ニ ヨ レバ、生長期 間 ノ温度 ハ 最 モ高 ク.
且 ツ降水 量 モ各地 二比 シテ最 大 トナツ テ居 ル。國境附近 二於 ケルえぞ まっ、 と どまつ林 ノ生 長状態
ガ他 二比 シテ最 モ良好 ナルハ斯 ノ如 ク、生長期間 ノ高温 ナル コ ト及 ビ降水量 ノ大 ナル コ トニ ヨルモ
ノデ アラウ。
    (1)
 高橋健 治氏 ハ樺 太氣候 帯 ノ分類 二興 味 アル登 表 ヲナ シテ居 ル。師 チCajander(券)ハ 樺 太 ノ氣 候
ヲかむ ちや つか針葉樹 林氣候 ノ中 二 含 メ テ居 タガ、高橋 氏 ハ 此 レヲ分 割 シテ、樺太島 ノ最 モ細 ク
「ク ビレ」タ北緯48° ヲ限界 トシテ、東北部 卜西北部 二氣候 特徴 ヲ分類 シテ次 ノ如 ク 」'照シテ居 ル。





斯 ノ如キ氣候分類二基ケバ南樺太針葉樹林氣候ハ北緯48Q附 近 ヲ突破 シテ更二南下シ落合附近二及
ブ観 ガアルo
  I) 高橋健治1植 物地理學 ト農學 トノ關係(京 都帝國大學農學部四明會誌)、Ig34.
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     1V・ 樺 太 北 部 原 生 林 ノ え ぞ ま つ 、 と ど ま つ 混 清 歩 合 ノ調 査
          1.調 査 匠 ノ位 置 、面 積 、地 形 、並 二植 生 状態
  1.調 査匠ノ設定
 本地域 ノ原生林二於 ケルえぞまつ、とどまつ林ハ環境條件並二森林構成航態 ヲ異ニスル ト共二、
地床植物 二著 シク異 ルモノガアリ、各種群叢ガ明瞭 二識別セラレル場合ガ極 メテ多 イ。師チ本地域
二於 ケル、えぞまつ、とどまつ林 ヲ代表スルノ、次 ノ5群 叢 デアルo
  (1).え ぞまつ、とどまつ.お くや ましだ群叢
  (2).え ぞまつ、とどまつ、鮮類群叢
  (3).え ぞまつ、とどまつ.え ぞくろ うすご群叢
  (4),え ぞまつ、とどまつ、やまどりぜんまい群叢
  (5).え ぞまつ、とどまつ、さうしかんば群叢
尚此 ノ外二,え ぞまつ、とどまつ.り んね さう群叢、えぞまつ、とどまつ、ごぜんたちばな群叢、
えぞまつ、とどまつ.は なごけ群叢等 ヲ掲グ得ルモ.此 レ等 ノ占領面積ハ前群叢二比 スレバ極 メテ
狡小ニ シテ、寧 ロ局部的現象 トモ見 ルベキモノデアル。斯 ルえぞまつ、とどまつ群叢 ノ類 別問題ハ
別二譲 リ、藪 ニハ爾樹腫ノ全般的混清歩合ヲ論ズル目的ヲ考慮 シテ、代表的ナル前群叢二就キ、、位
置及地形 ノ憂化ヲ配 シテ、次 二掲 グル第1表 及第2表 ノ如 キ古丹岸川流域二11個 所、亜屯川流域二
於 テ7個 所 ノ調査匠ヲ設定 シタモノデアル。
  II.調 査匠ノ位置、面積及地形
 古丹岸團地 ト云 フハ京都帝國大學樺太演習林 二属 シ、北緯49'附 近 二位 シテ、東海岸二注グ古丹
岸川 ノ流域 ヲ占ムルー螢デアル。亜屯團地 ト云 フハ之亦當演習林二馬 シ、幌内川 ノー支流亜屯川流
  第1表       i)古 丹岸團地(古 丹岸川流域北緯4げ 附近)
調醜 騰1姻 位 置 及 地 形1瀧 ・分 類
  別小走 ・1.811・ ・{慰 翻 懲 麹1瑠 噸 ノ輌 囎{嬢 舘 ぎ藩 ・  
別小走・1.13・ ・{醤 艸 部ノ南醐 囎 地・繍 蘭   〃
  下  楠1 ,    0.5  赤水川ノ上流ニアル低位ナツZF坦地        〃
  下 楠・ ・・…  {叢1犠`繭 二面セル緩傾紘 傾{灘 す読 憲 叢  
本流瀧 ・1.13・ ・{㍊ 鱒 左岸ノ南面騰 地 囎 度 {鑛 蕪 とどまつ・
域 ヲ占ムルー帯 デ國境近 クニ存 シ、邦領樺太最北部 ノ森林 ヲ代 表 スルモ ノ トシテ最適 ノモ ノデアラ
ウo
 各調査地 ノ位置及面積並 二地形等 二關 シテハ第1表 及第2表 二示 ス如 ク、爾調査Cノ 面積 ハ森林
構成状態並 二地形 ニ ョツテ夫 々適宜選定 スベ キモノデアノレガ、調査能力等 ヲ考慮 シテ、精密 ヲ期 ス
ル タメ0.5階 ヲ適當 ト認 メ標準 トナシタモ ノデ アル。
  IIL 植 生 封犬 態
 古丹岸 團地 ノ別小走調査庭第1號 地及 第2號 地・拒屯 團地調査 匠第2號 及 第3號 地ハ何 レモえぞま
つ.と どまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 二属 スルモ ノデ、地床植物 トシテハ優勢種 えぞ くろ うす ご ノ外
二、別小走調査庭ハ おほばすの き、 ごぜんた ちばな、つ るつ4t、 ひめい ちけ、 こみや まかずこばみ、
ひろはのつ りばな等 ヲ混生 シテ、山腹 林 ノ特徴 ヲ示 シ、後者 ノ亜屯 團地調査pqハ 何 レモZド坦 林 二罵
シ、地床植物 ニモ多 少異 ルモ ノガ アル。 郎 チ本地域 ハ亜屯 川 ノ流域 ニ アル、 ぐい まつ林 二接績 セル
タメ、林 下・・比較 的漁 性ヲ e'前者 卜同 ジ ク.え ぞ くろ うす ごヲ優 勢種 トスル モ、おほぼすの き ノ
混 清 ヲ捨 加 シ、林相 ハ極 メナ不良 トナル。地 床植物 トシテハ、上記 え ぞ くろ うす ご、おほばすの き
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ノ外 二おほたかねななかま ど、 ごぜ んたちばな、 まひつ る さ う、 いはつつ じ、 ひめいちけ、つ まと
りさ う等 ヲ混生 シテ居 ル。
 別小走調 査P第3號 地 ノ・別 小走 山(約700m)ノ 山頂近 クニァツテ、千歳 川 ノ源 ヲナ シ、えぞ まつ 、
とどまつ、 さうしかんば群叢 二属 スル針潤混 清林 ヨリ成 リ、比較 的多!cノ さ うしかんば ヲ混 渚 シテ
居 ル。 さ うしかんば ノ樹冠下 二・・えぞまつ とどまつ ノ生 育 セル個所 多 タ、遠 望 ス レバ潤葉樹 ガ大
多藪 ヲ占 ムルガ如 ク見 ラレル モ、現地 ハ相當多歎 ノえぞ まつ 、 とどまつ ヲ混清 シテ居 ・レ。林 下ハお
ほた かねななか まど、 うこん うつぎ、む らさきつ りばな等 ガ群落 ヲ ナス個所 ア リ、爾 えぞ くろ うす
ご、まひつ る さう、まるば しもつ け、等 ノ外 二各所 二疎開 セル所 ヲ生 ジテ、 とが す ぐり、 おほたかね
ば ら、 さらしな しや うま、ば いけい さ う、 くろゆ り、はん こん さう、 ひめあ ま どころ、 め しだ、お
に しもつ け、あ きか らまつ、 うらじろた で、 えその さは あざみ、 こみや まかナこば み等 ノ生育 セルモ
ノガ見 ラ レル。
 下楠 調査C第1號 地 ハえぞ まつ.と どまつ、や まどりぜ ん まい群叢 二属 シ、 や ま どりぜん まい ノ
繁茂 著 シク、林下 ハ極 メテ卑漁 ノ状態 ニアル。地床植物 トシテハや まどりぜん まい ノ外 二え ぞ くろ
うす ご、お ほばすの き、 いはつつ じ、 ごぜ んた ちばな、 まひつ る さ う、 みつば わ うれ ん、 ひめいち
甑 つ まと りさ ラガ墓 グ ラレ、本地域 二於 クル ぐい まつ林 下 ノ植生 状態 二酷(くユラ)似セルモ ノガ ア リ、林
相 モ不良 ニ シテ;.坦 林 二属 スル ノガ通例 デアル。
 本 流瀧 第1號 地 、見 晴調査匠第1號 及第3號 地、亜屯 團地 二於 ケル調査nu第4號 及第5號 地 ノ林
下 ハ何 レモ灌 木及 草本類稀 二獲見 サ レ、全面蘇類 ヲ以 テ蔽 ・・レタル個所 デアル。 群類 トシテハだて
うごけ、 た ちはひ 〉ニけ、いはだ れ ごけ、おほふ さごけ、しつぼ ごけガ畢ゲ ラレ、僅 カニ りんね さ う、
こみや まかナこばみ、 ごぜ んた ちばな、 まひつ るさ う、 たかねす ぎかづ ら、お くや ま しだ 、ガ鮎 在 セ
ルニ過 ギナイ。斯 ノ如 キ個所 ノ・本( )地域原生林中 二相當 ノ面積 ヲ占 メ、林 相 モ李均 シテ、 えぞ まつ、
とどまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 ヨ リ良 好 ナル状態 ヲ呈 シ、次 二述 ベタルえぞまつ.と どまつ.お く
や ま しだ群叢 ヨ リノ、梢 劣ル程度 ノモノデ アル。
 上楠 調査n第1號 地、 きば らり調査 陛第1號 地、見 晴調査匠第2號 地 、及 ビ亜屯團地 ノ調査匿第
6號 及 第7號 地 ハ何 レモえぞ まつ、 とどまつ 、お くや ま しだ群叢 二馬 シ、林 下ハ全面 お くや ま しだ
ヲ以 テ薇 ハ レテ居 ル。地床植物 ニハお くや ま しだ ノ外 二こみや まかたばみ、 りんね さ う、ひ めい ち
け等 ヲ畢 グル ノ ミニ シテ、種類 少 ク殊 二灌木類 ハ殆 ン ド侵 入 ヲ見 ザル塵 デァル。僅 ヵ二鮮類 トシテ
  1) 山崎吹男:京 都帝國大學演習林報告、第7號 、1934・
18
おほふ さごけ、た ちはひ ごけ、だて うごけ、 しつぼ ごけ、 ガ各所 二集 團生 育 セルニ過 ギナ イ。殊 二
お くや ま しだ ガこみや まかたばみ ヲ随件 スル場 合ハ、地 味頗 ル良 ク林相 モ極 メテ良好 ナルモ ノガ ア
ル。本群叢 二局 スル古丹岸 團地 ノ調査地 ハ夫h東 面 、南面 、北面 ト各方位 二慮 ジテ選定 セルモ ノデ、
何 レモ中等林相激上 、特 二本地方最 上級 二属 スルモ ノガ アル。
 次 イデ亜屯團地調査n第1號 地 ノ・えぞまつ、 とどまつ、や ちほ・うす群叢 二属 シテ、李坦多灘 ナル
地 域 二登達 シ、 えぞまつ、 と どまつ原 生林 中、や ま どりぜん まい群叢 ト共 二、最 モ劣悪 ナル林相 デ
アルo林 下 ハ卑漁 ナル タメ、みつ ごけ、 えん こうさう等 ノ水漁 ノ地 二生 ズル植物侵入 シ、其 ノ他 い
はのが りやす 、 まるば しもつ け.ほ ざき しもつ け、つ まとりさ う、 ごぜ んた ちばな、 まひつ るさ う
等 ガ散生 シ、古 丹岸 團地 二於 テモ河岸 ノ卑1ノ 地 二登見 サ レル林相 デ アル。
 叙上 ノ如 ク各調査 匠ハ古丹岸 團地 卜亜屯 團地 ノ爾者 二就 テ選定 セ ラレタルモ ノデ、何 レモ北部 林
相 ヲ代表 セルモ ノ トハ云 へ、後者 ハ(國 境近邊)ハ 前者(北 緯 曽49°附近)二 比 シテ梢北方 二偏 セル
モ、植生 欣態 ヨ リ見 レバ、爾者 二於 テ大 ナル差違 ノ鮎 ヲ登見 サ レナィ。故 二古 丹岸 團地 二於 ケル植
生 型へ 其 ノ儘亜屯 團地 ニモ適用 サ レ、3C亜 屯團地 ガ稽北方 ナル故 二更 二別種 ノ植生型 ヲ幽現 セル
コ トモ認 メ ラレナィ慮 デアル。
                2.調 査 ノ 方 法
 樹種別 、直径別 ニ ヨル本'c材 積並 二径級混7ノ 關 係ハ森林構成歌態 二差 別 ヲ生 ズル ト共 二、更 二
林下 二於 ケル環境條件 ヲ支配 シ、稚苗 ノ浦長及 ピ、地床植物 ノ繁茂 二甚 大 ナル作用 ヲ及 シテ居 ル。
從 ツテ叙 上 ノ選定 セ ラレタル、各調査Cpノ えぞまつ、 と どまつ原生林 ノ構成駄態 ヲ閑 明 センガタ メ
ニハ各林木 二關 シテ胸 高直径 別本c配 分 ノ歌 況爾樹 種混渚 ノ歌態 ヲ知 ル コ トガ肝要 デ アル。
 從 來本 島原生林 ノ林木 分類 二關 シテハ學者 ニ ヨツテ、諸種 ノ基準 ガ設 ケラレ、夫 々論述或 ハ使用
ノ目的ガ異 ル タメ ニ、 多少精疎 ノ別 ガ アルh モ、一般 ニハ主木、副木 、稚樹 ノ三 階級 二大別 シ、
副木 以上 ノモノニ封 シテハ直径 ヲ稚樹 二關 シテハ樹高 ニ ヨル類 別法 ヲ用 フル ノガ通例 デアル。
 佐藤博 士(くの)ハ胸高 直径3cm.以 」ソ モ ノ ト、其 レ以下 ノモ ノニ分 チ、更 二3cm.以 下 ノモ ノニ就 キ
次 ノ如 ク細別 シテ居 ル。
瑚 高3cm.1%1下 膿 讐
  II. 〃   3-15 cm.
  1)佐 藤義夫:え ぞまつ天然更新上 ノ基礎要件r其 ノ適用、北大演脅林報R 第6巻 、291頁o
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 111. 〃   16-30cm.
 IV. 〃   31-60 cm.
  V. 〃   61  100cm.
 VI. 〃  100 cm.以 上胸高 直径3cm以 下
     (1)
 更二同博士・・1932年 二天然林揮伐林二於ケル、林木 ノ大サニヨル,類別二就 テ ト題 シテ、各國ノ
前例ヲ紹介 シテ、最後二次 ノ如 キ分類 ヲ睾 テ居ル。
         1糎 ヲ直径階 トスル直径級       樹 高
幼 級{幼木 ∵-1°cm
‐15  鞘{III:難 温
壮燐 慧 翻:V.31-
V.61-1;;
中袴瓢{1÷;1 畷 鰍 暫
老鵡 認:甑
    く'一)
 中村博士ハ樺太二於 ケルえぞまつ.と どまつ原生林 ノ林木 ノ分類 ヲ次 ノ如ク示 シテ居ル。
  稚 樹 1級(Nl)      樹 高 10cm以 下
     2級(N2)         10-25
     3級(N3)             '15--50
     4級(N4)             50-100
     5級(N;)            100以 上
  副 木 胸高直径2cm叉 ハ3cm-9 cm.
  主 木 同   10cm以 上(小 径木、中径木、大径木)
  1) 佐藤義夫:天 然林澤伐林二於ケル林木ノ大サニヨry 別二就テ、北海道林業會報、第354號 、
    9-IO頁 。
  2) 中村賢太郎:東 京帝國大學農學部演習林報告、第12號 、29頁O
20
 吉川宥恭(くわ)氏ハ樺太廟中央試験所保呂試験林ノ調査二於テ次ノ如キ分類ヲ適用シテ居ル。
  稚 苗 樹高10cm未 満
棚{灘:灘:誹1:議
  副 木 樹高2.5m以 上(一般二直径約3cm以 上)直 径9cm.以 下
  主 木 小径主木一 直径10-24cm.
     中形主木一 直径24-39cm.
     大形主木一 直径40cm以 上
著者ハ之等諸氏 ノ分類結果 ヲ参考 トシ、且ツ邦領樺太北部原生林 ノ實情、並 二本論 ノ目的 ヨリシテ
次 ノ如キ階級二分 ツテ、森林構成状態並 二樹種混渚歩合 ノ比較二資 セントシタモノデアル。
稚釜 鑑
  副 木 胸高直径3cm-9cm
主艦 鑑
斯 シテ類 別 サ レタル稚樹及 副木 ハ 自然淘 汰 ノ結果 枯損木 トナツテ、生存競争 カ ラ除外 セ ラレルモ ノ
ガ多々 アルhハ 云 へ、夫h 代林分 ノ構成 二與 ルベ キ重 要 ナル使 命 ヲ持 ツモ ノデ、此 レガ詳細 ナル
調査 ハ次 代林分 ノ樹 種混 濡 ヲ究 メル」ニニモ重要 ナルモ ノデアノし。稚樹 ノ調査 二當 ツテハ50×100mz
(0・5ha)ノ 調査r内 二5米 李方 ノ稚樹調査rヲ10ケ 所 設定 シテ(別 圖参照)胸 高 直径3cm以 下 ノ
モ ノヲ、上記5階 級 二分 チ生木 、枯立木 トニ医別調査 シテ、夫h調 査pノ 稚樹 ノ登生歌態並 二混清
歩 合 ヲ知 ル コ トニ努 メタ。
 稚樹清失 ノ原因 ハ寒 害、病鹸害、乾害等 ニヨルモ ノデアルガー般 二枯死 清滅 ガ迅速 ナル タメ、調
  1) 吉川宥恭:樺 太鹿中央試瞼所報告、第2類 、第1號 、7頁 。
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       査 ノ際既二枯立木 トシテ、認 メ得ザルモノガ彩 シク存 シテ居ル。殊二10cm以 下     
  ロ  ノ小形稚樹'枯 立木二就 テ・'調 査洩 ノ虞 モアレバ・枯立水 二於テ・'1°・m以 一ド
 ロ ロ  ノ小形稚樹 ヲ除キ10cm以 上 ノモノニ就 テ可及的詳細ナル調査 二基 ク結果 ヲ掲グ
 ロ ロ  タモノデアル。
  口    次 イデ主木ハ本論二述べ ンhス ル花粉分析上 重要ナル役割 ヲ演ズルモノデ、自口
□ □ 
。癬 顯,表 暦。分布。ル花椥 、多。上記,主 木 。唯 サ。タル。、h考 フ
ベ キデ アル。叉副木 中 ヨ リ花粉 ハ生産 サ レル コhア ルモ、前者 二比 スvバ 微小 ノ程度 二過 ギナイ。
副木及 主木 二就 テハ樹種別 二胸高 直径 ヲ測 定 シテ、生立木 、枯立木 ノ雨者 二大 別 シ、更 二生立木 ハ
健 全木 、腐朽木 二分類 シタ、薮 二腐朽 木 卜云 フハ茸 木、霜割 レ、やに下 リ、差枝 、根 上 リ、等 ノ病
的或 ハ機械 的障害 ヲ有 スルモ ノニ シテ、何 レハ枯立木或 ハ折倒木 トナルベキ蓮命 ノモ ノデアル。胸
高 直径 ノ・地 上1.3mノ 樹幹部 ヲ直径巻尺 ニテ測 定 シ糎以 下ノ・四捨五入 シタモ ノデアル。
             3・ 生 木 並 二副 木 二關 ス ノレ調 査
  i.直 径階別本歎配分 ノ歌態
 薮 二選 定 セル調査地 ハ古丹岸及亜 屯團地 ヲ代 表 スル各種 林相 デ.北 緯49° 附近及 國境 近邊 ノ所 謂
北部地 方 二於 ケル、 えぞまつ、 とどまつ.混 濡歩合 ヲ論 ズル タメ、特 二適切 ナル モ ノノミヲ選 ング
ノデアル。之等 ノ地 域 ニアツテ廣範 ナル面積 ヲ占 ムル、 え ぞまつ.と どまつ ノ混 渚林ハ多 ク揮伐林
型 二属 シ、複居林 ヲ呈 スル ノガ通例 デァル。僅 二山地或 ハ河岸 二と どまつ ヲ主 トスルー齊林 型二属
セシムベ キ特種林相 ヲ見 ル モ面積 ハ前者 二比 ス レバ極 メテ挾 小 デアル。
 前項 二述 ベタル林木分 類 ノ方法 二從 ツテ調査 ノ結果 ヲ第3表 及第4表 二纏 メ、先 ヅ古 丹岸 團地 二
就 テ見 レバ径級 小 ナル副米 二本 歎最 モ多 ク、漸 次径級 ノ磨 加 卜共 二本kヲ 減 少 シテ居 ル。自ロチ陪當
リ副木 ハ681本 、主木 ノ内、小 径木 二罵 スルハ365本 、中径木198本 、大径木82本h云 ラ結果 ヲ示
シ、樹種 別 二就 テハ、 とどまつ ハ輕級 ノ増 大 ト共 二急激 二減 少 シ、殊 二申径木 、大径米 二於 テハ、
其 ノ歌態顯著 ナル モ ノガアル。え ぞまつハ此v二 比 シ減 少 ノ程度 ハ緩 ク,殊 二中径木、 大径木 二於
テモ相 當 ナル本数 ガ認 メ ラレル。 更 二第4表 二示 ス亜屯 團地 二於 テノ・、晒 當 リ副木 ・・911本,小 径
木515本 、中径木152本 、大径木56本 ヲ示 シテ、副木 、小径木 ・・何vモ 古丹岸 二比 シテ本数著 シク大
ナルモ、中径木 、大径木 ノ本数 ハ却 ツテ小 ナル結果 け ツテ居 ル。樹 種 別二就 テハ古丹岸 二於 ケル例
ト同様 ナル傾向 ガ窺 バ レルガ、とどまつ ニハ径級 ノ増大 ト共 二特 二急激 ナル本数減 少ガ認 メ ラレル。
 次 イデ此 レ等 えぞまつ、 と どまつ ノ樹穂別 二就 テ.更 二詳細 ナル傾向 ヲ窺 フタメニ作製 ゼルモ ノ
22
  第3表    直径階別えぞまつ、とどまつ本撒(0.5Ha)(古 丹岸團地)
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   第4表   直径階別えぞまつぜ と.どまつ生立木本c(0.5Ha)(亜 屯團地)
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 第5表      えぞまつ、とどまつ生立木本歎混滑牽(%)
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  第6表       えぞまつ、とどまつ生立木本藪混渚率(%)
   
   
   
   
   
      
   
ガ第5及6表 デ アル。之 ニ ヨツテ見 ル ニ古丹岸 團地 ノえぞまつ ハ準均 二於 テ副木48%ヲ 占メ小径
木22%中 径木19%大 径木11%ト ナ リ、小径 、中径、 大径木 二占領 セ ラレル本敷 ・・甚 シキ相蓮 ・・
認 メ ラレナ ィ。 と どまつ 二於 テハ副木56%小 径木32%ヲ 占 メテ、中径木、大径木 ハ僅 カニ全本歎
ノ12%二 止 ツテ居 ル。亜屯 團地 ニ テモ略同様 ナル現象 ガ認 メラV えぞまつ ハ古丹岸 ノと どまつ同
檬副木 、小径木 ニ ョツテ大孚 ヲ占 メ、大径 、中径木 ハ約20%程 度 デ アル。次 イテ と どまつハ副木
ノ本tヲ 熔 シ其 ノ藪68%二 上 リ、中径、大径木 ハ合計4%二 過 ギザル献態 デ アル。
 更 二此 レヲ調査地 別 二観察 ス レバ.林 相最 モ良好 ナル、 えぞまつ、 と どまつ、お くや ま しだ群叢
きば らり第1號 地 、見晴第2號 地 ハ異 例 二馬 スルモ ノデ、 えぞまつ ハ小径木 、中径木 、大径木 ト順
次 本藪 ヲ壕 加 シ、上述一般現 象 トハ逆 ノ結果 ヲ示 シテ、 とどまつ ノミハ李均値 二於 テ見 ル如 キ傾 向
ヲ辿 ツテ居 ル。然 ルニ亜屯 團地 デ・・此 ノ現象 ヲ認 メズ、僅 カニ林相最 良好 ナル調査匠第7號 地 ノえ
ぞ まつ 二於 テ中径木 ヨリモ大径木 ノ割合 ガ大 ナル結果 ヲ示 スノ ミデアル。要 スル ニえぞ まつ 。とど
まつ、お くや ま しだ群叢 二罵 スル林分 二於 テハ、 えぞまつ ノ大径級 二禺 スルモ ノ比較的 多 ク、副木
28
級 ノえぞまつ ガ他 二比 シテ、少敷 ナル特徴 ヲ有 シテ居ル。但 シ.調 査地 、上楠第1號 地 ハ附近 二や
つば き くひむ しニ ヨル巌 害侵 入 セルヲ以 テ副木級 ノ蹟屋極 メテ旺盛 ナル モノガ ァル。
 えぞまつ、 とどまつ、鮮類 群叢 二屡 スベキ本流瀧第1號 地、見晴第1及3號 地 ・・えぞまつ、 と ど
まつ何 レモ副木級 二於 テ約50%ヲ 占 メ、小径 、 中径 、大i"木 二於 テ漸次本藪 ヲ減 少 シ、殊 二前群 叢
二比 ス レバ、中径 、大径 級本cノ 減 少 ガ顯 著 デ アル。 亜屯團地 二於 クル本 群叢 二属 スベ キ調査匠第
4及5號 地 ハ副木 二於 テえぞまつ ・・30%ヲ 占 メ、 と どまつ ハ80%ヲ 占領 シテ、小径・中径 、大径 木
ハ古丹岸 同様 二本cヲ 漸 減 シテ居 ル。 えぞまつ、 と どまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 二屡 スベ キ別小走
正及II・ ・山腹林 ノ代 表的 ナルモ ノデ、前者 ・、副木級 二於 テ、え ぞまつ49%と どまつ46%ヲ 占 メル
モ殊 二え ぞまつ ハ小径木 ヨ リモ中径木 ノ本cガ 糟加 シテ居ル。調査地 別小走第2號 地 ハ多少潤葉樹
ヲ混渚 シテ、特種林相 二屡 シ、 えぞまつ ハ副木級却 ツテ少 久28%ヲ 占 メ、小径木 ・・27%中 径木
ノ、36%ニ シテ、中径木 ニテ最 大本kト ナ リ、 と どまつ ハ小径木 ヨ リモ中径木 ガ大 ナル本tヲ 示 シ、
一般現象 トハ異 ルモ ノガアル。 下楠第1號 地 ハ同 ジ久 えぞ くろ うす ご群叢 二屡 スル モ、李坦林 デ、
えぞまつ、 と どまつ何 レモ副木 二於 テ大牛 ノ本藪 ヲ占メ、小径木 、中径木 ト本藪 ヲ漸減 シ、殊 二大
径 木 二乏 シキ コ トガ特徴 デアル。 亜屯 團地 ノ調査匠第2及3號 地 ハ何 レモ本群叢 二屡 スル モ ノデ、
古丹岸 ノ李坦林 卜立地 ヲ略 同 ジク シ、本歎配分 ノ朕 態 モ酷似 シテ居 ル。
 えぞまつ.と どまつ、や ま どりぜ んまい群叢及 ビ、 えぞまつ、 と どまつ.や ちほ うす群叢 ハ多 ク
李坦 ナル.卑漁 ノ土地 二成立 スル ノデ、林相最 モ不良 ナル モノガアル。古 丹岸 二於 ケル下楠第2號 地 、
瓶屯團地 ノ調査陛第1號 地 ガ之 二嵩 シ、何 レモ副木及 小径木 ニテ大牟 ノ本 藪 ヲ占領 シテ、中径 、大
径木 ハ急減 シテ居 ル。殊 二大径米 二属 スル モノハえぞまつ 少量、 と どまつ ハ皆無 ノ状態 デ アル。 え
ぞまつ、 と どまつ、 さ うしかんば群叢 二罵 スベ キ別 小走調査 匠第3號 地 ハ立地 ノ關係 ヨリ、 さ うし
かkば ノ混濡歩合 ヲ堆 シ、えぞまつ ハ大径木比 較的多 ク、 副木本歎 ノ最 大 ナルハ他 ト同様 ナル モ最
小本歎 ハ中径木 ニ ア リ、殊 二小径 、中径 、大径 木 ノ 'a移動 ノ少キ コ トハ注 目スベ キ現象 デアル。
  ILえ ぞまつ、 と どまつ ノ混清歌態
 樹種混渚歩合 ハ其 ノ屍 スベ キ径級 ノ如何 ニ ヨツテ顯著 ナル愛化 ガ認 メ ラ レ、前項 ノ直径 階別本歎
歌態 二關 スル考察 二於 テ大略 ノ傾 向 ガ窺 ハ レタ慮 デアル。胸高直径3cm以 上 ノ全本kえ ぞまつ 、と
どまつ混清歩 合ノ、、 古丹岸團地 デハ46:54ト ナツテとどまつ幾分 多 久 亜屯 團地 二於 テハ58:42
トナ リ、副 木以上 ノ全 本数 二於 テモ、え ぞまつ多cヲ 示 シテ居ル。(第7及8表)
 各径級 別 二考察 ス レバ古丹岸 ニテ・・副木42:58小 径木37:63rナ リ、何 レモえぞまつ ノ混清歩
合少 ク・中径木 吊テハ59;41大 径 木・・93:7ノ 比 トナ リ、径級 ノ増 大 卜共 二えぞまつ ノ混清車 ヲ壌加
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シテ居ル(第2圖)。 亜屯 團地 ニアツテパ副木 ガ49:51ノ 比牽 ヲ示 シテ、 とどまつ ノ混清歩合大 ナ
ル モ其 ノ他 小径木 ハ61:39中 径木 ハ88:12大 径木 ハ99:1ト ナ リ、何 レモえぞまつ混溺牽 ノ大 ナ
ル コ トガ示 サ レテ居 ル(第3圖)。 斯 ノ如 ク古丹岸團地 ノえぞまつ ・・小径木 二最 モ少 久 副木、中径
木 、大径木 ノ順 二漸 塘 シテ、中輕、大径木 ノ大牛 ヲ占領 シ、 と どまつ ・・小径木 二最 モ多 久 次 イテ
副木..ii米 、大径木 ノ嶺 序 二急減 シテ居 ル。 叉亜屯 團地 二於 テハえぞ まつハ副木 二最 モ少 久 小径
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中径、大径木 ノ順二混清歩合ヲ急堆 シ、とどまつハ此 レト反封 ノ結果 トナル。中村博士(くわ)ノ調査二基
ク榮濱附近 ノ東大演習林二於"ル えぞまつ ハ中径木、大径木 二於 テ比較的少ク.小 径木ニテ却 ツテ
                       <a)
大 ナル結果 トハmノ 現象 ヲ呈 シテ居 ル。又吉川宥恭氏 ノ調査 ニ ヨル保呂試験林 ノ結果 ニ ヨレバえ
ぞ まつハ副木 二於 テ39%、 小径木35%、 中径木28%、 大径木28%、hナ ツテ、えぞまつ混 清歩合
ハ径級 ノ暦大 ト共 二減 少 ノ状態 ガ見 ラレルo北 緯49° 附近 ハ國境近邊 ヨリ幾分 とどまつ 多キ結果 ト
ナ レル モ、南部森 林 ノ榮 濱及保呂附近 二比 ス レバとどまつハ著 シク少cト ナツテ居 ル。一股 二南方
森 林ハ各径級 ニヨル爾樹種混 濡歩 合 ノ愛 化 ガ緩 慢 デ アルガ、北部 二於 テハ径級 ノ堆 大 ト共 二攣化 ガ
急激 ニアラバ レテ居 ル。
 次 イテ ii級別 ニ ヨル混 渚:歩合 ノ愛 化ハ第9及10表 ノ示 ス如 ク、選 定 スベ キ林木 ノ大 サニ ヨツ
テ異 ル結果 ヲ生 ジ、副木以 上 ノ線 本藪 ・・、古丹岸46:54.亜 屯58:42ト ナツ,テ、前者 ハと どまつ幾
分優勢 ナル モ、後 者ハえ ぞまつ多敷 デアル。小径木以 上 ノ全数 二就 テハ(胸 高直径10Cln以 上)50:
50.亜 屯69:31ナ ル本 敷歩合 トナ リ、中径木以上 ノ全本敷(胸 高 直径25㎝ 以上)二 封 シテ・・、古
丹岸68:32亜 屯91:9ノ 本数 歩合 トナ リ、盆 々えぞ まつ ヲ場 加 スル。 大径木 二就 テ・・殆 ン ド大牛 え
ぞ まつ ニ ヨツテ占メ ラv古 丹岸93:7亜 屯99:1ノ 割 合 トナツテ居 ル。 之 ニ ヨツテ見 ルニ古丹岸
團地 ハ亜屯 團地 ヨリモえぞまつ ノ混滑歩合小 ナ リト云 フベ ク古丹岸 團地 二於 ケル、中径木以 上 ノえ
ぞ まつ混滑率 ハ、亜屯 二於 ケル小径木以上 ノ混 渚歩合 二相似 シ、又古 丹岸 大径木 ノえぞ まつ ハ亜屯
二於 ケル中径木以上 ノ混 渚牽 二相 當 シテ居 ル。
 更 二各調 査地 ヲ植生 別 二從 ツテ考察 スル ナラバ、 えぞ まつ 、と どまつ 、え ぞ くろ うす ご群 叢 二馬
スベキ別小走調査 匿第1及 第2號 地、下楠 第1號 地 ハ何 レモ副木、小径木 ハえぞ まつ ヨリモとどま
つ 多ク、李均 二於 テ副木42:58.小 径木37:63ニ シテ偲李均 ト略近似 ノ値 ヲ示 シテ居 ル。然 ル ニ中
径 木、大径木 ・、夫 々65;35及 ビ98:2ノ 結果 トナ リ、絡李均 二於 ケル ヨ リモ.稻 えぞまつ ノ混清 歩
合 大 ナル コ トガ窺 バ レル。えぞ まつ、 とどまつ、や まどりぜ ん まい群 叢 二馬 スベキ下捕 第2號 地 ハ
副木、小径木 、中径木 、大径木.夫 々81°o,740.90%、100%ト云 フえぞまつ ノ混 渚牽 ヲ示 シ、
他 ノ何 レノ群 叢 二於 ケル ヨリモえぞまっ ガ優勢 トナツテ居 ル。一般 二本群 叢 ハ低滋 地域 ヲ占領 シ、
林 下 二'み つ ごけノ生 育 セル個所 多 ク、 ぐい まつ生育地域 ノ近 隣 ヲ占 ムルガ通例 デ アル。從 ツテ土
壌 二封 スル要 求度 ノ大 ナリ ト云J¥レ ル とどまつ ノ侵 入 ハ阻 マ レ、水漁 二比較 的適慮力 ヲ有 スルえ ぞ
まつ ガ優勢 二占領 スルニ至 タモ ノデ アラウ。え ぞまつ、 とどまつ蘇類群叢 二馬 スベ キ本 流瀧 第1號
  1) 中村賢太郎:東 京帝國大學演脅林報告、第12號 、32頁 。
  2) 吉川宥恭:樺 太廃中央試験所報告、第2類 、第1號 、8頁o
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地見晴第1號 地及第3號 地 ・・何 レモ副木小径木 ニ テ・・えぞまつ、 と どまつ ヨリモ少ク44:56及34:
66ノ 比 率 ヲ示 シテ総 李均 二於 ケル ヨ リモとどまつ ハ僅少 ナル結果 トナル。 中径 木,大 丁一米 ハ何 レモ
え ぞまつ ノ混 濡牽大 デ、其 ノ割合 ハ総李均値 ト相似 タルモ ノガ アル。亜屯 團地 ノ副木 ハ とどまつ、
ガえ ぞまつ ヨリモ大 ナル混 渚奉 ヲ示 ス ノミデ、其 ノ他小径、中径 、大径木 トモえぞまつ ガ著 シク多
数 ヲ占 メテ居ル。え ぞまつ、 と どまつ、お くや ま しだ群 叢 ハ林相最 モ優V林 木 ノ生長歌態 ハ他 ノ
何 レノ群叢 ヨリモ良好 デアル。先 ヅ総本歎 ノ混 渚歩 合 二就 テ見 レバ、古丹岸 デハ41:59ト ナ リ、他
二比 ス レバ とどまつ ガ最 モ少 ク、亜屯 團地 ニ アツテハ53:47ノ 比 ヲ示 シテ、却 ツテと どまつ ヨリ
モえぞ まつ 多 ク、且 ツ、 えぞ まつ 、と どまつ、や ちぽ うす群叢 ヨリモえぞ まつ ハ多キ結果 トナツテ
居 ル。更 二径級別 二就 テ・・古丹岸 ノ副木 、小径木 ・・35:65及29:71ノ 比 トナツテえぞまつ ノ混 清
歩合極 メテ少 ク叉 中径木 二就 テモ49:51ノ 結果 トナ リ、何 レモ 比較 的 多敷 ヲ示 シテ居 ル。然 ル ニ
覗屯團地 ノ本群叢 二1ス ルモ ノハ、副木 二於 テハ30:70ヲ 示 シ、と どまつ 多 ク出現 スルモ、小径木
72:28中 径木:89:11大 径木100:0r云 フ結果 トナ リ何 レモえぞまつ ノ混清歩合 二著 シク大 ナル モ
ノガアル。 次 イデえぞまつ、 と どまつ、 さうしかんば群叢 ハ山岳地帯 二見 ラレ、 さ うしかんば ヲ混
渚 セル特種林相 デ、 えぞまつ 、 と どまつ ノ混清歩合 ニハ甚 シキ愛化 ガ認 メ ラ レナイQ師 チー般 ノ如
ク副木 二於 テハ、28:72ト ナ ツテと どまつ多 久 小径木、 中径木 ハ51:49;52:48ト ナ リ、えぞ ま
つ幾分 多 キ結果 トナル。 え ぞまつ、 と どまつ、や ちぽ うす群叢 モ亦特種 ノモ ノニ嵩 シ、 多 ク低漁地
域 二生育 スル モノデ副木48:52.小 径木45;55ト ナ リ何 レモ僅 カニと どまつ 多 ク、 中径木、 大種木
・・急激 二え ぞまつ ヲ増 加 シテ夫 々88:12;100:0ナ ル比牽 ヲ示 シテ居 ル。
 叙 上 ノ如 ク群叢別 二見 ル ナ ラバ古丹岸 二於 テハえ ぞまつ、 とどまつ、え ぞ くろ うす ご群叢及 ピえ
ぞまつ、 とどまつ、蘇類群叢 ハ副木及 小径 木ニテ僅 カニ とどまつ ガ優 リ、中径 木、大裡木 二於 テハ
え ぞまつ著 シク聡大 シテ居 ル。 此 等 二比 シテえぞ まつ、 とどまつ、 お くや ま しだ群 叢 ハ副木.小
穫木 、中径 木 トモえぞまつ ノ混渚歩合 少 久 全般 的 二見 レバ幾分 とどまつ ノ混 清歩合 ヲ増 加 セシム
ル役 ヲ努 メ、 えぞまつ、 と どまつ.や ま どりぜん まい群叢 ハ各径級共 二えぞまつ ノ混 清歩合大 トナ
ツテ、上述 ノ結果 二え ぞまつ ヲ壌大 セ シムル如 キ原因 ヲ與 ヘルモ ノデアラウ。次 イデ亜屯 團地 デハ
ー般 二著 シクえぞ まつ ノ混 清歩 合 ヲ増 加 シ、え ぞ くろ うす ご群 叢 ハ各径級 共え ぞまつ 多 ク、えぞ ま
つ 、と どまつ鮮類群叢 及お くや ま しだ群叢 ハ何 レモ副木 二於 テハと どまつ優 リ其 ノ他径級 ハ監 クえ
ぞまつ ガ優 レテ居 ル。僅 カニえぞまつ、 と どまつ、や ちぽ うす群叢 ハ古丹岸團地 ノ例二見 ル如 ク、
副木、小 径木 、何vモ え ぞまつ ノ混 溝歩合少 ク、中径木 、大径木 二至 ツテ、始 メ テえぞまつ優勢 ナ
ル結果 トナル。
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 次 イデ海 抜高 ニ ヨル雨樹種混 清歩合 ノ愛化 二就 テハ當演習林 ガ高 山 二恵 マ レザル タメ材料 ノ乏 シ
キヲ 遺憾 トスル モ僅 カニ第3表 二就 テ別 小走山(海 抜約700m)ノ 頂上近 ク(調 査 匠別 小走 第3號
地)卜 山腹(別 小走第1號 地)二 選 ンダ調査地 、更 二孕坦林 トシテ選 バ レタル、下楠 第1號 地 ニ ヨツ
テ比較 シ得 ルニ過 ギナ イ。 中腹 林 トシテ選 バ レタル、別小走第1號 地 ハ李坦 林 ノ下楠第1號 地 二於
ケルh略 同様 ナル雨樹 種混 清歩合 ヲ示 シ、師 チ夫 々副木 及小径木 ハとどまつ ノ混 渚歩合 大 デ、中径
木及大径木 二於 テえ ぞまつ著 シ ク優勢 トナル。山頂近 クニ存 スル別小走第2及 第3號 地 ハ総 李均値
二見ル如 キー般例 ヲ示 シ、高 サニ ヨル慶 化 ハ認 メ ラレナイ。
 邦領樺太北部 ノ幌登 山 二就 テ田中砧一氏(くり)ノ調査結果 ガ畢 ラレテ居 ル。 同氏 ノ山麓(海 抜200～350
m)∵ 中腹(350～450m)、 ヒ部(450～650m)ノ 調査地 二就 テ見 ルニ、雨樹種 ノ混清歩合 二關 シテハ
高度 ニ ヨル顯 著 ナル攣化 ハ認 メ ラレナ イガ.海 抜高 ガ同 ジデモ、方位 ニ ヨツテハ相當異 ル結 果 ガ認
メラ レテ居 ル。
 要 スル ニ600～700m程 度以下 ノ山地 二於 テ・・.え ぞ まっ 。と どまつ ノ混清歩 合・・海抜高 ノ差 ニ
ヨッテ、師 チ山麓 ト上部 二於 テハ大 ナル差 建 ガ認 メラレザルガ如 クデ アル。然 ルニ本地 域 ハ300～
400m以 上 トナ レバ瀾葉樹(さ うしかんば、をが らば な等)ヲ 混 渚 シ800 m附 近 マテ高 度 ガ堆 ス ト
共 二澗葉樹 ノ混清 歩合 ヲ噌 加 スル傾 向 ガ認 メ ラレル。即 チえ ぞまつ 、 とどまつ ハ北部系森 林通有 ノ
混 渚歌態 ヲ保 チ、高 サ ノ堆加h共 二さ うしかんば等 ノ澗 葉樹 ヲ堆 加 スルニ過 ギナ1モ ノデアル.更
二800m附 近 ヨリ上 レバ、は ひ まつ出現 シテ.全 面 はひ まつ hナ ル ガ通例 ナルモ.斯 ノ如 キは ひ
まつ帯 ノ境 界 モ 南面傾斜 二於 テ・・100～150mヲ 上 リ、900～950 m附 近 マデ さうしかんば、或 ハ
みや まはんの き等 ノ澗葉樹林 ガ成立 シテ居 ル。
 1) 田中祐 一:九州帝國大學演習林報R 第 號、1935  頁o
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第9表       えぞまつ、とどまつ生立木本'{昆 渚奉
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  第10表      えぞまつ 、 とどまつ生 立木 本藪混 渚率(%)
  IV.枯 立木 二於 ケル樹種混渚歌態
 えぞまつ 、 とどまつ原生 林 ノ樹種混 清歌態 ヲ鮮 明 ニスルニハ、現 二森 林構成 二與 リヅツアル、生
立木並 二稚樹 ノ外、各生立木間 二介在 散 nル 枯立木及 ビ林下 二横 ル倒木 ヲ加算考察 シナ ケ レバ ナ
ラナイ。倒木 ハ過 去 ノえ ぞまつ、 と どまつ混清歌態 ヲ知 ル資料 トナ リ得 ルガ、長年 月 ノ間徐 々二蓄
積 セルモ ノデ、腐朽 ノ程度 一定 セズ銑 二外形 ヲ止 メザルモ ノ、叉樹種 ノ刹別 二頗 ル困難 ナルモ ノ等
ア リ.正 確 ヲ保 シ難 キ場 合 ガ少 クナ ィ。 但 シ本地方 二於 テ局部的 二見 ラ レルー齊肚齢林下 ノ如 キ過
去 ノ森林 ガ何等 力激甚 ナル、 自然的破壌作用 ヲ蒙 ツテ生 ジタル倒木 ノ如 キハ例外 二属 スルモノデ ア
ル。前項 二述 ベタル如 ク、生立木 中 二含 マ レタル腐朽木ハ、何 レハ枯立木 ノ蓮命 トナルベ キモ ノデ
アルガ、枯 立木 モ遽 ニハ倒木 トナ リ、林 下 二横 ツテ其 ノ上 二稚樹 ヲ生 ジ、長 年月 ノ後 ニハ樹 幹 ノ外
形 ヲ失 フニ至 ルモ ノデアル、現 二枯立木 ハ生立木 ノ間 ニアツ六 禽一定 ノ室間 ヲ占領 シ、其 ノ存立
期間 ハ比 較的短 キモ ノノ如 ク、吉(ロラ)田氏 ハ大約20年 卜推定 シテ居 ル。
  正) 吉田義季:林 學會雑誌、第7號 、Ig21.
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第11表 及第 】2表ハ各調査地 二就 テ.枯 立木 ノ生立木二封 スル割合 ヲ夫々径級別二取 リ纒メタル
モノデ絡計二於 テハ古丹岸團地えぞまつ10%と どまつ19%.亜 屯團地 デハえぞまつ15%と どま
つ19%二 當ツテ略爾者近似 ノ結果 トナツテ居ル。各径級別二就 テハ古丹岸 デハ、副木ニテえぞま
つ6%と どまつ4%ト ナリ、が径木階ニテえぞまつ15%と どまつ27%中 径木 二於テハ、えぞまつ
15%と どまつ44%.大 径木 ニテえぞまつ11%と どまつ35%ト ナリ、特二とどまつ枯立木 ノ割合ガ
 第11表        枯立木 ノ生立木二封 スル割合
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  第12表 .      枯立木 ノ生立木二封 スル割合
   
   
   
   
   
   
大 トナル。帥 チとどまつ ハ径級 ノ堆 大 卜共 二枯立木 ノ割合 ヲ増 スモ、え ぞまつ ハ小径木 中径木 二於
テ比較的多 キ程度 トナツテ居 ル。亜屯團地 ノと どまつ ハ径級 ノ増 大 卜共 二、古丹岸 ノ例 ヨリモ急激
ナル堆加 ヲナ シ、 えぞまつ ハ径級 ノ小 ナルモ ノホ ド割合大 ナル コ トガ示 サ レテ居 ルQ
 次 イデ爾樹 種 ヲ匿別 セザル場合生立木 二封 スル比 ・・次表 ノ示 ス如 久 古丹岸團地 デハ総計 二於 テ
15%、 亜屯 團地 ニテ・・160ト ナ リ、略同 ジ程度 ノ割 合 トナル。径級 別 二就 テ・・古 丹岸 團地 ノ副木
             枯立木 ノ生立木 二封 スル割合
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  第14表        腐朽 木 ノ健全木 二封 スル割合
示 セル モ ノデ アル。古丹岸 團地 デハ絡 李均 二於 テ腐朽木 ハえ ぞまつ27%、 とどまつ37%二 達 シ、
亜屯 團地 ニテノ・えぞ まつ20%、 と どまつ190、rナ ル、 えぞまつ ノ・小径木 ニ テ2201ナ リ最 モ少
ク、副木 、中径木 、大径木 ノ順 二其 ノ割合 ヲ壌 シ、 とどまつ ハ副木 二於 テ最 モ少 ク、径級 ノ堆大 ト
共 二急激 二堆 加 シテ、大径級 ニテ81%二 達 ス、叉亜屯 團地 ノえぞ まつ 、と どまつ 何 レモ径級 ノ堆大
ト共 二腐朽木 ノ割合 ヲ堆 シ、古丹岸 二比 シテ塘 加率僅 カニ小 ナル程度 デアル。
 更 二第15表 及第16表 ハ枯立木 ノ健全木 二封 スル割合 ヲ表示 セル モ ノデ、古丹岸 團地 ノ総李均 ハ
えぞまつ140,と どまつ27%hナ リ、亜屯 團地 ハえ ぞまつ18%、 と どまつ22%ヲ 示 シ、何 レモ略
近似 ノ割合 ヲ保 ツテ居 ル。径級 別 二就 テモと どまつ ハ腐朽木 ノ場合 卜同様 二径級 ノ壌大 卜共 二枯立
木 ノ割合 ヲ急}曾 スルモ、亜屯 えぞまつ ハ径級 ヲ堆 ス ト共 二割合 ヲ減 少 シ、古丹岸 えぞまつ中径米 ニ
テ最 モ大 キ ク小径木最小 トナ リ、一定傾 向 ガ認 メ ラレナィ。
 爾樹種 ヲPq別 セザル場合 二於 テ、健全木 二封 スル腐朽木 及枯立 木 ノ比 ハ次 表 ノ示 ズ如 ク、古丹岸
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第16表        枯立木 ノ健全木 二封 スル割合
第17表         腐朽木 ノ健全木 二封 スル割合
  
第is表       枯立木 ノ健全木二封 スル割合
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團地 デハ総計腐朽木33%、 枯立木210ト ナ リ、腐朽木 稽多 キコhヲ 示 スモ、亜屯團地 二於 テハ、腐
朽木20°0,枯 立木19%ト ナツテ略近似 ノ結果 トナル。 爾團地共 二副木 ヨ リ、小径 、中径 木 卜径 級
ノ堆大 二從 ヒ漸衣腐朽及枯立木 ノ割合 ヲ塘加 シテ、中径 木 ニテ最大 トナ リ、大径木 二於 テハ、再 ビ
減 少 スル ノガ見 ラ レル。僅 カニ亜屯團地 ノ腐朽木 ノ大径 木階 ガ39%ト ナツテ、最 大 ヲ 占 ムノけ ・此
ノ地域 ノえぞまつ ガ優勢 ナルニ起因 スルモ ノデァ ラウ。
 次 イデ枯立木 ノ ミニ就 テ爾樹種 ノ径級 別本c配 分 ノ献態 ヲ見 ル ニ第19表 及第20表 ノ如 ク古丹岸
デハ小径木 、及 中径木 二屡 スル モノ最 モ多 ク、殊 二 とどまつ 二於 テ顯著 デアル。然 ルニ亜屯 團地 デ
ハ えぞまっ ハ副木 二屑 スルモノ最 モ多 久 径級 ノ増大 ト共 二漸減 シ、 と どまつ ハ小径木最 多 ヲ占 メ
次 イデ副木 多 ク、 中径木及 大径木 ハ急 二減 少 シテ居 ル。
 更 二径級別 二就 テ枯立木 ノ爾樹種混 清歩合 ヲ見 レバ第2工 表及第22表 ノ示 ス如 ク、胸 高直径3cm
以 上 ノ全本数 二於 テハ、古丹岸 ニ テえぞまつ29°0,と どまつ71%、 亜屯 ニテえ ぞまつ510,と ど
まつ450ヲ 占 メテ居 ル。帥 チ古丹岸 附近 デハ枯立木 ニハ とどまつ 多 キモ、亜屯 二 於 テハ却 ツテえ
ぞまつ ノ割 合 ガ大 トナル。副木 二於 テハ52:48,小 径木 ・・21:79.中 径木 ハ25:75.大 径木 ハ74:26
ノ割合 ヲ示 シ副木 、大径 木 二於 テえぞまつ 比較 的多 ク、小径木,中 径 木、・・とどまつ多 キヲ示 シ、
亜屯團地 モ亦同様 ノ結果 トナル。(第8圖 及第9圖)
 叙 上 ノ如 クとどまつ ノ枯立木 ハえぞ まつ 二比較 シ、小径木、 中径木 ニテe極 メテ多歎 ヲ占 ムル現
象 ハ特 二注 意 ヲ要 スル鮎 デアル。 とどまつ ノ壽 命 ガえぞまつ ヨ リ低 キ コ トハ、一般 ノ定読 デ、本 多
博 士(くめ)ニヨ レバ北海道 零然 林二就 テえぞまつ ・・300年 以上,と どまつ ハ150年 ヲ以 テ壽 命 トシ.佐 藤
博士(の)ニヨ レバえぞまつ ・・200年 乃至250年 、時 二300年 二及 ブモ、 と どまつ ・・100年 乃至150年 ヲ
以 テ天壽 トナスガ如 ク、中村博士(くの)ハ樺太南部 ノ天然 林 デとどまつノ・200年 乃至250年(稀 二300
年前後)二 達 スルモ ノァ リト云 フ。 上田助教授(くの)ノ調査 ニ ヨ レバ古丹岸 團地 二於 テえ ぞまつ325--414
年、 とどまつ221-310年 ノ如 キ最高樹齢 ガ示 サ レテ居 ル。爾 同氏 ハ径級 別 ノ最高樹 齢 ヲ掲載 セル
ガえぞまつ 、 とどまつ ノ分類 ナキヲ遺憾 トスル モ同著84頁 第38表 ニ ヨレバ、胸 高直径10-20cm
階 ニテ288年 、20--30cm階 ニテ292年 、30-40 cm階 ニテ311年 、4D-50 cm階 ニテ325年 二達
スル モノガ アル。斯 ル結果 卜上記最高樹 齢 ヨ リ考察 ス レバ、 とどまつ ハ殆 ン ド40cm以 下 二罵 スル
  1) 本多静六:林 學會雑誌、第33號 、Ig26、 頁z5.
  2) 佐藤義夫:北 海遣帝國大學演脅林報告、第6春 、1929.頁289.
  3) 中村賢太郎:東 京帝國大學演習林報告、第12號 ・1930・ 頁98.
  4) 上田弘一郎:京 都帝國大學演脅林報告、第6號 、1933.頁83.
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モノ多 ク、帥 チと どまつ ハ小径木 、中径木階 轟於 テ既 二壽命 二達 シ、腐朽枯死 二至 ルモ ノ多 キガ、
えぞ まつ ハ更 二大径木 二至 ル マデ壽 命 ヲ保 ツコ トガ知 ラレル。
 爾本調査地 内二於 テ・・と どまつ 二40cm以 上 ノ大径木 少婁嬢 見 サ レルモ、何 レモ第15,'16,17,
18,19,20表 ノ示 ス如 ク、腐朽及枯立木 ノ健全木 二封 スル割合 ハえぞまつ 二比 シテ、極 メ テ大 ナル
結果 トナツテ居 ル。
48
  第20表      えぞまつ、とどまつ枯立木本歎混渚率(%)
   
      
   
   
   
   
   
                 (1)      (2)
 南部森林 二於 ケル枯立木 ノ状 態ハ吉 田氏及 中村博士 ノ調査 ニ ヨ レバ生立木 二封 シテ、約17-18%
二達 シ.最 多本撒 ヲ占 ムル径 級 ハ30‐40cmナ リト云 ・・レテ居 ルQ斯 ル現 象ハ叙 上 ノ北部森 林 二於
                   く3)
テモ類似 ノ傾 向ガ認 メラ レル虎 デ、吉川宥恭氏 ノ保呂試験 林 ノ調査 二基 ケバ樹 高2.5cm以 上 ノ全
本敷 二就 テハ14.8%ヲ 占 メ、胸高直径10cm以 上 ノ主木 ハ7.2%ト ナ リ、副木 二馬 スルモ ノ最 モ多
ク北部 ノ例hハ 相異 ル現象 ヲ示 シテ居ル。
 斯 ル枯立木 ノ献態 ヲ各 植生型 二從 ツテ考察 スルニ古丹岸 ノえぞまっ 、と どまつ、 えぞ くろ うす ご
群 叢ハ総本歎 ニテえぞ まつ28%と どまつ72%hナ リ、副木、大径木 ハえぞまつ ノ枯立木多 久 小
径 木.中 径木 ハと どまつ ガ多 キ結果 トナル。其 ノ他 えぞまつ、 と どまつ.や ま どりぜ ん まい群 叢・え
ぞまつ、 とどまつ、蘇類群叢 。お くや ま しだ群叢 ハ何 レモ上例 ト同様 ナル傾 向ヲ有 スルモ ノデアル。
  1) 吉田義季;林 學會雑誌、第7號 、Ig21.
  2)中 村賢太郎:東 京帝國大學演習林報告、第12號 、Ig30、71頁 。
  3) 吉川宥恭:樺 太臆中央試験所報告、第2類 、第2號 、1932.頁33。
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  第22表      えぞまつ、とどまつ枯立木本歎混渚率(%)
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
僅 カニえぞ まつ、と どまつ、 さ うしかんば群叢 ハ異例 二島 シ、副木及 中径米 ニテハ、と どまつ ノ枯
立 木多 ク、 小径木、大径 木 ニテハ、え ぞまつ ノ多 キ結果 トナル。亜屯 團地 ハ総 李均 二於 テ古 丹岸 ノ
例 ト同ジク、副木及 大径 木 ニハ、 えぞまつ ノ枯 立木 多 ク、小径木 、中径 木 ニハ とどまつ 多tノ 結果
トナルモ、各群叢別 二見 レバ古丹岸 ノ例 二於 ケル如 キー定傾 向ハ認 メ ラ レナイ。
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             4.稚 樹 二 關 ス ノレ 調 査
  i. 樹高階s}肛」本婁交酉己分ノ封犬態
 天然林内二於 ケル前生樹 ガ上方疎開ニヨツテ、俄 カニ生長ヲ開始 シ後穫樹 トシテ極 メテ重要ナル
役割 ヲ有 スル コトハ明白ナル事實デアル。殊 二原生林下二於テ永年被歴二苦メラレタルモノト難 モ
疎開後 ノ生長献態 ニハ肚餅樹 二比 スルモ殆 ン,ド遜色ナキ場合紗カラザルコトハ、既二中村博士(くり)ニヨ
ツテ述べ ラレテ居ル。前項 二掲グタル如 ク原生林二於テハ年k多 クノ腐朽木ヲ生 ジ、其 レ等 ノ幾割
カガ枯立木 卜化 シ、途ニハ倒木 トナツテ附近ノ前生樹 ノ生長ヲ促スノガ通例デァル。侃 テ次代昌於
ケル林分 ノ構成 二封 シテハ、現二林下 二霧 シク存立 スル稚樹群 ガ重要 ナル意義 ヲ有 スルコト勿論 デ
ア ルO
 古丹岸 團地及 彊屯 團地 何 レモ 比較的 多数 ノ稚樹 ヲ 有 シ、階 當李均値 二於 テ、古 丹岸 デハ倒木 上
16.340本 、地上22.867本 二達 シ、亜屯 團地 デハ倒木上14.753本 、地上17,421本 ヲ敷 ヘ テ居ル。爾
團地共 常 二地 上 二於 ケル稚樹 ハ倒 木上 ノモ ノヨリモ多 ク、古丹岸倒木上 二於 テハ阻 當 リ、 えぞまつ
11.314本 、 と どまつ5.027本 、地上 ニテハえ ぞまつ6.384本 、 とどまつ16.483本 二上 リ、亜屯團地
ノ倒 木上 ニ テハえぞまつ10.618本 、 と どまつ4.135本 、地 上ニ アツ テハえぞまつ6.182本 、 と どま
つ11.239本 ナル結果hナ ツ テ居 ル。叉此 レ等 ノ稚樹 ・・第23表 、第24表 、第25表 、第26表 二於
テ見 ル如 ク地 上、倒 木何 レモ立 地 ノ如何 ニ ョリ、夫 々異 ルモ ノガ アル。從 ツテ本 表 ニテ250m° ノ
調査面 積 ヨ郊 百當 二換算 セル本嶽結果 ノ如 キ嚴密 二云 ヘバ多少適正 ヲ訣 ク場 合 ガ存 スル モ、前項 二
述 ペ タル如 久 調査 個所 ノ選 定 ハ可成個人的主観 二基 ク誤差 ヲ少 カ ラシムル タメニ、何 レモ幾何學
的 二選 ンダ モノデ斯 ノ如 キ訣鮎 ヲ幾分 除 キ得 タル虎 デァル。
 第23表 二示 ス慮 ハ胸高直径3cm以 下 ノ纏稚樹 二封 シテ各樹高 別 二就 キ割合 ヲ求 メタル モ ノデ、
古丹岸 ノ倒木上 ハ、ZF均 値 二於 テiocm, L',1下ノ小形稚樹 ハえぞまつ全本cノ 約牛 ヲ占 メ、樹高 ノ壕
加 ト共 二本!cヲ 減 ジ、 と どまつ 二於 テモ同 ジク小形稚 樹最 モ多 ク、樹 高 ノ堆 大 二從 ヒ本撒 ヲ減少 シ
テ居 ル。斯 ル樹高 ノ堆大 ニ ヨル本数 減少 ノ割合 ハえ ぞまつ50:26:12:9:3;とどまつ39:35:12:
10:4hナ ツテ幾 分 と どまつ 二於 テ緩 ナル傾 向ガ認 メラ レル。次 イデ地 上 ニハ第24表 ノ如 クえぞ ま
つ・と どまつ何 レモ10cm以 下 ノ小形稚樹比較 的少 久10-25 cm階 ノモノ最 モ多 ク、樹高 ノ糟大}
共 二減少 スル其 ノ割合 ・・え ぞまつ17:32:22:18:11;とどまつ19:36:18:18:9ト ナツテ高 サニ
  1) 中村賢太郎:東 京帝國大學演習林報告、第12號 、1980、 頁278。
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   第23表       樹'高 別 倒 木 上 稚 樹 本 数
                                                                                    53
第24表      樹 高 別 地 上 稚 樹 本 敷
.54
   第25表     樹 高 別 倒 木 上 稚 樹 本 数
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第26表      樹 高 別 地 上 稚 樹 本 歎
56
  第27表     樹 高 別 倒 木 上 稚 樹
ヨル減少ハ えぞまつ 二於 テ幾分緩 ナル傾 向 ガ窺 バ レル。亜屯 團地 ノ倒木上 ニテハ、え ぞまつハ10-
25cmノ 樹高 ヲ有 スル モノ最 モ多 ク45%二 達 シ、10c皿 以下 ノ小形稚樹 ・・33%ト ナ リ、25 cm以
上 ノモ 〃 ・樹高 ノ堆 大 卜共 二本数 ヲ減 少 シテ居ル。 とどまつ モ亦10-25cm階 二於 テ最 モ多 ク、.10.
cm以 下 二罵 スルモ ノガ此 レニ次 ギ25 cm以 上 ニテ、 えぞまつ ト同 ジク高 サヲ暦 スr共 二本敷 ヲ減
少 シテ古 丹岸 ノ結果 ト同 ク減少 ノ割合ノ・と どまつ 二於 テ緩 ナル傾向 ガ存 スル。地 上 二嚢見 サ レル稚
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  第28表      樹 高 別 倒 木 上 稚 樹
     
     
樹 二就 テハえ ぞまつ、と どまつ何 レモ10cm以 下 二屡 スルモ ノ、極 メテ少 クえ ぞまつ7%と どまつ
16%二 過 ギズ10-25cm階 二於 テハえぞまつ33%と どまつ42%ト ナツテ最 多ヲ占メ、更 二樹高
ノ堆 大 ト共 二本歎 ヲ減 少 シテ居 ル。
 叙 上 ノ如 ク古丹岸 ノ結果 ハ倒木 上 二於 テハ10cm以 下 ノ小形稚樹 最 モ多 ク地上 ニハ10-50 cm階
ノモノ最 多 トナ リ、亜屯 團地倒木 ハ10--25cm階 最多 ヲ占 ムル モ、依然10cm以 下 ノ稚樹 モ多数存
58∫
 第29表 ノ1    樹 高 別 倒 木 上 稚 樹
    
    
        
        
        
    
        
        
    
    
    
 第29表 ノ2      樹 高 別 地 上 稚 樹
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シ地 上 ニテノ・10-50cm階 最 モ多 hナ ル。良骸 第27及28表 及第29表 ノ示 ス如 ク倒木 上 ニアツ
テノ・10cm以 下 ノ小形稚樹 二富 ム ニ反 シテ、地 上 ニ テハ小形稚樹 貧弱 ナル結果 トナツテ居 ル。斯 ノ
如 キ・・地 上 二於 クル10cm以 下 ノ小形稚樹 ガ倒木 上 二比 シテ、滑失 ノ割合多 ク、且 ツ極 メテ不安定
ナル コ トヲ物 語 ルモノデア ラウσ」又上述 セル如 ク古丹岸 團地及 亜屯團地 二於 ケル爾者 ノ共通 ノ事 實
トシテ、倒木上 ニテハ樹高 ノ堆大r共 二本Cノ 減 少 スル割合 ハと どまつ ガ幾分緩 デ、地 上 二於 テハ
之出反 シテ、え ぞまつ ガ緩 ナル傾 向 ガ認 メ ラレル モ、一般 二地上、倒木何 レモ樹高 ノ堆大h共 二本
撒ヲ減少 スル歌態 ガ顯著 デアル。
  ll.稚 樹 ノえぞまつ、 と どまつ混 清状態
 現 在 ノ主林木 ガ過 去二稚樹 トシテ、被歴 サ レタル モノ多 キ コ トハ諸學者 ノ研究 ニ ヨツ テモ明 ナル
慮 デ アルガ、今 日存 スル稚樹 ノ幾割 カガ主林木 トナル時 代 ニハ.又 其 レニ代 ル後櫃樹 ガ稚樹 トシテ
新 シキ地歩 ヲ占 ムル コ ト勿論 デアル。此 レ等 ノ稚樹 ハ何 レモ上木 ノ結 實下種 二基 イテ、嚢芽生育 セ
ル モ ノデア リ、現 在 ノ主林木rハ 深 イ關係 ヲ有 スルモ ノデ、稚樹 二於 クル、え ぞまつ、 と どまつ ノ
混渚:歩合 モ主林木 二於 ケル南樹 種 ノ混渚状態 ト密接 ナル關 係 ガ存 シナケ レバ ナ ラナ ィ。然 ル ニ爾樹
種 ニハ分類 學上 ノ系統 、造林學上 ノ性質 二於 テモ異 ル モ ノガァ リ、且 ツ落 下 セ シ種 子 ノ登芽床 モ種
々 ノ條 件 二遭遇 シ周園 ノ環 暁 二適慮 シテ、主林木 ノ爾樹種混 渚歩合hハ 自 ラ異 ル結果 ヲ生 ズル コ ト
モ ア ルO
 本地域 ノ原生 林間 二於 ケル、稚樹 ノ問題 ヲ論 ズルニハ、常 二林 下 二男多シク横 ル倒米h、 地上 ノ爾
者 二qg別 スル必要 ガ アツテ、古丹岸團地 二於 テノ・、第30表 及第31表 二見 ル如 ク、倒木 上 ニテ総李
均 えぞ まっ69%と どまつ31%地 上二於 テノ・、 えぞまつ28%、 と どまつ72%ト ナ リ、爾樹種 ノ位
置・・顛倒 シテ居 ル。!;t屯 團地 二於 テ・・第32表 及第33表 ノ如 ク倒 木上えぞ まつ72%と どまつ28%
叉地 上 二於 テ・・え ぞまつ35%;と どまつ65%hナ ツテ、古 丹岸 ノ結果 卜同様 ナル モ、僅 二倒木 、
地上何 レモ拒屯 團地 ニテハ古丹岸團地 ヨリモえ ぞまつ ノ混 清歩 合ガ大 デ、主林木 二於 ケル、 爾樹種
ノ關 係 トヨクー致 シ、殊 二倒木 上稚 樹 ノ爾樹 種混清歩合ハ主林木 ノ混濡歩合 ト密接 ナル關係 ヲ有 ス1
ルモ ノノ如 クデ アル。然 ルニ地 上 ニテハ之 ト反封 二え ぞまつ ヨリと どまつ ガ大rナ リ、郎 チ地上 二
於 テハ とどまつ ノ稚樹 ハえぞ まつ ヨリモ登芽生 育 二有 利 ナル條件 ヲ有 スルモ ノ ト解 セラル。叉琳
上 二於 テノ・地 上 ノ如 キ極端 ナル差 ハ生 ジナ イbシ テモ、 と どまつ ヨ リえぞまつ稚樹 ノ登芽生長 二有
利 ナル條 件 ガ與 ヘ ラ レテ居 ル コ トハ上記混溝比 ニ ヨツテモ伺 フコ トガ出來 ル塵 デアル。
 斯 ノ如 キ現象 ハ樺太南部森林 二就 テモ見 ラレル庭 デ、 中村博士(くわ)ノ東大樺太演 習林間倒木上 ノ稚樹
 1) 中村賢太郎3東 京帝國大學演習林報告、第12號 、Ig30、 頁48
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 第30表    樹高別倒木上稚樹えぞまつ、 とどまつ混清歩合(%)
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第31表    樹高別地上稚樹えぞまつ、とどまつ本歎混渚率(%)
62L









調 査 ニ ヨvバ 、 と どまつ67%え ぞまつ33%ト ナ ツテ、其ソ地方 二於 クル韮林米 ノ混溝歩合 ヲ反 映
セル結果 ガ見 ラVル 。
 各樹高別 二就 テ見 レバ古丹岸團地 ノ倒木上 ・・樹高5cm以 下ハえ ぞまつ76%、5-10 cm階70°0.
10-25cm階63%、25-50 cm階69%、50-100 cm階68%ヲ 占 メ、1m以 上 ノモ ノ63%ト ナツ
テ、 樹高 ノ増'大 卜共 二えぞまつ混濡歩合 ヲ 僅 カニ減少 シ、 と どまつ 二就 テハ樹高 ノ増 大 二從 ヒ混
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  第33表    樹高別地上稚樹えぞまつ、とどまつ混渚牽(%)
 
滑歩合ヲ堆ス傾向ガ認メラレル。亜屯團地 」於 デモえぞまつ・・5cm以 下ニテ87%ヲ 占メ、1m以 上
ノモノニシテ56%ト ナリ、古丹岸 ト同襟樹高 ノ培大 ト共 二混渚歩合ヲ減少 シテ、とどまつハ樹高
二從 ヒ割合ヲ増加スル歌態ガ顯著 二認 メラレル。地上二於 ケル稚樹 二就 テハ古丹岸 ノえぞまつハ樹
高5㎝ 以下 ヨリ、31%、23%、33%、27°0.1m以 上 ノ大形稚樹ハ330hナ ツテ、樹高 ノ塘大ニ
ヨツテ混 清歩合ニハ大ナル慶化ガ認メラレナィ。亜屯團地二就テハ、えぞまつハ5cm以 下 ノ13%
∵64
二始 ・テ21°o,3°%・49%390,1.m LEI上 林 形稚樹 ハ44°0ヲ 占 メ・樹高 囎 却 辛 二混 清
歩合 ヲ壌 加 シ、 と どまつ ハ5cm以 下 ニ テ87%、1m以 上 ニテ56%ト ナ リ、樹高 ヲ堆 スニ從 ヅテ減
少 シテ居 ル。
 斯 を総合結果 ヲ齎 ラシタル、各調査地 ヲ別 個 二観察 ス レバ古丹岸 團地 ノえぞ まつ、.とどまつ 、え
ぞ くろ 珍 ご醸 ・倒杜 二於 テ・・5・m以 下 ・え ぞまつ・・84%ヲ 占 ・・次 イ・デ69°o,67%＼72
%、62%、33%ノ 順 トナツテ、高 サノ堆 大h共 二えぞまつ ノ混濡歩合 ヲ減 少 シ、と どまつ ノ・塑 ツテ
堆 加 シテ居 ル。地上 二於 テノ・5cm以 下 ノえ ぞまつ・・13%ヲ 占 メ次 イデ20%、23%、29%、15°0.
'230ト ナツテー定 ノ傾向 ガ認 メ ラレナィ。 えぞまつ、 と どまつ、 や まどりぜ ん まい群叢 ニ アヅテ
.倒木 上 ノえぞまつ ・・5cm以 下 二於 テ75%ヲ 占 メ、次 イデ79%、87%、100%、100%、94%トナ
リ、殊 二大形稚樹 ハ殆 ドえぞ まつ ニ ヨツテ占 メ ラレ.と どまつ ハ極 メテ貧弱 デアル。地一ヒニ於 テ・・
5cm以 下 ノえぞまつ ノ・28%ヲ 占 メ、次 イデ50%、60%、79%、80%、74%FナツT,樹 高 イ.贋大
 卜共二著 シク混 清歩合 ヲ檜 加 シ、中形及 大形稚樹 ノえ ぞまつハ却 ヅテと どまつ ヨリラ多 キ結果 トナ
ツ テ居 ル。斯 ル現象 ハ他 ノ調査 地 二於 ケル地上 ノ稚樹 ニハ例 ヲ認 メザ ル慮 デ、本群叢特有 ナル結果
 h見 ルベ キモ ノデアル。 帥 チ本地 域ハえ ぞまつ林 ノ生 立 スル如 キ滋 潤 ナル土地 ニ シテ、土壌 二封 シ
要求度 ノ比較的大 ナルと どまつ ハ不利 ナル條 件 二置 カ レ、水漁 二適磨 性 ヲ有 ス・ルえ ぞまつ ガ優勢 ト
ナ レルモ ノデアラウ。 えぞまつ 、 とどまつ 、鮮類群叢 ハ5cm以 下 二於 テ、えぞまっ62%ヲ 占 メ1、
次 イデ540,48%、55%,75°0,71%トナ リ、樹高 ノ増 大 ト共 二混 清歩合 ヲ塘 シ、 と どまつ ノ・却
ツテ減 少 シテ居 ル。m上 ノ稚樹 二就 テハ、5cm以 下 ニテえぞまつ34%二 達 シ、次 イデ22%、26
°o.26a,350,42%トナ リ、樹 高 ノ堆 大 ト共 二混渚歩 合 ヲ幾分増 加 スル傾向 ガ認 メラ レ、 と どま
.つハ此 レト反tノ 結果 トナツ テ居 ル。 えぞまつ ・と どまつ・お くや ま しだ群叢 ハ5cm以 下 二於 テ
え ぞまつ800,次 イデ78%.52%、620,590,62%、トナツテ、前群叢 ト同 ジク樹高 ト共 二減
少 シ、 と どまつ ハ樹高 ヲ磨 スニ從 ツテ、混 濡歩合 ヲ聡 加 スル傾向 ガ認 メ ラレ、地 上 手就 テ・・5cm以
下 二於 テ、 えぞまつ4D%ト ナ リ、次 イデ23%.15%,150,23%、26%トナツテ略一様 ノ割合 ヲ
示 シテ居 ル。 街え ぞまつ.と どまつ.さ うしかんば群 叢 ハ倒木 一.ヒニ於 テ5cm以 下 ノえ ぞまつ ハ61
%次4デ100%,860,87%、80%ト ナ リ、殊 二1m以 上 ノ稚 樹 ハえぞまつ 、と どまつ何 レモ護見
シ得 ズ、 一一定 ノ傾 向 ガ認 メラ レナ㌔ 地 上 二於 テモ5cm嶽 下 ノ稚樹 ・・、えぞ まつ 皆無 デ樹高 二從
 ヒ50%、7°0.,160.21%,8%ノ順rナ ツテ居 ル。.
 盤屯團 地 二就7群 叢別 二見 ル結果 ハ次 ノ如 クデアル。 えぞ まつ、 と どまつ、や ちぽ うす群叢 イ倒
、本上テ於 クル5c恥 以 下 ノ稚 樹 ハど どまつ皆無 トナ・り、5〒10 cm階=Tえ ぞまつ33°0 ノ他樹 高
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ノ壌大 ト共 二え ぞまつ ノ混 清歩合 ヲ減 少 シテ居 ル。地 上 ノ稚樹 ハ5cm以 下 ニ テ、えぞ まつ皆無 ト
ナルモ、5--10cm階 二於 テハ11%ヲ 占 メ樹高 卜共 二混 清歩合 ヲ暦加 スル傾向 ガアル。 えぞまつ、
と どまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 ハ地 上、倒木何 レモ古丹岸 團地 ノえぞまつ、 と どまつ、や まどりぜ
ん まい群叢 二於 ケル結果 ト同檬 ナル傾 向 ガ認 メラ レル。之巳ロチ本群叢 ノ占ムル地域 ガ李坦地 デ著 シ
ク、低 漁 ナル個 所 ノタメニ.倒 木 上 ハ勿論、地 上 ニ アツテモ、中形稚樹 及大形稚樹何 レモ、えぞ ま
つ ノ混 清歩合大 ナル所以 デ アラウ。 えぞまつ、 と どまつ群類 群叢 及お くや ま しだ群叢ハ倒木 二於 テ
ハ、総 李均 ノ如 ク、樹高 ノ増 大 卜共 二えぞまつ ノ混 濡歩合 ヲ減少 シ、 とどまつ ハ此 レニ反 シテ増 加
シテ居 ル。地 上 二就 テハ5cm以 下 ノ稚樹 ハえ ぞまつ皆無 トナル モ、其 ノ他 ・・樹 高 ノ場 大 二從 ツテ
えぞまつ ノ割合 ヲ壌 ス傾 向 ガ認 メ ラレル。
 要 スルニ各群 叢別反調査地 別 二見 ルモ、倒木 上 ニテ・・各樹 高階共え ぞまつ ノ混 溝歩合著 シク大 デ
と どまつ ガ少 ク、地 上 ノ稚樹 ハ各径級 トモえぞ まつ ノ混渚歩合 ガ少 久 とどまつ 甚 シク多kヲ 占 メ
テ居 ル。僅 カニ古丹岸 團地 二於 ケル、え ぞまつ 、 とどまつ 、や ま どりぜ ん まい群叢及亜屯 團地 ノえ
ぞまつ、 と どまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 ノ如 ク、低漏 ナル地域 ヲ占 ムル場合 ニハ、倒木 上・・上'1Lノ
如 キー般例 二準 ズル モ、地上 二於 テハ小形稚樹 二属 スル モノニ、 えぞまっ少 クと どまつ大 牛 ヲ占 メ
中径及大径殖樹 二至 ツテ、え ぞまつ ノ混渚歩合多 ク調査 地下楠第2號 地 ノ如 キハ地上縛歎 二於 テモ、
え ぞまつ66%ヲ 占 メテ、他 ノ立地 二於 クル倒木 上 ノ例 ト酷似 セル現象 ヲ 呈 シテ居 ル。樹高 別二就
テ.古 丹岸及亜屯 ヲ見 レバ倒木上 デハ、 えぞまつ ハ樹 高 ノ増大 卜共 二混清歩合 ヲ減 少 シ、と どまつ
ノ・樹高 ノ増 スニ從 ツテ、割合 ヲ糟加 スルガ如 クデァル。地上 二就 テハ古丹岸團地 ノ結果 バー定 ノ傾
向 ヲ認 メ難 キモ、亜屯 團地 ニテハ.え ぞまつ ・・樹 高 ノ檜 大 ト共 二混 清歩合 ヲ増 シ、 と どまつ ハ減少
スル如 キ傾 ガ認 メ ラレルo
 叙 上 ノ如 ク倒木及地 上 ノ爾者 二分類 シテ考察 スル ナ ラバ、倒 木上 二於 テハえ ぞまつ ノ稚樹 多ク、
地 上 ニハ と どまつ ノ稚樹 多数 ヲ占 メテ居ル。 然 ルニ此 等倒木、 地上 ノ稚樹 ハ、 何 レモ更 新上重要
ナル役 割 ヲ演 ズルモ ノデ、爾者相錯綜 シテ、將來 ノ主林木 ヲ形成 スルモ ノ ト解 スベ キデ アラゥ。第
34表 及 第35表 ・、各樹 高階別 二地上及倒木上 ノ稚樹 ノ割合 ヲ算出 セルモノデ アル。之 ニ ヨ レバ各調
査地 別 二多少異 ル 結果 ガ見 ラレ、古丹岸 二於 ケル えぞ まつ 、 とどまつ、 えぞ くろ うす ご 群叢 デ ハ
55:45ト ナ リ.3Cえ ぞまつ.と どまつ、や まどりぜ ん まい群叢 ぞ、56:44ト ナ リ、何 レモ地 上 ノ稚
樹 多 ク、 えぞまつ 、 とどまつ、蘇類群叢 ハ74:26ト ナツ テ特 二地 上 ノモ ノ多 ク、 えぞまつ、と どま
つ 、お くや ま しだ群叢 ハ41:59ヲ 示 シ、却 ツテ 倒木 上 二多 キ結 果 トナル。更 二亜屯 團地 二就 テハ
えぞ まつ、 とどまつ、や ちぽ うす群叢 ・・88;12,え ぞまつ、とどまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 ノ・68:32
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  第34表        地上及倒木上二於ケル稚樹 ノ割 含
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トナ リ、1地上/稚 樹 多 ラ、え ぞまつ 、 とどまつ 、蘇類群叢 デノ・45:55え ぞまつ 、とどまつ.お く
や ま しだ群叢 ニテ〉・24・76ト ナツテ、倒木上 二多数 ナ・・結 果 ヲ示 シテ居 ル。
 坂 イデ総許 ニヨ レバ古 丹岸 ニテハ、地 上58%倒 木上42%ト ナ リ、 亜屯 團地 ・・54:46ノ 比 トナ ツ
'T、殆 ン¥麺 似 ノ値 ヲT、 僅 カニ地 上 ノ稚樹 ガ倒木 上 ノモノ ヨリモ多数 ヲ占 メテ居ル。樹 高別 二
就yハ10cm以 下 ノ小形稚 樹 ハ地上 ノモ 〉歩 ク」Ocm以 上 ・・樹 高 ノ塘大F共=,漸 次 地上 ノ稚樹
88







ヲ堆加 シテ、1m以 上 ノ大形稚樹 二於 テ最 多 ノ結果 トナ ツテ居 ルQ
 上 二'ILAタ ルハ地 上、倒木 ノ爾者 二分類 シタ結果 デアル ガ、天 然 ノ林下 ノ稚樹 トシテへ 殊 二爾
樹種 ノ混渚歩合 ノ如 キ、倒木、地 上 ヲ合算 セル 縫合結果 二就 テモ、考察 スル必要 ガ アラウo第36
表 ハ各調査 地 ヨリ算 出 セル碩 當 リ樹高 別総本cヲ 取 リ纒 メタル モノデアルQ本 表 二依 テ見 ルニ古丹
岸 團地 ノ総計 二於 テハ、 えぞまつ45%.と どまつ55°oト ナ リテ、 と どまつ ノ混 清歩合 大 ヲ示 シ、
亜屯團地 ニテ・・えぞまつ52%、 と どまつ48%hナ リ.え ぞまつ ガ大 デアル。 前項 二於 テ第9表 及
第10表 ヲ以 テ示 シタル、 副木及 主木 ノ総ZF均 二於 ケル.'古 丹岸 ノ えぞまつ46%と どまつ540.
亜屯團地 ノえぞまつ58%と どまつ42%ト 酷似 セル結果 トナルハ注 目ヲ要 スル鮎 デ アル。
 更 二樹 高別 二就 テ見 ルニ古 丹岸 デノ・5cm以 下 ノ え ぞまつハ64鬼 二蓬 シ、 茨 イデ5-10 cm階
48%、10-25cm階390,25-50 cm階44%、5D-100 cm階38%、1m以 上二於 テ39%ヲ 占 メ、
樹 高 ノ堆 大 卜共 二混 清歩合 ヲ減 少 スル傾 ガアル。又 亜屯 團地5cm以 下 ノえ ぞまつハ68%ヲ 占 メ,
次 イデ52°o,510、56%、46%.46%トナツテ 古丹岸 ヨリモ、各樹 高階共通 二えぞまつ多 ク、樹
高 ノ堆大 二從 ッテ.混 滑歩合 ヲ僅 二減 少 シ、 とどまつ ハ却 ツテ噌 加 スル虎 ガ認 メ ラレル。 前'1Lセ ル
副木及主木 ヲ見 ルニ.古 丹岸 二於 テハえぞまつ ハ副木 二420,小 径木370,中 径 木59°0,大 径木
93%ト ナ リ、亜屯園地 テハ副木49%、 小径木61%、 中径木88%、 大径木99%ト ナツテ居 ル。
 之 ニヨレバ5cm以 下 ノ稚苗 二於 テハ亜屯 、古丹岸雨者共え ぞまっ ノ混渚歩合大 デ、其 レヨ リ樹
高 ノ沿大 卜共 二漸次 え ぞまつ ノ混清歩合 ヲ減 少 シ、樹高1m附 近 ヨリ副木階 二於 テ最小 ノ混 清歩合
ヲ示 シ、更 二径級 ヲ堵 大 スル ト共 二再 ピえぞまつ ヲ壌 ス ノガ通 例 デ アル、とどまつハ5c皿 以 下 ノ稚
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樹 二最モ少ク、樹高1m以 上 ノ大形稚樹及副木階二於 テ最大 トナi) 更二径級 ノ沿大 卜共 二混渚歩
合 ヲ急減 シテ居ル。
  第37表     階當 リえぞまつ、とどまつ ノ全本撒及混渚歩合
    個醐 種ト圃 ・囎 大醐 副木小梱 ・酬 刷 醐
    
    
    
 本表ニヨレバ稚樹、副木、主木 ノ各階級 二於rル 総本歎 ノ爾樹種混渚歩合ハ.古 丹岸 二於 テハ、
えぞまっ45%、 とどまつ55%ト ナヅテ、亜屯團地ニテ・・えぞまつ52%、 とどまつ48%ヲ 示 シ.第
36表 二見 ル如キ稚樹 ノ練本敷 二於 ケル混清歩合 ト同一 ノ結果ヲ示 シテ居ル。即 チ胸高直径3cm以
下ノ稚樹絡歎二於 ケル爾樹種混清歩合ハ.副 木及主木階ノ総本敷 二就 テ混滑歩合 卜一致 シテ居ル。
 此 ヲ各調査地別二見ルニ第38表 及第39表 ノ示 ス如 久 古丹岸及 彊屯團地通ジテ、殆 ンド例外ナク
  第38表    各調査地別全本歎二於 ケル樹種混溝歩合、(古 丹岸)
漢 難鵬 野ll聯ll罫鼎 劇 罫1離
   
  
  





稚樹 ノ雨樹種濡混歩合ハ全本敷ノ混清歩合r合 致 シ、叉稚樹 ト副木及主木 ノ混濡率ハ、幾分相違ハ
アルh モ極 メテ酷似 セル結果hナ ツテ居ル。
 衙斯 ノ如キ現象ハ樺太南部系森林二於 テモ認 メラレル慮 デ、藪 二吉川氏 ノ保呂試験林二於 ケル調
査結果 ヲ引用 スレバ第40表 ノ如クデアル。之ニヨレバ樹高2.5m未 満 ノ稚樹全本敷ハえぞまつ23
%、 とどまっ77%ト ナリ、更二稚樹二副木及主木 ノ本歎ヲ加算セル総撒 ノ比率 二就 テモ・依然 え
  第40表    保呂試験林えぞまつ、とどまつ陪當 リ本藪及混渚歩合(くり)
    
  
  
ぞまつ23%、 とどまつ77%ヲ 示 シ、全 ク同一 ノ混清:歩合 ヲ示 シテ居ル。叉稚樹 ノ混清歩合・・副木
及主木 ノ合計本数二於 ケル混渚歩合えぞまつ36°0:と どまつ64%ト 相接近 セル結果 ヲ示 シ・副木
及主木 ノ混渚歩合ハ稚樹 ノソレト密接 ナル關係ヲ有 スルコトハ北部系森林r同 様デアル。
 爾第37表 及第40表 ニヨツテ比較スルニ.北 部系森林 デノ・えぞまつ ノ混清渉合ガ多久 小形稚樹
ヨリ漸次樹高ヲ堆スh共 二混清歩合ヲ減ジテ、大形稚樹及副米 二於テ最モ少ク.小 径木或ハ中径木
ヨリ再 ピえぞまつ ノ割合 ヲ増 シ、大径木二於 テハ大部分 ヲ占ムルニ到ル。然ルニ保呂試験林 二於 テ
ハとどまつハ各径級共 二混渚歩合大ニシテ北部 二於 ケル如 ク、林米 ノ大サニヨッテ ・ー定傾向ハ認 メ
ラレナィo
 北部 二於 クルえぞまつ.と どまつ天然林 ガー般 ニハ揮伐林型 ヲ呈 シ、既二極盛相ヲ維持 セルコ ト
ハ最早異論 ヲ挾ム絵地 ノナィ庭 デアル。叉上述 ノ如 ク主林木 ト稚樹 ノ爾樹種混渚歩合 ガ殆 ンド同一
ノ値ヲ有 セルコト、且 ツ叉枯立木 二就 テモ稚樹及副木、主木二於 ケル、爾樹種混清歩合 ガ相接近ス
ルコF,及 ビ枯立木 ノ爾樹種混濡歩合ガ生立木 二於 ケル混濡牽 ト、略同一ノ値 ヲ示 セルコrハ 北部
系森林二於 ケル爾樹種 ガ現二李衡状態ニアルコ トヲ示 セルモノデ、更 二此 レ等ハ全般 二亙ツテハ近
キ過去及將來二於テ爾樹種 ノ混渚歩合 二急激 ナル攣化 ノ起 ラザルコ トヲ物語ル 1デ アラウ。
  iii.稚 樹枯立木 二於 ケル爾樹種混清献態
 枯立木中主木階二局 スルモノニアツテノ、生活カ ヲ絶 ツテモ、膚相當年数 ノ間立木 トシテ存立みル
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  第45表 ・    樹 高 別 枯 死 稚 樹 混 清 歩 合
     
ノガ通例 デ吉 田氏(くわ)ニヨレバ枯 立木 トシテ 存 在 スル 期間 ハ大約20年 ナ リ ト推 定 セラ レテ居 ル。然 ル
ニ稚樹 ハ清長 ノ攣 化激 シク、且 ツ枯 立木 トシテノ存在 ハ極 メテ短 期間 ノモ ノガ アリ、殊 二樹高10
cm以 下 ノ稚樹 ノ如 キ漕 失 ノ現 象著 シキタメニ.稚 樹 ノ枯立木調査 ハ副木及 主木 二於 ケル如 キ正確
ヲ保 シ難 キモノガ アル。藪 二於 テハ樹 高10cm似 下 ノ動揺 甚 シキ小形稚樹 ノ・除外 シ、10 cm以 上 ノ
モ ノニ、就 テ可及的詳細 ナル調査 ヲ行 ヒ、副木及主木 階 ノ枯立木r照 比較 セ ン トシタモ ノデアル。
 第41表 及第42表 ニ ヨツテ見 ルニ古丹岸團地 ノ倒木 上 ニ シテ・・総 計 デえ ぞまつ64%、 と どまっ
36%ト ナ リ、前項 二示 シ1タル、生立稚樹 ノ混清歩 合69:31ノ 比 ト相似 タル結 果 トナル。地上 ノ枯立
木 ・・えぞ まつ31%と どまつ69%ト ナ リ、地 丘ノ生 立稚樹 ノ混 清歩合え ぞまつ28%と どまつ720
ト極 メテ近似 ノ値 トナツテ居 ル。第43及 第44表 ノ如 ク、亜屯 團地 ノ倒木 上二就 テ・・、え ぞまつ66
0!ど まつ34%ト ナ リ、生立木稚樹 ノ混 清歩合72:28二 接 近 セル結果 トナツテ、 えぞまつ多歎 ヲ
占 メ、地 上 二於 テハ、えぞ まつ41%、 と どまつ59%ト ナ リ、倒 木上 ノ枯立木 卜全 ク反封 ノ結果r
ナ ツテ、地 上 ノ生立木稚樹 ノ混清比35:65二 略 近 イ値 ヲ示 シとどまつ ガ多歎 ヲ占 メr居 ルQ
 斯 ノ如 ク北緯49'及 國境 附近 二於 テハ倒木上 ノ稚樹 ノ・生立木枯立木共 二えぞ まつ ノ混 渚歩合 大 ト
ナ 恥 地 上 ノ稚樹 ハ何 レモ とどまつ極 メテ多歎 ノ結果 トナ ツテ居 ル。師 チ之 ハ北部原生林 二於 ケル
稚樹 ノ爾樹種混清歩谷 二就 テハ、依然急激 ナル愛花 ノ起 ラザル實謹 ンー例 デ アラゥ。
'各 樹高 別二就 テハ第45表 ノ示 ス如 ク、古丹岸由地 ノ倒 木1ヒデノ・0.1‐・0.25'cm階 ハえぞまっ49%
rナ リ、 とどまつ ノ枯立木 多 キモ0.25-0.5cm階 デハ680,0.5-1.Om階 ハ68% 1mL,1上 ニアツ
 i) 吉 田義 季:林 學 會雑 誌 、第7號 、1921、 、頁55・
?S
テハ91%ト ナツテ、何 レモ えぞ まつ ノ 枯立木 多 グ.且 ツ樹高 ノ壕大 ト共 二えぞ まつ ノ枯立木 ヲ檜
加 スル傾 ガデコ曙"冤 王 三於 デハ0.i=o.25c皿 階 ノえ ぞまつ 〉・29°0,0.25-0.5m階26%、0.5-1.Om
階280h'ナ ツテ、1mL:1上 ノ大形稚樹 二於 テ・・急激 二え ぞまつ ノ枯立 禾 ヲ噌 シ.59%ヲ 占 メ テ居
ル。亜屯團地 二就 テハ倒木 上 ノえぞまつ枯立木 ハ680,570,50%.100%ノ順 トナ リ、 と どまつ
枯立木 ノ割合 ガ少ク、地上 二於 テ・・えぞまつ42%、41%、35°o,48%hナツテ、各樹高 階共 二と ど
まつ 二比 シテ割合小 デアル。 と どまつ バー般 二 〇.i‐o.25m階 ヨリ1m一 附近 マデ漸次樹高h共 二其
ノ割合 ヲ檜 加スルモ1m以 上 ノ大形稚樹 二於 テハ急激 二減少 シテ居 ル。 僅 カニ古丹岸 團地 ノ倒木 上
ノと どまつ枯立木 ノ ミノ・樹高 ノ増大 ト共 二漸次減 少 シテ居ル。
 上述 セル虎 ハ夫k倒 木 及地 上 ノ枯立木 ヲ別個 二取 リ扱 ツ タ慮 デアルガ、第46表 二於 テハ階 當 リ倒
木 、地 上 ノえ ぞまつ 、 とどまつ枯立木 ヲー括 シテ掲 ゲタル モ ノデ アル、之 二依 レバ古丹岸 團地 デハ、






稚 樹枯立木 ノ総歎 二於 ケル、混 濡歩合ハ39:61デ 、稚樹及 副木 主木 ヲ 加算 セル、全枯立木本歎 ノ
混渚歩合38:62F全 ク同一 ノ結果 トナツ テ居 ル。叉 亜屯 團地 二就 テモ、稚樹 ノ割合 ハ52:48デ 全
本数 ノ混 渚歩合52:48F同 一 デ アル。 」叉斯 ノ如 キ 枯立木 ノ混 渚歩合 ハ 生立木 二於 ケル割合h近 似
ノ結果 トナ リ、殊 二亜屯 ノ如 キハ全然同一 ノ歎字 ヲ示 シテ居 ル。 叉林木 ノ類別 二從 ツテ考察 スル ニ
古 丹岸 團地 ハ稚樹0.1-1m階 二於 テ、 えぞ まつ枯立木 ハと どまつ ヨ リモ少 ク、1m以 上 ノ大形稚樹
二到 ツテ急激 二えぞ まつ ノ枯立木 ヲ堆 シ、66%ヲ 占メ テ居 ル。 ソ レヨ リ漸 次 え ぞまつ ノ割合 ヲ減
ジ、副木 二於 テハ52%、 小径木21%、 中径木25%hナ ツテ、大径木 二於 テ再 ピ えぞまつ塘加 シ
70%二 x。 亜屯團地 二於 ケル0.1-0.25m階 ノ枯立木 ハえぞ まつ 多 ク60%ト ナ リ、0.2δ一1 mノ
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間 ニテ漸次 えぞまつ ヲ減 ジ.46%、40%、 ヲ示 ス。1m以 上 ノ大形稚樹ニテ、えぞまつ58%,副 木
二於 テ66%ト ナ リ、小径木380,中 径木260ヲ 示 シ、大径木 二於 テ再 ピえぞまつヲ」含シ、61%
ノ多歎 二達 シテ居ル。斯 ノ如 ク、古丹岸及亜屯團地何 レモえぞまつ枯立木ハ樹高1m以 上 ノ大形稚
樹及副木二於 テ多歎 ヲ占メ、径級 ノ堆大 卜共二減少シ、大径木階二到 ツテ再 ピ多数 ヲ占ム)Yモ、と
どまつハ之 ト反封 ノ現象ヲ呈 シテ居ル。
 要スルニ枯立木 二於 テモ、生立木 ト同ジ久 稚樹総敷 ノ混濡歩合ガ副木及主木級 ノ混渚歩合r略
近似 ノ結果 ヲ示 シ、且 ツ稚樹 ノ混清歩合ハ、全本歎二於 ケル混濡歩合 卜合致 シテ居ル。帥チえぞま
つ、とどまつ ノ枯立木ノ割合ハ、生立木 ノ雨樹種混濡歩合 二正比例 スルモノデアル。次 イデ樹高別
枯立木厭態 ヲ見ルニ、えぞまつハ樹高1mマ デハ、枯立木 トナルモノ比較的少キモ, Im以 上 ノ大
形稚樹及副木級 二於 テ最 モ多ク小径木、中径木階デ再 ビ少数 トナル。 とどまつハ樹高1mマ デハ枯
立木 トナルモノ多歎二上ルモ、1m以 上 ノ大形稚樹及副木階 ニテ比較的少 ク、小径木、中径木階二
於T最 多ヲ占メテ居ル。大径木 二於 テとどまつ ノ枯立木 ハ著 シク少キ結果 トナルモ、一般 二とどま
つハ大径級二罵 スルモノ少ク.全 調査地ヲ通算 シテ、古丹岸 デハ生立木5本 枯立木14本 、亜屯團
地デ生立木2本 、枯立木7本 ト云 フ少数 二止ルタメニ、藪 二示 ス混渚比 ヲ以 テ、大径木 ノとどまつ
枯立木 ノ特 二少キ トハ断走 シ難 イ盧 デアル。
78'
      V・「 樺 太 南 部 原 生 林 ノ えぞ ま つ㍉ と どま つ 混 溝 状 態
 本項二於 テ樺太南部原生林 ト樗 スルハ、馬群潭川嶽南二成立 セルえぞまつ、 とどまつ ノ原生林ヲ
指 スモノデアルガ、比較封照 ノ都合上知取川流域 ヨリ馬群潭川以北二至ル、原生林及久春内川流域
ノ原生林ヲモ藪二含 メタノデアル。各調査地ハ樺太デ林業課服部成夫技師ノ調査 二基キ第1圖 ヲ以
テ未ス如ク、頗 ル廣範園 ノモノデ、東海岸二於 テハ、知取川流域 ヨリ、馬群潭川流域、内淵川流域、
野寒附近、豊原附近、富内湖附近 ノ6個 所 二亙 ツテ居ル。近時伐木事業 ノ進捗 卜共二、樺太南部 ノ
原生林ガ次第 二漕滅 スル際、薙 二掲グル調査資料 ノ如 キ、極 メテ重要 ナル役目ヲ有 シ、既二研究 ノ
登表サvタ ル榮濱附近 ノ東京帝國大學樺太演習林及樺太廉中央試験場保呂試験林 卜共二、北部えぞ
まつ、とどまつ原隼林 トノ比較考察上訣 クベヵラヅルモノデァル。
 逐次掲グル資料ハ調査 ノ目的ガ異ルタメニ、胸高直径14cm以 上 ノモノエ就 キ2cm隔 二測定 セ
ルモノデ、 次表二示 ス小径木・・14-24cm,中 径木・・26-38cm,大 径木・・40cm以 上ノモノヲ含メ
テ表示 セルモノデアル。
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      第11圖  知 取 川流 域(以 南)え ぞ まつ 、 と ど衷つ 混 清 歩 合













          1.知 取川 流域 え ぞ まつ 、とど まつ混 溝歩合
 第47表 ハ知取川以北 ノ各調査地 ヲ取 リ纏 メタルモノデ 階當李均値 二於テ えぞまつ、とどまつ夫
k51:49ヲ 示 シ、径級別二就 テハ、小径木 ニテえぞまつハとどまつ ヨリ少ク、中径木、大径木ハ
何 レモえぞまつガ優勢 トナツテ、古丹岸團地 卜略同様 デアル(第10圖)。 更二各調査地別二見ルモ総
本敷二於 テ、えぞまつガとどまつ ヨリ少キハ7個所二過ギズ、えぞまつ最少 ノモノト難モ43-45%
ヲ下ツテ居ナイ。
 知取川以南ノ調査地 へ 第48表 ニヨツテ見ル如 ク.階 當 リ線李均ニテえぞまつ58%と どまつ42
%ヲ 占メ、 各径級別 ハ前表 ノ例 卜同ジク、 小径木 ニテえぞまつハとどまつ ヨリ少キモ中径木、 大
径米 二於 テハ著 シク大 トナツテ、各調査地 ノ殆 ンド大牛ハ えぞまつ多敷ヲ占メ、50%ヲ 下ルハ調
査地42個 所 ノ内僅 二4個 所 二過 ギナイ。調査地総敷 二於 ケル、繭樹種配分 ノ状態ハ(第11圖)ノ 如
ク古丹岸團地 ノ例 ト酷似 シテ居ル。

















 要スルニ知取川流域二於クル調査匠59個 所 ノ結果ハ南北共 二泊岸團地 二於 クル ト同様・えぞまつ
ハとどまつ ヨリモ多ク、且 ツ小径木ニテハ僅カニとどまつハえぞまつ二優ルモ中径木及大径木ハ、
えぞまっ断然優勢 トナル。爾えぞまつハ径級ノ堆大 卜共二混溝歩合 ヲ堆加スルモ、とどまつハ此 レ
$2
二反 シテ減少 シテ居ル。郎チ知取川流域ハ何 レモ北部系森林二馬 スルモノデアルa
         2.馬 群 潭川流 域 え ぞ まつ 、 とど まつ混 濡 歩合
,馬 群潭川左岸及 ビ樫保川、北遠古丹川流域 ヲ含ムー`ノ 調査匠20個 所 ノ結果 ハ第49表 ノ如クR
階當 リ絡本敷李均二於 テ、えぞまつ62%、 とどまつ38%ト ナリ、比較的えぞまつ ノ割合多歎二上
ツ7居 ル、小径木 ニテ51:49ヲ 示 シ、僅 カニえぞまつ多久 其 ノ他中径木、大狸木二及 ンデノ・、蒜
 第49表    馬群潭川流域えぞまつ、 とどまつ混渚歩合(以 北)
激 二えぞまっ ノ混 清歩合 ヲ堆 大 シテ居 ル。各調査地 二就 テ見 ルモ、 調査 匠第15號 ノえぞ まっ31%
ヲ除 ケバ他 ノ19個 所 ハ、何 レモえ ぞまつ ノ混 渚歩合多歎 ヲ占 メテ居 ル。
 次 イデ馬群潭川 右岸 ノ地 域 ヨリ、近 幌川流域一帯 二亙ル17個 所 ノ調査地ハ第50表 ノ如 ク、階當
リ総本歎李均 二於 テえ ぞまつ13%と どまつ87%ト ナ リ、急激 二えぞまつ ヲ減少 シテ居 ル。径級別
二就 テハ、え ぞまつ ハ小径木 二最 キ少 久15:鴎 ノ比 ヲ示 シ沖 径木 ニテ18:82,大 径木 ニ テ50:50
トナル。調査匠第1,2,3,5,6號 地 ハ何 レモ馬群 潭川 ノ右岸 二走 ル、第4支 流、第3支 流及 ピ槻 木
澤 ノ下流 二選 バ レタル モ ノデ、 えぞまつ ノ混 清歩合ハ極 メテ少 ク、馬群潭川 左岸 ノ調査地 二局 スル
調査 医16,17,18,20號 地 二於 ケル、え ぞまつ65%乃 至79%ノ 結果 トノ・全 ク相反 スル モ ノガアル。
 叙 上 ノ如 ク馬群 潭川 ヲ境界 トシテ、南北 ノ調査地 ニ ヨリ、え ぞまつ 、 とどまつ ノ混 清歩合 ガ正反
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 rナ ルコト・・、特二注目スベキ現象 デアル。此 ノ事實ハ既二田畑司門治氏(ゆ)ニヨツテ述べ ラレタル
所 デアルガ、斯ル攣化 ノ原因二就 テハ未ダ鮮明ニサレテ居ナィ。馬群潭川以南、眞縫川流域一帯 ヨ
リ、西海岸久春内川流域二亙 ツテハ,本 島ノ 「クビレ」 ト稽 セラレル所デ、中央山脈ガ著 シク降下
シ、中央分水二於 テモ、海抜500米 ヲ出ズ、地形的ニモm候 的ニモ特別ナル地域 デ、植物生態學
上特 二注目ヲ要スル個所デアル。
        3.内 淵 川流域 及 野寒 附近 え ぞ まつ 、とど まつ混溝 歩合
 内淵川・・北緯47°50'附 近二於 テ白鳥湖二注ギ、其 ノ流域 二選 バレタル調査地32個 所 ノ結果ハ、
第51表 ノ如 クデアルっ此 レニヨレバ、階當 リ絡李均 ニテえぞまつ40°0,と どまつ60%ト ナツテ、
とどまつガ優勢 トナリ、中村博士 ノ調査二基 ク、東京帝國大學樺太演習林及吉川宥恭氏 ノ調査 ニヨ
ル樺太聴保呂試験林 ノ結果F同 膿ナル歌態 ガ認 メラレル。 更二径級別二就 テ見 レバ、 小径木ハ
35:65,中 径木 二於 テ・・39:51ト ナリ、えぞまつ少キモ大径木二於 テハ、えぞまつ60%ヲ 占メテ
居 ル。各調査地二於 テ、内淵川流域 ノ和泉川(調 査地5號)、 影 ノ澤(調 査地14號)及 内淵川上流(調
査地4號)ハ 夫々異例二罵 スルモノデ、えぞまつ、とどまつノ比・・61:39;64:36;59:4irナ リ、
小径木、中径木、大脛フk何レモえぞまつ ノ混渚率大デ國境附近昌於 クル、亜屯團地 ノ例 卜同様 ナル
歌態 ヲ呈 シテ居ル。節チ斯 ノ如 ク南方森林二於 テモ立地其 ノ他 ノ原因 ヨリ屡 々北方森林二於ケルモ
ノ ト類似 ノ状態ガ見 ラレルノデアル。
 野寒事業匠・・榮濱附近 ヨリ始 リ、南方韮南川流域二亙ル地域 デ、第52表 ハ調査地12個 所 ノ結果
ヲ総合セルモノデアル。階當 リ総本数李均ハえぞまつ26%、 とどまつ74%ヲ 示 シ、 小径木.中 律
木、大径木何 レモとどまつガ優勢デアル。
          4.樺 太 最南部 え ぞ まつ 、と ど まつ混 濡 歩合
 本項 二於テ樺太最南部ノ森林 トシテ取扱 フモノハ豊原、清水、及富内附近ノ調査地ヲー括 セルモ
ノデ、豊原事業圃ハ鈴谷川 ノ上流 ヲ占メ、第53表 二示ス如ク附當 リ総李均ニテ、えぞまつ21%と
どまっ79'0,二 達 シ、小径木、中径米二於 テハ、とどまつ著 シク優勢ナルモ、大径木 二於 テハ約
牛 ヲえぞまつニヨッテ占メラv第50表 ノ如 ク馬群潭川場南 ノ例 卜近似ノモノデアル(第16圖)。
 清水事業魑ハ豊原事業題 ト分水嶺ヲ以テ境 シ、留多加川 ノ上流ヲ占ムル地域 デ、調査地5個 所 ノ
結果 ニヨレバ、第54表 ノ示ス如 ク阻當 リ纏本撒李均ニテえぞまつ12%、 とどまっ88%二 逞 シi殊
  1) 田畑司門治:樺 太山林會報、第23號o

                                  師 嚇
第14圖  内淵川流域えぞまつ、とどまつ混溝歩合
二各径 級共 と どまつ ガ極 メテ優勢 デ アル。然 ル ニ他 ノ例 二見 ラレル如 ク、径級 ノ堆 大 ト共 二えぞま
つ ノ混 渚歩合 ヲ増加 スル傾向 ハ認 メ ラレナィ(X15圖)。
 富 内事業 騒ハ最南端 ノ調査資料 デ、3個 所 ノ調査 二過 ギザルモ、其 ノ結果 ハえぞまっis%、 と ど
まつ81%hナ リ、 と どまつ ガ 極 メテ優勢 トナル。殊 二小径米、中径木 ニ テハ えぞまつ甚 ダ少 ク、
僅 カニ大径木 二於 テえ ぞまつ40%二 達 シテ居 ル。
 要 スルニ此 レ等 ノ例 ニ ヨ レバ邦領樺 太ノ南部原生林 ノ、一股 二とどまつ ヲ主 トズル モ ノデ、 えぞま
つ ノ混 渚歩合極 メテ少 久 北部森林 トハ著 シキ相蓬 ガ認 メ ラレルQ且 ツ南部 系森林 ニハ径級 ト共 二
と どまつ ノ混清歩合 ヲ減少 シ、大径木 二至 ツテえ ぞまつ ノ混 渚率大 ナル モノr(第13圖 及第14躍)
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    †L 花粉分析法ごヨルえぞまつヨどどまつ混清歩谷ノ研究
              1.花 粉分析法適用二就テ
 化石 花粉 ノ研究 ・・既 二1900年 ノ頃Lagelheimニ ヨツテ行 ノ、レタ ノデ アルガ、泥 炭 ノ各層位 二於
ケル花 粉 ノ百分率 ヲ求 メテ、其 ノ當時 ノ森 林構成歌態 ヲ明 ニセ ン トスル研究 ハ'Lv, Postノ 功績
二俣 ツモノデ、花粉 分析 ノ方 法 ヲ漁野 二適用 スル コ トハErdtman二 至 ッテ始 メテ完成 サ レタモノ
デ アル。瑞典 二褒達 シタ花粉 分析法 ハ了抹 、諾威 ヲ経 テ、1920年 ノ頃 二・こ断 二即 央欺洲 二試 ラレ、氷
河 後期 ノ森 林設明方 法 トシテ、重要 ナル地位 ヲ占 ムルニ至 ツタモ ノデアル。・氷河退 却以來森 林 ヲ以
テ蔽 レテ居 タ コ トハ埋浸材片 等 ニ ヨツテ謹明 セラVタ モノ デアツタ ガ、其 ノ後花粉分析法 ノ登達 ニ
ヨツテ、森 林構成 二與 ル樹 種 ノ盛 衰 ヤ、移動 ガ明 ニナ ツタ ト共 二、夏 二昏時代 二支配 セル氣候状態
ノ推測 二有カ ナル論檬 ヲ輿 フル コ トトナツタ。 爾此 レハ漁野 ノ研究 ノ・ミニ止ラ ズ、林學 ソー 倉ニモ
侵 入ス ルニ至 ツタ コ トノa 沼 田教授(くの)ニヨツテ論 ぜラ レタ慮 デ アル。
 植物 ノ花粉 ハ各種 ニ ョツテ夫 々猫 特 ナル形態 ヲ具備 シ、形 、大 サ、色,外 皮 ノ模様 、装 芽孔等 二
特徴 ヲ有 シテ居ル。 此 レ等 ハ各種各様 ナ リ トハ 云 へ、 夫 々 ノ局 ニ ョツテ統一 サ レタル形態 ヲ具備
シ.花 粉分析上 二於 テハ化石 花粉 ハ其 ノ形 態 ノ識 別二侠 ツテ、属 ノ決 定 ガ 可能 ナ リト セ ラレテ居
ル。然 ルニ各種 ノ識 別 二就 テハ,更 二精密 ナル研究 ヲ要 スル慮 デ、花粉分析法 二用 フル程度 ノ識 別
                         く一)       (s)
法 ヲ似 テハ、未 ダ決定 ガ困難 トサ レテ居ル。C. A. Webr, Firbas及Hesmer・ ・何 レモPinus silvestris
卜:Pinus montana.ノ 囁別 二關 シテモ疑義 ヲ唱 ヘテ居ルb然 ルニ植物 群落 ヲ構成 スル種 ノ種類ハ各
地方 、或 ハ環境 因子 ニ ヨツテ著 シク制限 セ ラ レ、殊 二漁野 ノ花粉分布 二直接影響 ヲ持 ツ、風媒花 ノ
種 類 ハ更 二限定 セラ レテ居ル。故 二叙上 ノ'如キ各厨 ノ識 別 二侠 ツテ、其 ノ地方 テ分布 セル種 ノ決定,
ヲ可能 ナラ シムル場 合ガ甚 ダ多 イノデ ァル。
 邦領樺 太 二於 テ灘野 ノ花粉 分布 上 モ重要 ナル役割 ヲ演 ズル主要林木 ハえぞまつ、 と どまつ、 ぐい
まっ、さうしかんば、 しらかんば、けや まはんのぎ、みゃまはんφき、越びきつ、やなぎ、どうのき
ノ10種 ヲ 學 グ ル コhガ 出 來 ル 。,此 レ等 ノ 内 ぐ い ま つ 及 ど う の き 、ノ 花 粉 ハ 破 壊 シ 易 キ 性 質 ノ タ メ ニ 、
  1)林 學 會 雑 誌 ξ 第10管 、・第9號 、・X55・
  2) Stark`, P.:Der gEgcnwartige Stabd der pollenanalytlschen For忌chung。 Zeits. f::. s.91. Ig25.
  3)Hesmer:Die Waldg合s面icht6{艶r N㏄ 五6isゑeiセd絶Slnord幡td(濱ts¢henぢe紬ndes・aUf Grund voll
    pollenanalytischen Mooruntersubhungen:Zeitsch. Forst・Jagd:Heft q s.208. ig28
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                       C1)C°一)       C3)           C4)
花粉 分析 上特 二 注意 ヲ要 スル慮 デ アル。 H.Hesmer;P. Stark;(,. A、 Weberノ 諸氏 ニ ョツ
テPopulusノ 花粉 ハ泥炭 中 二 於 クル保存力 極 メテ弱 ク、 其 ノ形 ヲ止 メザル コ トガ 述 ベ ラレテ居
ノレO
 次 イ デ分 析 ノ結 果 ニ ヨ ツ テ得 ラ レ タ ル 各 林 木 花 粉 ノ百 分 率 ガ當 時 ノ森 林 構 成 欺 態 ヲ、 嚴 格 二 表 現
ス ル モ ノ ナ リ トハ 断 ジ得 ザ ル 虎 デ 、 常 三 多 少 ノ修 正 ヲ 加 ヘ ナ ク レバ ナ ラ ナ イ。 先 ヅ撹 齪 ノ要 素 ト シ
テ 問 題 トナ ル ハ 次 ノ諸 因 子 デ ア ル 。L
      L各 樹 種 ノ花 粉 生 産 量 ノ 異 ル コ ト。
      2.沈 降 ノ速 度 ノ異 ル コ ト0
      3.浮 游 力 ノ異 ル コ ト。
      4.抵 抗 力 ノ異 ル コ ト0
      5.飛 翔 距 離 ノ異 ル コ ト。
      6.漁 野 上 二 生 育 ス ル 樹 木 ニ ヨ ル 局 部 的 影 響 ヲ受 ク ル コr。
 各 樹 種 ノ花 粉 生 産 量 ノ 異 ル コ トへ 考 慮 ヲ 要 ス ル 事 項 デ、 例 ヘ バ 針 葉 樹 バ ー 般 二澗 葉 樹 ヨ リ モ 花
粉 ノ生 産 量 大 ナ リ トセ ラ レ、 夏 二 ま つ ハ た う ひ ヨ リ モ 多 ク、 な ら ヨ リ モ ぶ な ガ 多 量 二 生 産 ス ル ト云
ハ レ テ居 ル 。 各 花 粉 ノ沈 降 ノ 速 度 及{孚 游 力 ノ 異 ル コ トニ 就 テ ハ、Malmstr6m, Erdtman, Rudolph,
Firbas及P. Starkノ 諸(くの)氏ニ ョ ツ テ 花 粉 分 布 上 二 ・・大 ナ ル 影 響 ヲ 及 サ ザ ル コ ト ガ述^ご ラ レ テ 居 ル 。.
次 二 各 花 粉 ノ抵 抗 力 ノ異 ル コ トハ 、 特 二 注 意 ス ベ キ 鮎 デ、 一 股 二Populus、 Myrica Gale等 ガ最 モ抵
抗 力 弱 キ モ ノ トサ レ テ 居 ル 。 本 地 方 二於 ケ ル 、 ど ろ の き ノ如 キ 今 日 尚 相 當 ノ分 布 面 積 ヲ有 シ ナ ガ ラ
瞼 出 花 粉 中 二登 見 セ ラ レザ ル モ ノ ア ル ハ.花 粉 自髄 ノ抵 抗 力 ガ 弱 キ コ トニ 蹄 セ ラ ル ベ キ デ ア ラ ウ。
花 粉 ノ飛 翔 距 離 ガ泥 炭 中 ノ花 粉 分 布 状 態 二 及 ス影 響 二就 テ ・・.銑 二Hesselmanノ 見 解 ガ示 サ レ テ居
ル 。 同(くの)氏ニ ヨ レバ 花 粉 分 布 状 態 ハ 遠 方 ヨ リ蓮 バ レル 花 粉 ノ 出 現 ニ ヨ ツ テ 、 多 少 愛 化 ヲ受 ク ル コ トモ
ア ル ガ、其 ノ程 度 ハ1-2%ト 見 傲 シ 、澗 葉 樹 ヨ リモ 針 葉 樹 二 於 テ多 ク現 レル モ ノ ト云 ハ レ テ居 ル。`
  i)Hesmer, H.:Die Waldgeschichte der Nacheiszeit des nordwestdeutschen Berglandes auf Grund
    von pollenanalytischer Mooruntersuchungen Zeitsch. Forst-u. jagdw.¢S.211.1925
  z)    Die Pollenanalyse, eine Methode zur Klarung der Nacheiszeitlichen Waldgeschichte.
    Forstarchiv Heft q. s.30r. rgz7.
  3) Stark, P.;Der gegenwartige Stand der pollenanalytischen Forschung. Zeitsch. f. Bot. s.93.1925
  4)Frenzel, H.;Entwicklungsgeschichte der sachsischen Moore and Walder seit der letzten Eeiszeit
    auf Glund pollenanatytischer Untersuchmaen. Abh..Sachs. Geotog. Landesamts H.9s. t2. z930
  5) Stark:Der gegenwartige Stand der pollenanalytischen Forschung. Zeitsch. f. Bot. s. g2. Ig25.
  6) Erdtman:Pollenanalytische Untersuchungen von Torfmooren and marinen Sedimenten in
    Siidwest-Schweden. Archiv f. Bot. Bd. tq No. IO 5.19. zgzz
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Erdtman二(くわ).ヨレバ略150-200 km.ノ 遠 クニ蓮 レタルモノヲ遠距離 トシテ取扱 ツテ居ル。次 イデ漁
野上二生育 スル樹木ガ局部的二影響 ヲ與ヘルコhハ 、明瞭ナル事實デ、幌内川沿岸二生育 セル潤葉
樹及高位泥炭地r_ノ ひめかんば及ぼろないかんばハ此 ノー例 デアル。
 要スルニ以上ノ諸因子ハ花粉分布駄態 二多少ノ影響ヲ及 スモノデアルガ、此 ノタメニ花粉分析法
ノ實用 性ヲ脅 ス如 キ作用 ヲ有 セザノセコb・ 、既二Erdtmanノ 詳細ナル研究ガアリ、更二本地方畜
就 テハ著者(くヨラ)ノ實験 結果、水.sZ野 表居 ノ花粉分布状態ハ、現況森林構成状態 ヲ略h正 確 二表現 セ
ルコトニヨツテモ読明サレテ居ル。
 然ルニ本論 二於 テ述ベル虎ハ.え ぞまつ、とどまつ ノ花粉二限定 セルヲ以 テ、叙上ノ蝿齪諸因子
中第6項 トシテ掲 グル滋野上二生育セル樹木ノタメニへ 局部的影響 ヲ受 クルコhア ルモ、其ノ他
ノ因子ハ考慮 ヲ必要 トシナイ場合 デアル。帥 チ爾樹種 ノ花粉ハ相似 ノ形態 ヲ具備 シ、花粉 ノ生産
量、沈降 ノ速度.浮 游力、抵抗力、飛翔距離等ノ條件二就 テハ略均等ナルモノ ト見徹得ベキモノデ
ア ルo
 えぞまつ.と どまつハ分類學 上何 レモ松 柏科 二属 シ、前者 ハた うひ局 、後者 ハ もみ馬 二所屠 シテ
居 ル。 爾樹種 ハ邦領樺 太原生 林 ノ大部 ヲ占領 シ、最 モ優勢 二繁茂 セル樹 種 ニ シテ、北部 地方 二於 テ
ハ、何 レモ6月 中旬開花 シ、盛 花 ノ頃 ニハ附近池清 ノ上ハ黄 色h化 スル如 キ現 象 ガ目撃 セラレル、
此 レ等 ノ開花 ハ何年 カノ間隔 ヲ置 クノガ通 例 デ、最近 デハ昭和3年 、同6年 同9年 開花盛 ニ シテ、
其 ノ他 ハ甚 シク不作 デ アツタ。
 え ぞまつ ノ雄 花 ハ爲眞第17圖 二見 ル如 ク枝條 ノ 先端 二輩生 シ、 圓屠形 ヲ 呈 シテ、先端 ハ鈍形1
基 部ハ短 キ花梗 ヲ有 シ、且 ツ淡黄褐色 ノ 鱗片 ヲ以 テ包被 セラル。長 サバ約3cm径 ・・約8m.mア
リ、雄 蓬 ・・長楕 圓状 喫形 ニ シテ、長 サ・・3m.m.幅 ハ約2m.mア リ、其 ノ先端 二扇状 附島物 ア リ、
莉 ハニ室 、黄 色ニ シテ、赤 色 ノ細 鮎 ガア ラバ レテ居 ル。 と どまつ ノ雄花 ハ前年度 ノ枝條 ノ下側 二多
敷密生 シ、長楕 圓状楕 圓形又 ハ卵 駄 圓庸形 、長 サバ約8m.m.径 ハ約4m.m,二 逞 シ.帯 黄 紫紅 色
叉 ハ帯緑黄 白色 ヲ呈 ス。基部 ハ多敷 ノ淡褐 色 ヲ呈 セル鱗片 ヲ以 テ包被 セ ラレ、雄差 ハ圓歌 倒卵形.
長 サ・・約2m.m,満 ハ2室 二分 レ、帯紅 黄色3Lハ 帯緑黄 色 ニ シテ横 裂 シテ居 ル(窟 第18圖)。
 花粉 ノ形態 二關 スル研究 ・・古 ク ヨリ着手 セラレ、Mirbel(1815), Fritzsche(1830), H. Mohl,
                              (3)
(1834),Edgeworth(1877), Schoenichen(1922)ノ諸 氏 ノ業 績 ガ 志 佐 誠 氏 ニ ヨ ツ テ紹 介 セ ラ レ、 其
  r) Erdtman:Archiv f. Bot. Bd. i7 Nr. io. s. q6. iga2.
  2)山 崎 次 男:花 粉 分 析 法 二ary水 蘇 灘 野 ノ研 究 、 日本 林 學 會d61第17巻 、 第8號 、1935.
  3) 志 佐誠:花 粉 ノ形 態 、 植 物 及 動 物、 第1巻 、 9.II  Ig33.
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確Fi繭 £!(1醐 ソ磯,外 ・花協 椛 ・朔 殉 伽 。デ、舳k6(19㌶R職 磁 罫'
(1931),琉k㎞6轍 鍔 瀦(1933£)蘇 獣 昆で1933)等・ ・ツヂ研究 サ・・結果蒋 ・増
ノレO
 えなまつ及L・1+まつ ノ花粉ハ荷7レ毛黄色 ゾ皇 シ、爾翼三夷々網 目状 ノ模撲4有 スル黛嚢 ヲ1佃 宛
備へ:麻 糊 沖 最 軟 形 ノ・毛ノニ麿 シ、えぞまつハ極 メテ藩二3炭 〉・4碕 ノ氣嚢 ヲ備 ベル痢 ガ
観 吻 。タ。M,i濃 ・。。バ1・・_1森,大 サ,。 ノヲ 戸ice町.1蜘 以上 ・モ・ヲAbi。 、 h'
。粉 類 。淋 保謬 、辮 ナ、。糊 ・濃膿 ヲ鵬 作用 サ・、焔 上二趨 ヲ鞭 サ・、苛働 哩
溶 液(約:10%)ウ ー 滴 加 ヘ テ 、 再`ビ 加 熱 灘 砂 セ テ、 ぐ りせ りん ニ ゴ ッ テ 封 ジ タ ル モ ノ ヲ楡 鏡 セル
結 果Piceaハ100-120μ. Abiesハ125-140ｵン 犬 ニ テRicea及Abiesハ 全 ク 同 形 け リ大 サ・二・
ヲ ヅ デ ノ ミ分 類 シ得 ラ レル コ トヲ'1Lベ テ居 〉レ。 然 ル ニ 泥 炭 中 ノ え ぞ ま つ ・ と ど ま つ ノ花 粉 へ 羅 ク
完 全 ナ ル 形 ヲ有 ス ル ・ぞ ノ ニ『ア ラ ズ 、顯 微 鏡 下 デ見 ル際 、 屡 々形 ノー 部 ヲ損 ジ、 大 サ ノ測 定 不 可 能 ナ
ル モ ノ ニ遭 遇 ス ル タ メ 、 泥 炭 中 二 於 ク ル 、 え ぞ ま つ 、 と ど ま つ 二 大 サ ノ ミニ ヨ ル 分 類 方 法 ヲ 適 用 ス
ル ハ 困 難 ナ ル モ ノガ ア ル 、著 者 ハ え ぞ ま つ 、 と ど まつ ノ新 鮮 ナ ル 花 粉 ヲ70%ノ あ る こ一 る 二 固 定 ス
ル 場 合 二、 大 サ バ 多 少 ノ移 動 ヲ生 ズ ル モ.外 形 二於 テ ハ 爾 樹 種 ノ 特 徴 ヲ認 メ ル コ トガ 出 來 タ。 第19
圖 ハ70%ノ あ る こ一 る 二 固 定 セ ル 花 粉 ヲ 取 ツ テ.ぐ りせ りん 、 ぜ ら ち ん ヲ以 テ載 物 硝 子 上 二封 ジ
タ モ ノ ヲ 圖 示 ゼ ル モ ノ デ ア ル 。 え ぞ ま つ 二 就 テPA. PB PひPD. PE, PF PαPHと ど ま っ 二就 テAA.
AB Ao AD. AE. AF. A(や ナ ル 外 形 ヲ 有 ス ル モ ノ ガ 楡 鏡 セ ラ レ、 之 等 ノ 内F型 ヲ 除 ケ バ 、 夫 々 外 形 ノ
特 徴 ニ ヨ ヅ テ 、 識 別 ス ル コ トガ 出 來 ルbF型 二 關 シ テ ハ 其 ノ儘 ノ位 置 ニ テ瞼 鏡 ス ル 際 ハ 、 決 定 ヲ誤
ル 場 合 ガ 存 ス ル ヲ 以 テ、 更 二 主 胆 ノ位 置 ヲ 攣 ぜ シ メ テ 識 別 ス ル 必 要 ガ ア ル 、 著 者 ノ 楡 鏡 セ ル ぶ れ ば 、・
ら一 と 中 ニ ハF型 二屑 ス ベ キ モ ノ ハ 、 極 メ テ少 数 二 止 ル ヲ 以 テ 、 其 ノ影 響 ス ル彪 微 少 ナ レバ 、 鼓 ニ
ハ 除 外 ス ル コ ト ト シ タo
 上 記 ノ如 ク 塵 理 セ ル 爾 樹 種 花 粉 二就 テ500粒1ノ 大 ザ ヲ測 定 ゼ ル ニ.え ぞ ま つ ハ92-128ｵノ 間 二
  t) Fischer, H.:Beitriige zur vergleichenden Morophologie der PollenkSrner. i8go.
  2) Meinke, A.:Atlas`and Bestimmungsschliissel zur Pollenanalytik. Bot. Archiv. Bd. r9.1927・
  3) Potonie, R:Zpr'Mikroskopie der Braunkohlen: Tertiare Bliitenstaubformen Braunkohle.
    7_eitsch. f. Gewinnung u. Verwertung der Braunkohle 30. Ht. t6. i93 i.
  4) 山 崎 次 男 ゴ花 紛 並 三胞 子形:,京 大演 習 林 報 告 、 第5號 、1933.
  5) Jimbo, T.:The Diagnosis of the Pollen of Forest Trees.1. Sci. Rep. of the Tohokn Imp. Univ,
    4tli Serie, Biology, vol.8, No.3. Sendai, Jap 1933・
  6) Nleinke, H.:Botanisches Archiv. Bd。 Ig, Ig27。




アツテ、100-120μ ノモ ノガ最多 ヲ占 メ、92ｵヲ 最小 トシ、123ｵヲ 以 テ最大 トスル モ、此 レ等
ハ500粒 中前者 ・・2粒、後者 ハ6粒 ヲ敷 フルニ過¥ズ 、寧 ロ例 外 二属 スルモ ノ ト見徹 スベ キデ アラ
ウ。 とどまつハ108-136ｵノ 間 ニアツテ112-128Fノ モノガ最 多ヲ占メテ居 ル。斯 ノ如 ク70%
ノあるこ一 るニテ、固定 スル場 合 ・・、大 サニ・・多少 ノ移動 ヲ生 ジ、Meinke及 神保氏 ノ述 ブル如 キ・
爾樹種 二嚴 格 ナル差 蓮 ヲ認 メ得ヅ ルモ、一般 二えぞまつ ヨリモと どまつ ハ大形 二嵩 スルモ ノガ多敷
ヲ占 メテ居 ルo
 藪 二於 テ著者 ハ70%ノ ある こ一る二固定 セル材料 二基 キ、外形 ヲ基礎 二大 サヲ参考 トシテ識別
ノ基準 トナセルモ ノデ アル。現在水蘇漁野 ノ表暦泥炭 二次章 二述 ブル如 キ慮理 ヲ施 シテ70%ノ あ
るこ一 る二入 レタル モノヲ取 ツテぐりせ りん、ぜ らちん ヲ以 テ封 ジ上記 ノ識別 ノ方法 ヲ適用 セル結
果 ハ次 ノ如 クデアル(識 別粒敷何 レモ100-200粒)。
                   えぞまつ  と どまつ
     難 欝;;:1}し 部
     轟灘 讐 雲;1:劉
     盟 糠 欝 讐1421 1:}南部
斯 ノ如ク亜屯、保恵、網場、ちようない川、癬慶水蘇漁野表暦 ノ分析結果ハ、何 レモえぞまつ ノ混
渚歩合大 ニシテ、而 モ前項二示 シテ述ベタル、現況樺太北部原生林 二於 ケル、えぞまつ、とどまつ
一ノ小径木以上 ノ爾樹種混渚歩合 ト酷似 セルモノガアル。内淵川及江 ノ浦水蘇漁野 ノ結果ハ、夫々と
どまつノ混濡歩合大 デ、樺太南部 ノ現況森林二於ケル、爾樹種混濡歩合二近似 シテ居ル。帥チ上記
識別 ノ方法 ハ本地方二於ケル、水蕃滋野泥炭中ノえぞまつ、とどまつヲ略正確二類別スルコトヲ謹
                ,
明 シテ居ル。
           2.泥 炭採取 地 ノ位 置 、地形及植 生 状態
  1.亜 屯川流域水蘇漁野
 亜屯川水蘇漁野ハ.幌 内川上流 ノ支流ヲナス、亜屯川下流二存 シ.爾 岸二狭小ナル森林帯 ヲ介在
シテ、左右二廣 ク展開 シテ居ル。左岸ハ北方 ノ氣屯川二績 キ.右 岸 ハ南方二隣ル保恵、ちりんがい
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川 ノ方面二蓮績 シ、爾者何 レモ第20圖 二見ル如 ク,一 望李坦 ナル孕原 デ。其 ノ上ニハ綾性 ぐいま
つが散鮎 シ、僅 二中央部 ガ隆起セル、高位泥炭地 ノ特徴 ヲ備ヘテ居ル。
 亜屯川爾岸 二成立 セル帯歌 ノ森林ハ、河岸二接近 シテハ、やなぎ類、 どうのき、 しらかんば、け
やまはんのき等 ノ澗葉樹林ガ繁茂 シ、其 ノ外側二へ えぞまつ、とどまつ林ヲ経 テぐいまつ林、或
ハ直接 ぐいまつ林二移行スル個所ガアリ、何 レモ漸次 ぐいまつ ノ樹高ヲ減 ジテ、水蘇漁野二移ルノ
ガ通例 デアル。
 泥炭探取地鮎、亜屯第1號 、第2號 ハ亜屯川左岸 ノ水C,T野 中二取 ヅタモノデ、附近ハがんか う.
らん、ほそばいそつつ じ、ほろむいつつ じ、 さかいつつ じ、ひめかんば、ひめ しや くなけ、こけも
も、つるこけもも、ひめつみこけもも.ほ ろむいいちご、まうせんごけ、其 ノ他はなごけ、すぎご
け、みつごけ等ガ生育 シ.灌 木、草本類ハみつ ごけ、はなごけ等 ノ上二露出スル程度 二止 リ、登育
極 メテ不良デアル。此 レ等 ノ内がんか うらんガ最 モ優勢 デ、蘇苔類 デハ、はなごけ、みつ ごけ ノ繁
茂 ガ著 シイ。
 調査地保恵第1號 地ハ、亜屯川 ノ南 二隣ル保恵川 ノ下流 二選バ レタルモノデ、前調査地 ト共 二邦
領樺太 ノ最北部 ヲ代表スル水蕃漏野デアル。此 ノ地 ハ保恵川 卜其 ノ支流 二挾マ レテ、河岸 ノ澗葉樹
ヲ除 ク他 ・・殆 ンド総 テぐいまつ ヲ以 テ園マv 中央部ガ稽隆起 シテ、所謂高位泥炭地(Hochmoor)
ヲ形成 シテ居ル。生育スル植物ハ屡性 ぐいまつ、ほそばいそつつ じ、ほろむいつっ じ、さかいっっ
じ、ひめかんば.が んか うらん、 くろまめのき、ひめしや くなけ、ひめつるこけもも、ほろむいい
ちご、みねは りゐ、 くろすけ、みつごけ、はなひけ等デ、此 ノ附近ハひめしや くなげ、ひめつるこ
けもも、がんか うらんガ最モ優勢ニシテ、みつごけノ生長ガ旺盛 デアル。
  ii.幌 内川本流網場附近水群温野
 幌内川本流網場ハ河 口敷香 ヨリ約20粁 ノ上流ニアリ、雨岸 ニハ帯」伏ノ森林地帯存シテ、其 ノ外
方ハ左右共廣漠 タル、高位泥炭地 トナリ、幌内川下流域水群漁野ヲ代表 スルモノデ、河岸二成立 セ
ル森林地帯ハ次 ノ如 ク分類 スルコ トガ出來ル(くわ)。
     潤葉樹林(や なぎ類、けや まはんのき)
     常線針葉樹林(え ぞまつ、とどまつ)
     針澗混渚林(ぐ いまつ.え ぞまつ、とどまつ、けや まはんのき、或ハえぞまつ、とど
         まつ.け や まはんのき)
     落葉針葉樹林(ぐ いまつ)
  ℃ 山崎次男:幌 内川浩岸二於ケryつんどらノ植生研究、林學會雑誌、第18巻 ℃第6貌 、頁6q
98
叙 上4種 ノ森 林ノ、河岸 二並行 シテ成立 スルモ ノデ、森 林分 市状 態 ハ、水流 卜密接 ナル關 係 ヲ有 シ、
一部河岸 ガ侵蝕 セ ラレテ、泥炭暦 ヲ露出 スル個所 ノ他ハ、蓋 ク森 林 ガ成立 シ、水蘇 漁野 二移行 スル
附近 ハ漸次 ぐいまつ ノ樹 高 ヲ減 ジ、燧 二繧性 トナ ツーT居ル。
 水鮮 漁野 ノ植生状態 ハ、前記 拒屯川下流 水蘇漁野 ト大同小異 デア リ、何 レモ高位泥炭地 通有 ノ形
ヲ具備 シテ.中 央 ハ梢隆起 シ、各所 二大小池漕 ガ散在 シテ居 ル(爲 眞第22圓)、 地表面 ノ灌木 、草本
類 モ、みつ ごけ ノ生 長 二歴迫 セラレテ、充分 ナル襲育 ヲ遽 グル コ トヲ得 ズ、僅 カニ尖端 ヲ露出 セル
場合ガ多イ。材 料探 取個所 、第1號 地 ノ附近 へ がんか うちん、や ちや なぎ、ほ そばい そつつ じ、
ほ ろむいつ つ じ、ひめ しや くなぴ 、 こけ もも、ひめつ るこけ もも、つ るこけ も等 ノ灌木類 ノ他 二ほ
ろむいい ちYom..ま うせん ⊃け、す け類 ガ相混 ジテ.特 徴 アル相観 ヲ現 出 シテ居 ル。
 此 ノ附近 ハ前記 ノ如 キ綾 小 ナル植物 ガ、生 育 スル ノLニ シテ、一望廣漠 タル李原 ノ如 ク見 ユルx
泥炭居 ハ地形 ヤ、其 ノ他 ノ條件 二支配 サ レテ、深 淺極 リナク、一般 二2-4mノ 深 サ トナツテ居 ル。
1934年 ノ夏此 ノ調査 二際 シテ、幌内川 本流 ヨ リ、ナこらん川 二至 ル運河 ノ開墾工事 二際 會 シ、水;"
野 ノ堆積歌態 ヲ詳細 二探究 スル機會 ヲ得 タ、此 ノ地域 ハ細砂暦 ノ上 ヲ薄 キ粘土暦 ヲ以 テ、蔽 ハ レタ
ル沖積暦上 二成立 シ、内部構造 ノ厭態ハ第24圖 及第25圖 ヲ以 テ示 ス コ トガ出來 ル。
第  24  圖                  第  25  圖
第24圖 及第25圖 バー般 二見 ラ レル泥炭構造 ノ欺態 デ、前者 ニ ヨレバ.現 況地 表面 ヨリ2m下 リ
シ塵 二約40cmノ 高 サノ根株 ガ散馳 シテ、 略 一定 ノ水準 ヲ作 ツテ居 ル。 之等 ハ多 ク ぐいまつ 二風
シ、未 グ完全 二腐朽 セズ、恰 モ立木 ノ根株 ガ、 ソノ儘高 サ40-50cm附 近 ヨリ坐析 セル如 キ∫伏態 ガ
目撃 セ ラ レ、筒此 レハ河岸 二露出 セル泥炭 居 二於 テモ見 ラレル虜 デ(爲 眞第21圖)、 斯 ル根株 ノ下
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二薄 キ落葉居 ガ磯見 セ ラレ、更 二其 ノ下 二約lmノ 間分解 ノ進 メル、みつ ごけ泥炭 ガ堆積 シテ、腿 々
二 ぐい まつ等 ノ朽根株 ヲ混 入 シテ居 ル0其 レヨ リ下方 二進 メバ、漸次泥土混合 ヲ堆 シテ、粘土層 ト
ノ接燭界 二於 テみつ ごけ次第 二不鮮 明 トナツテ、低位泥炭 ノ状態 ヲ呈 スルニ到 ル。斯 ル部分 二や な
ぎ類、 ぐい まつ ノ倒木 、或 ハ又稀 二燃焼痕跡 アル材片 ノ存 スル コ トガ登見 サ レ.之 等 ノ埋 浸材片 二
就 テハ、尾中文 彦氏(くユラ)ノ解剖學 的研究 ガアヅテLarix, SaliX, Alnus, Ulmus, Syringa/5種 ガ鑑定 サ
レテ居 ル。第25圖 ハみつ ごけ泥炭 暦薄 ク、僅 カニ2.5m程 度 ニ シテ底盤 二達 シ、粘土暦 ノ・厚 サヲ
堆 シ、往 々其 ノ中 二みつ ごけ泥炭 暦 ノ破片 ヲ含有 スル コ トガ襲見 セ ラVル 。
 上例 二就 テ見 ル如 ク、此 ノ地域 ハ初 メ細砂居 ノ上 二沈 澱 シタル、粘土暦 ガ底盤 トナツテ.後 二低位
泥炭地 ガー時登達 シテ、遽 二、みつ ごけ ノ侵 入 トナ リ、高位 泥炭地 二移行 セル モ ノ ト推測 セラル。
更 二長 年月 ヲ経 テ何 等 カノ攣 動 ヲ受 ケ ぐい まつ ヲ主 トスル沼 澤林 ヲ形 成 セル モ、再 ビ枯死 壌滅 スル
ニ到 リ、みつ ごけ ノ生長旺盛i・ ナ ツテ、今 日二到 レルモ ノデアラウo
  iii.ち ようない川 下流水蘇漁野
 ちようない川 ハ幌 内本流 二注 グ支流 ノ内、最 下流 二存 スル モ ノデ、多來 加薦 沿岸 二孕行 シ、流水
ノ極 メテ緩慢 ナル河川 デ アル。泥炭探取 地鮎 ハちようない川 下流 ニアル敷 香敷外 ノ水蘇温 野 デ、植
生駄態 ハ前者 ト異 リ,、綾性 ぐいまつ 、ほそばい そつつ じ.が んか うらん、ほろむいつつ じ、 くろ ま
めの き.ひ めかんば、ひめ しや くなけ、や ちや なぎ、 こけ もも、つ るこけ もも、びめつ る こけ もも.
ほろむいい ちご.ま うせん ごけ、すけ類等 ノ外 二えぞごぜ んた ちばな、まひつ るさ う、 みつばわ う
れ ん ガ みつ ごけ、はなごけ等 ノ上 二漸 ク尖端 ヲ露 出 シテ居 ル。 みつ ばわ うれ ん.え ぞ ごぜ んたち
ばな、 まひつ る さうハ此 ノ地 ノ水蘇漁 野 パ ニ 見 ラレル植 物 デ、 現 二表面 ハ多少乾燥 ノ傾 向 ヲ有
シ、みつ ごけ ヨリモ.は なごけ ノ繁殖 ガ顯著 デアル。此 ノ地域 ハ前例 卜異 ツテ泥炭層 ハ2m前 後 二
過 ギズ、みつ ごけ ノ分解 ガ著 シク進行 セル跡 ガ認 メラvル 。
 此 ノ附近 ノ泥 炭構造 ハ網場 附近 二於 ケルモ ノ ト略 同様 ナルモ底盤 ヲナ スモノハ細砂暦 デ、叉頑彊
ナル砂盤 ヲ形成 セル個所 ガアル(窟 眞第26圖)o
 深圖 二見 ル如 久 此 ノ地 ノみつ ごけ泥炭 ハ細砂層 ヨリ成 ル.沖 積暦 上 二成立 セルモ ノデ、底盤 ハ
凹凸極 リナ 久 恰 モ現在海岸 二登達 セル砂丘 ノ沈降 ニ ョツテ、登生 セル如 キ感 ガ深 イ又細砂暦 ハ頑
強 ナル砂盤 ヲ形成 シ、何 レモ水分 ノ浸潤 ヲ妨 ゲ、初 メ之等 ノ凹所 二低位泥炭 ヲ形成 シ.次 イデみつ
ごけ ノ登 育ガ開始 サ レテ、みつ ごけ泥炭 二移行 セルモノ ト推 測 セラル、此 ノ地域 ノ表面 ハ著 シク李
  1)尾 中文彦:幌 内川つんどらノ泥炭暦下ヨリ出タル材片二就テ、日本林學會誌、第1正 巻、 1
    1935・
坦 ナルモ、底盤 ハ凹 凸極 リナキ細砂暦 ナル ヲ以 テ、泥炭暦 ノ厚 サモ攣 化多 久 一般 二 〇.3-2mノ
間 二亙 ツテ居ル。
  iv,桝 慶 川水蘇 漁野
 辮慶川 ハ京都帝國 大學樺 太演習 林古 丹岸 團地 ヲ貫 流 セル、,古丹岸川!支 流ニ シテ、其 ノ南 二隣 ル
小 野寺川 トノ間 ニハ、第 四紀洪積暦 ヨ リ成 ル波歌 ノ凹凸 多キ丘陵肇地 ガ展 開 シ、隆起部 ハえぞまつ、
と どまつ ノ混 渚林 トナ リ、凹所 ハえぞまつ、 と どまつ 、 ぐい まつ ノ混渚林 ガ成立 シテ居 ル。薮 二掲
ゲ タル辮慶川 水鮮漁 野 ハ、上記洪積暦 上 二成 立 セル、え ぞまつ 、 とどまつ、 ぐい まつ混 清林 内二園
レタルモノデ、面積約2haノ 土地 ニ シテ、中央 部ハ僅 カニ隆起 シ、高位泥炭地 トナツテ居ル。
・周園ハえ ぞまつ 、と どまつ ヲ以 テ園 レ、みつ ごけ ノ生長極 メテ旺盛 ナル個所 ニ シテ、ほそばい そ
つつ じ、がんか うらん、ひめ しや くな け、つ る こけ もも、ひめつ るこけ もも、みつばわ うれん、ナニ
ガねすぎかづ ら、 くろすけ等 ガ生育 シ、前記 幌 内川{p岸 水鰍 黒野 二於 テ見 ラレル、ひめかんば、や
ちやなぎ、 さかいつつ じ等ハ護 見 シ得 ラレナ イ。泥炭 ノ暦厚 ハ中央 部 ガ最 モ深 久 林 線 二近 ヅク ト
共 二淺 クナ リ、往時 二於 クル池 漕 ガ漸次高位泥炭地 二愛化 セル形跡 ガ認 メ ラレル。
  V.内 淵川 下流 水蘇 滋野
 内淵川下流 ノ水鮮漁 野ハ内淵川 、き こい川 間及 内淵川、た こい川 間爾者 二分 レ、何 レモ爾河川 二
挾 マレタル沖積居上 二成立 シ、 内淵李原 ノー部 ヲナ スモ ノデアル。 内淵川 下流 ノ爾岸 二接 シテハ、
や なぎ、はん のき林,し らか んば、 けや まはんのき、 ぐいまつ林 ガ生 育 シ、更 二内方 二入 レバ ぐい
まつ純 林 トナツテ、漸次 ぐいまつ ノ樹高 ヲ減 ジ、遽 二倭性 トナ リ、高位泥炭地 二移行 シテ居 ル。此
レ等 ぐい まつ純林下 ニハ笹 ノ侵 入 セル腿 ガ見 ラレ、所 謂 ぐいまつ、 ささ群叢 二屑 スベキモノ デ、北
部地方 二於 テノ・襲見 シ得 ラレザル腱 デ アル。
 漁 野上 ニノ・綾性 ぐい まつ散鮎 シテ、幌 内川沿岸 ノ水醐 黒野 ト大差 ヲ認 メザルモ、局部的植生 二就
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テハ、多少 ノ相違鮎 ガ認 メ ラレ.帥 チ本地 域 ノ特徴植物 ハほろむいつっ じ.ほ そば いそつつ じ、や
ちや なぎ、がんか うらん、ひめ しや くなげ、つ る こけ もも、ひ めつ るこけ もも、 となかいす け、 ま
うせ ん ごけ、等 デ アツテ、ひ め しや くなげ、つ る こけ もも、優勢 ニシテ、がんか うらん、は なごけ
が 少fcデ アル。殊 二 くろ まめの き ノ殆 ン ド登見 シ得 ラレザ ルハ、幌 内川水C Z野 卜異 ル慮 デ、更 二
本地域 水癬 漁野 ノ周 邊 二ささノ群 落 ヲ見 ル コ トハ南部 水蘇漁 野 ノ特徴 デ アル。 一般 二本 地域 ハ幌内
川 水蘇 濃野 ヨリモ卑漁 ナルモノ ノ如 ク、且 ツ灌 木類 ノ生 侵貧弱 ニ シテ、今筒みつ ごけ ノ生 長 ガ旺盛
デ アル。泥炭暦 バー般 二厚 ク、藪 二用 フル材料 ノ探取地鮎 ・・6.15m二 達 シテ爾底盤 二達 シ得 ザル
欺態 ニ ア リ、本 實験 二使用 セルモノノ内最深 ノモ ノデ アル。
  vi,江 ノ浦 水蘇漏 野
 本地域 ハ樺太最南部 ノ水蘇漁 野 ニ シテ、留多加川 、つ い川 、中川、鈴谷川 ノ流域 二分布 シ、就 中
留 多加川、つ い川間 二存 スルモ ノ最 大面積 ヲ占 メ、比較 的固有 ノ高位泥炭地型 二近 キ外貌 ヲ有 シテ
居 ル。 一般 二此 ノ地 ハ極 メテ低位 ニ シテ、つ い川、 中川 ノ河 ロニハ低位泥炭地獲達 シ、 上流 二上ル
ト共 二漸 次高燥hナ ツテ、其 ノ間 ぐいまつ.き た よし群叢、 ぐいまつ 、ほ ろむ いつつ じ群叢 、 ぐい
まつ.ほ そば いそつつ じ群叢等 ガ生育 シ、樹高低 キ ぐいまつ ノ疎林 ガ廣 ク分布 シテ居 ル。特 二之等
ぐい まつ ノ中 二あか えぞまつ ヲ 混清 スル コrハ 、 本地方 ノ特徴 トスル慮 デ、 斯 ル ぐい まっ林 二園
レテ、 大小種 々ノ廣 サヲ有 スル高位泥炭 地 ガ介 在 シテ居 ル。 此 レ等水蘇漁野上 ニハや ちや なぎ、っ
るこけ も も、ほろむいい ち`.く ろす け、 きた よ し、 等 ガ生 育 シ.Hochmoor通 有 ノひ め しや く
なけ、 ひめつ るこけ もも、 くろまめの き、 ま うせん ごけ等 ノ植物 ヲ獲見 シ得 ラレザル場合 多 ク、却
ッテきた よ しノ如 ク、低位泥炭地 特徴 要素 ノ侵 入 ヲ見ル揚合 ガ多 イ。材料探取地 江 ノ浦第1號 地 ハ
周 園 二綾性 ぐい まつ 、 あかえ ぞまつ ノ疎 林 ヲ以 テ 園マ レタル約5-6haノ 地域 デ、 や ちや なぎ散
生 シ、っ る こけ もも、 くろす け ガ最 モ多 ク繁茂 シテ、みつ ごけ ノ生長旺盛 デアル。其 ノ間 きた よ し
ガ侵 入 シテ、附近 ヲ流 レルつ い川 ヨ リ汎濫 ノ影響 アル コ トヲ物語 ツテ居ル。
            .,.〉.泥炭 ノ探 取 及 ビ探 取 資 料 ノ慮 理
 泥炭 ハ瑞典式泥炭探取器 ニ テ、各深 サ ヨリ1-2cm3程 度 ノ量 ヲ取 ツテ、小 サキ固定瓶 二 こる く
栓 ヲ用 ヒ密閉 シタ ノデアル。 前項 二述 ベタル、亜屯川 、保恵川 流域,網 場 附近.内 淵川流域水E,CT
野 ノ如 ク、泥炭 ノ屠 厚 キ個所 二就 テハ、20cm間 隔 二資 料 ヲ取 リ、敷 香敷外辮 慶川流域及江 ノ浦水
蘇温 野 ノ如 久 泥炭 ノ分解度 大 ニ シテ、居 ノ厚 サ比較的薄 キ個所 二就 テハ10cm間 隔 二探取 シ、表
暦 ノ資料 トシテハ何 レノ場合 モ地表面 ヨ リ5cmノ 深 サノ泥 炭 ヲ用 ヒタ ノデ アル。`
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 斯 シテ探集 セル資料ハio%ノKOHニ テ漸次煮沸解髄 シ、之 ヲ濾過 シテ残津 ヲ棄 テ、遠心分離
器 ニヨリ、敷回洗ツタ後二70%ノ あるこ一るニテ再 ピ密閉 シタo検 鏡 二際 シテハ、上記 ノ虜理 ヲ
施 シタル資料ヲ充分撹捧 シタル上一部 ヲ取 リ、 ぐりせ りん.ぜ らちんヲ以 テ載物硝子上 二封 ジタノ
デ アル。
             4.花 粉 分 析 ノ 結 果
 叙 上 ノ各水蘇{黒野 ヨリ検 出 セ ラレル花粉 中.主 要 林木 二馬 スル モ ノハ、え ぞまつ 、 とどまつ、か
ば、はんの き、は ひ まつ、や なぎ ノ6種 デ此 レ等 ノ外 二ぐい まつ 、 どうの き等 ハ主要林木 トシテ、
敷 ヘ ラルベ キモ ・ぐいまつ ハ顯 微鏡下 二於 テハ稀 二登見 セラ レル ニ止 リ、且 ツ完全 ナル形 ヲナスモ
ノハ殆 ンド見 ラレナイ。 どうの きノ 花粉 ハ全 ク登見 シ得 ラレザル 慮 デ、 前述 ノ如 クH.Hesmer,
P.Stark, C. A. Weberノ 諸 氏 ニ ヨツテ述 ベ ラ レタ虚 デアノL。侮 上記 林木花粉 ノ外 二がんか うらん・
みつ ごけ及 其 ノ他群類 ノ胞 子 ガ稜見 セ ラル。本項 二於 テハ此 レ等主要林木中 えぞまつ、 と どまつ ノ
ミヲ摘 出 シテ、各眉 位 二於 ケル雨樹種混 渚歩合 ヲ求 ム レバ次 ノ如 クデアルQ
 i.亜 屯 川 水蘇滋 野 ノ泥炭暦 ハ比較的深 ク、第2號 調査地 ハ4.85m二 達 シ、基 盤ハ黒 色 ノ粘 土3
リ成 ル。花 粉分析 ノ結果 ハ第58表 及第29圖 ヲ以 テ示 ス如 久 各層位 二於 ケルえぞまつ、 と どまつ
ノ混清歩 合 へ 何 レモえぞまつ ノ割合大 ニ シテ、殊 工基盤 附近 ハえぞ まつ ノ ミニ ヨツテ占 メ ラレと
どつ まノ花粉 ハ全 ク装見 シ得 ラレナ イ慮 デ アル。4.6m附 近 二始 メテとどまつ 出現 シテ、漸次 喰加
シ2.8mニ テ再 ピ減 少 セル モ、更 二最近 二到 ルマデ、僅 カニ堆加 ノ傾 向 ガ認 メラ レ.2.2m卜1.4血
ノ個所 ニテ僅 少ノ愛 化 ガ窺 バ レルニ過 ぎ ナイ。 斯 ル結果 二見 レバ、 本水 蘇滉野 ノ登達 ヲ 開始 セル
洪積世 二於 テハ、 えぞ まつ ガ僅 二侵 入 シ、其 ノ後 二至 ツテと どまつ ノ出現 セル コ トガ認 メラ レル。
3.2m附 近4デ ハ と どまつ ノ混 清歩合漸次暦 加 スルモ、其 レ以來現在 二到 ルマデ、爾樹種混 清歩合
ニハ、大 ナル愛 化 ナ 久 え ぞまつ・・とどまつ ヨリモ著 シク大 トナツテ 居ル。其 ノ間2.8m/2.2m
及L4mノ 深 サノ個所 二就 テと どまつ ノ僅 ナル減 少師 チ え ぞまつ ノ塘 加 ガ 認 メ ラレル ノ ミデ ア
ノレ0
 11.保 恵川 水蘇漁 野 ノ泥炭暦 ハ、深 サ525m二 達 シ、基盤 ハ黒色粘土 ヨリ成 ル。花粉分析 ノ結果
ハ第59表 及第30圖 ヲ以 テ示 ス如 ク、亜屯川水蘇漁野 二於 ケル、花粉分布圖 ト同 ジ久 各暦位 二於
ケル.え ぞまつ、 と どまつ混 渚歩合へ 何 レモえぞまつ ノ割合大 ニ シテ、泥炭 ノ最深部 ハえ ぞまつ
ニ ヨツテ パ 占メ ラ レ、52m二 於 テ、僅 カニと どまつ 出現 シ、4.8mマ デとどまつ ノ割合 ヲ急5
堆加 スル モ、爾來今 日二到 ルマ デ大 ナル愛化 ガ見 ラレナイ。僅 二3.2m.2.2 m, o.8 mノ 鮎 ニテ、と
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第58表     亜 屯 水 群 漏 野 花 粉 分 析 結 果
                (各Praparat中 ヨ リ登見 セ ラレル花粉粒敷)
ZO4
          第29飼: 亜 屯 水 蘇 灘 野 花 粉 圖
                           10
第59表     保 恵 水 群 漁 野 花 粉 分 析 結 果
       (各Praparat中 ヨリ護見サレル花粉粒藪)
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どまつ ノ減少 ガ認 メ ラル ノCデ アル。斯 ノ如 ク全曲線中3個 所 二於 テ、 と どまつ ノ滅 少 セル時代 ガ
認 メラ レル コhへ 亜屯川 流域水鰍 羅野 ト同様 デ アル。要 スルニ本漁野 二於 テモ成立 ノ當初 ニハ、
えぞまつ ガ僅 カニ出現 シ、其 ノ後 或年月 ヲ経 テ、 とどまつ ガ現 レ、漸 次混 清歩合 ヲ堆加 シ、現況森
林 二見 ル如 キ割合 戸達 シタモ ノデ アルQ以 來長 年月 ノ間 爾樹 種 ノ混 清歩合 ニハ大 ナル憂 化 ナ久 深
サ3.2m,2.2m,0.8 m附 近 ニ テと どまつ減 少 シ、え ぞまつ比較的優勢 トナ リシ時代 ガ認 メ ラレル。
 叙 上 ノ爾水蘇漁野 ノ・邦領樺太最北部 ノ例 デ雨者 ノ花粉圖 二現 ハ レタルえぞまつ 、 とどまつ混 渚歩
合 ノ攣化 モ、北部地方 二於 ケル爾樹種混清歩合 ノ推移 ヲ物語 ルモ ノデ アル。前述 ノ如 ク此 ノ地域 ハ
幌 内川 上流 ノ洪積 暦上 二戒 立 セル水群漁野r見 ルベ キモ ノデ、漁野獲達 ノ當初 ハ、氣候薯 シク寒冷
ニ シテ、僅 少 ノえ ぞまつガ侵 入 スルニ過 ギナカツタ。其 ノ後或年月 ヲ経 テと どまっ ノ侵 入 ヲ見 ル ニ
至 リ、 とどまつ ハ急激 二混 渚歩合 ヲ堆加 シ、漸次氣候 ハ現 在 ノモノニ近 ヅキ、爾來長年 月 ノ間現況
北部森林 二見ル如 キ、 えぞまつ、 とどまつ ノ混 渚歌態 ヲ概績 シ、常 二え ぞまつ ガ優勢 ナル地歩 ヲ占
メ テ居 タモ ノデアル。
 iii.網 場附近水蘇灘野泥炭暦 ノ構成状態 二就 テ・・、前項 二述 ペ タル慮 デアル ガ.本 調査地第2號
ハ泥 炭暦 ノ深 サ4.2mニ シテ、基盤 ハ薄 キ粘土 暦 ヨリ成 ル。花粉分析 ノ結果 ハ第60表 及第31圖 二
示 ス如 ク、各居位 二於 ケルえぞまつ 、 とどまつ混清歩合 ハ何 レモえぞまつ ノ割合 大 デ、亜屯及保恵
水+・qe 野 二於 ケル、花粉分 布歌態 卜略相似 ノモ ノデアル。 然 ルニ基 盤 ハ幌内川下流域 ノ沖積暦上 二
成 立 セル タメ、泥炭最下部 ニハ多少異 ル モノガアル。帥 チ最底部 二於 テモえぞ まつ、 とどまつ ノ割
合 ・・90:10ノ 比 ヲ示 シ、泥 1.'一ノ當初 ヨ リ、 と どまつ ノ侵入 セル コ トガ現 ハ レ32mノ 鮎 マデ
漸次 とどまつ ノ混 滑歩合 ヲ塘 スモ3.2-1.6mノ 間 ノ、多少 ノ聡 減 ヲ保 チナガ ラ経 過 シ、1.6-0.4mノ
間 二於 テと どまつ幾分減 少 セル跡 ガ見 ラレル。
 要 スル ニ網場 水蘇漁 野ハ沖積暦 上 二成 立 セルモノデ、灘野褒達 ノ當初既 二えぞ まつ 、と どまつ ノ
雨樹 腫存 在 シ9010ノ 割合 ヲ示 シテ.著 シクえ ぞまつ 優勢 トナツテ居 ル。 其 ノ後32m附 近 マデ、
漸 次 と どまつ ヲ壌 加スルモ爾來今 日二至 ルマデ.依 然 亜屯及 保恵川 流域 水蘇滉 野 卜同 ジ久 えぞま
つ極 メテ優勢 ヲ保 ツテ居 ル。 叉今 日二至 ル混清歩合 ノ曲線中3.2m,2.4m,及1.8mノ鮎 二とどま
っ ガ比較的燈 加 セル鮎 ガ存 スル コ トハ、亜 屯及 保恵水蘇滋 野花粉 圖 二相似 タル虎 デ アル。
 1V.ち ようない川 下流(敷 香)水"C2野 ノ基盤 ハ前述 ノ如 ク、波状 ノ起伏 ヲ有 スル、細砂眉 ヨ リ成
ル モ ノデ、泥炭暦 ノ深 サバ.場 所 ニ ヨツテ極端 ナル差蓮 ガ認 メラ レル。第1號 泥炭探取地 ハ最 モ厚
暦 ナル部分 ヲ選 ング モノデ.1.651n二 達 シ亜 屯川 、 保恵 川及網場附近 水蘇漁野 ノ泥炭暦 ヨリモ、
著 シク分解 ノ進行 セル モノデアル。花粉 分析 ノ結果 ハ第61表 及第32圖 ニヨツテ見 ル如 ク、泥炭 暦
lU8
ン最深 部 二於 タノ、、 えぞ まつ 、 とどまつ ノ比 ハ81:19ノ 比牽 ヲ示 シ、亜屯水鮮裾 野 ノ3.8m,保 恵
水蘇漁 野 ノ4.8m,網 揚水CT野 ノ3.8mノ 個所 二相當 スル混渚歩合 トナ リ.漁 野稜達 ノ當初 ヨ リ
今 日二至ルマ デ.鴨爾樹種混 濡歩合 ニハ 著 シキ憂 化ハ 認 メラvズ 、常 二え ぞまつ優 勢 ヲ持績 シT居
ノレo
 斯 ノ如 ギ分析結果 ヨゾ見 レバ、ちようない川水蘇漁野 ノ最深部二於 テハ.既 二えぞまつ、とどま
つハ現在森林 二見ル混渚歩合 二近 キ程度 二達 シ.爾 來今 日二到ルマデ、えぞまつ極 メテ優勢ヲ持績
 第60表     網 場 水 蘇 滋 野 花 粉 分 析 結 果
           (各Praparat中 ヨリ登見 サレル花粉粒撒)
                 109
第3ユ 圖 綱 揚 水 酵 灘 野 花 粉 圖
X10
  第61表    敷 香 水 蘇 滋 野 花 粉 分 析 結 果
           (各Praparat中 ヨリ獲見 セラレル花粉粒撒)
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シテ居ル。深 サ1.4m,1.Om,0.5m附 近 二於 テとどまつ幾分堆 加 シ.深 サL6m,1.2m,0.4m,0.1m
附近 ニテえ ぞまつ 多少増加 セル跡 ガ認 メ ラv前 記 ノ網場 水蘇漏 野 ノ結 果 ト相似 ノモ ノガ アル、然
ル ニ灘野 ノ最 下部 ハ網 場 ヨリ更 二後 レテ1. セルモノ ト推測 セ ラル。
 V.桝 慶 水蘇漁野ハ古丹岸 團地 内ヲ貫 流 スル、古丹岸川 ノ支流辮慶 川 ノ流域 二展開 スル洪積暦皇
地 二登達 シえ ぞまつ.と どまつ林 二園 レタル地域 デアル。花粉 分析 ノ結果 ・・第62表 及第33圖 二見
ル如 ク、泥炭 暦 ノ最 深部 ・・L4 mノ 個所 デ・・えぞまつ、 と どまつ ハ93:7ノ 比 トナツテとどまっ ノ
割合 ガ少 イo其 ノ後次第 二とどまつ ノ歩合 ヲ壌 加 シ、0.5m附 近 デ63:37ノ 比 ヲ示 シ、現 況森林 二
見 ル如 キ混 清歩合 二達 シテ以來 現在 マデ大 ナル攣 化ハ認 メ ラレズ、各時代 トモえ ぞまつ極 メテ優勢
ヲ持績 シテ居 ル。斯 ノ如 キ縄過 ハ洪積暦 上 二成 立 セル、亜屯水癬漁 野 ノ例 二酷似 セル モノガアル。
第62表     癬 慶 水 蘇 漁 野 花 粉 分 析 結 果
      (各Praparat中 ヨリ登見セラレル花粉粒数)
以上花粉分析 ノ結果 二現 ハ レタルえ ぞまつ、 とどまつ混 清歩合 ヨリ見 レバ.本 水,}2野 登達 ハ亜屯
及 保恵水蘇漁野 ヨリハ新 シ久 網場水tZ野 二比 ス レバ.更 二古 キ時代 ヨリ出獲 セル モノ ト推 測 セ
ブ1ノ ノレQ
 vi.内 淵 川流域水蘇漁野 ハ内淵川 下流 二展開 スル、沖積 腎上二成 立 セルモ ノデ、泥炭 居ハ比較 的
深 ク、本調査匠第2號 地 ノ如 キ、6.15m二 達 シテ、筒基盤 二到rシ 得 ラレザル献 態 デアル。花粉 分
析 ノ結果 ハ.第63表 及第34圖 ヲ以 テ示 サ レタル如 ク、最深 部6.15mノ 個 所 二於 テノ・爾樹種 ノ比
ハ21:79Fナ リ、 と どまつ ノ割合著 シク大 ニ シテ、 現況樺 太南部 ノ原生 林 二於 ケル、雨樹種混 清
状態 ト相 似 ノモノデアル。爾來 殆 ン ド憂 化 ナ久 依然 と どまつ ハ優勢 ヲ持 シ、2.2m附 近 ヨ リ更 二
幾分 とどまつ ノ割合 ヲ磨 シ、最 近 ハ80-88%ヲ 占 メテ居 ル。
 此 ノ結果 二見 レバ、 内淵川流域 二於 テハ、漁野 護達 ノ當初 ヨリ、 既 二とどまつ優勢 ニ シテ、今 日
二到 ルマ デ爾樹種混清歩合 ニハ大 ナル憂化 ナ 久 現況森林 卜略 同檬 ナル混清歩合 ヲ持績 シテ居 ル。
22mヨ リ6.15mノ 間 ニテえ ぞまつ ノ割合 ヲ多少減少 セル跡 ガ認 メラ レル。
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第63表    内 淵 水 群 漁 野 花 粉 分 析 結 果
                 (各Praparatヨ リ畿 見 サ レタル花粉粒 藪)
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 Vll.江 ノ浦水1:[丁 野ハ既述 ノ如 ク.底 盤 ハ細砂眉・ヨリ成 リ、泥炭暦 ノ深 サバ1,15m二 達 シテ居
ル。花粉分析 ノ結果 ノ・第64表 及第35固 ニ ヨツテ示 ス如 ク最深部1.15mノ 個所 ニテ、 え ぞまっ.
と どまつ ハ33:67ノ 比 ヲ示 シ.其 ノ後0.6mマ デハ、略 一様 ナル混清歩合 ヲ持 シ、0.6mヨ リ0.3m
ノ間 ニ テ、 とどまつ漸次優勢 トナ リ、02皿 ノ鮎 ニテと どまつ ヲ ー時減少 スル モ、其 ノ後 幾分櫓 加
ヲ示 シテ居 ル。 然 ルニ何 レノ時代 二於 テモ、 とどまつ ハ著 シク優勢 ヲ占メ、南部森 林 ノ特徴 ヲ持績
スルモ ノデアル。上述 ノ如 ク本漁 野 ノ附近 ニハ、あかえ ぞまつ散生 セルヲ以 テ.花 粉分 布上 二於 テ
モ 、多 少 ノ影響 ヲ持 ツモノ ト推測 セラル 。内淵川水蘇漁 野 ノ分析結果 ヨリモ、 えぞまつ ノ花粉 ノ割
合 大 トナルハあ かえぞまつ ノ影響 二基 クモノデ アラゥ。
 内淵川 水蘇漏 野及 江 ノ浦水群漁野 ノ花粉分析 ノ結果 ハ漏 野装達 ノ當初 ヨリ、 と どまつ ノ混 清歩合
大 ニシテ、爾來 今 日二至 ル長年 月 ノ間 とどまつ ハ極 メテ優 勢 ヲ持綾 シ、現在 ノ南部系森林 二見 ル如
キ、 えぞまつ、 とどまつ ノ混 濡状態 ヲ呈 シテ居 ル。爾水蘇漁 野 ハ何 レモ沖積暦上 二成立 セルモ ノデ
滋 野登達 ハ幌 内川滑岸 ノ網揚及敷 香附近 ノ水群 滋野 ト略 同時 代 ノモ ノ ト推 測 セ ラル。
 叙 上6個 所 ノ水蘇漁野 二於 ケル花粉 分析 ノ結 果 ニ ヨツテ、邦領樺 太 ノ南北 二於 ケル過去 ノえぞま
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つ、とどまつ混清歩合 ノ攣遷 ヲ閑明スルコトガ出來 タノデアル。亜屯及保fit,網 場、敷香、辮慶水
蘇漁野ノ結果 二見ル如 久 北部二於 テハ過去長年月ノ間依然 えぞまつハとどまつ ヨリモ優勢ニシテ.
現在 ノ北部系森林二見ル如キ.爾 樹種混渚歩合ヲ持績セルモノデアル。次 イデ内淵川及江 ノ浦水蘇            ●
漁野 ノ結果 ニョレバ、漁野稜達 ノ當初 ヨリ、とどまつ優勢ニシテ、今 日二到ルマデ、現況南方森林
ノ如キ.爾 樹種混濡關係ヲ持績 シテ、少クトモ沖積期 二於 テノ、爾樹種 ノ混渚歩合 ガ顛倒 スル如キ大
ナル愛化ハ認 メラレナイo
 亜屯及保恵鮮漁水野ノ分析結果 二見 ラレル如 ク、泥炭生成 ノ當初二於 テハとどまつハ全 ク嚢見シ
得 ラレズ、えぞまつガ僅 カニ分布 セルニ止 リ、其ノ後或年月ヲ経 テとどまつ出現 セルコ トガ認メラ
ル。 ソレヨリとどまつハ次第 二暦 シテ、現況森林二見ル如キ、混渚歩合二達 シテヨリ、今 日マデ長
年月 ノ聞大 ナル愛化ハ認 メラレテ居 ナイ。殊二最北部 トシテ掲グラレタル、亜屯川水CZ野 ノ泥炭
最深部 二於 テハ、えぞまつ ノ花粉 ヲ極 メテ微量二襲見サ レルニ渦 ギズ、亜屯及保恵水蘇漁野ハ既 二
洪積期 二登達ヲ開始 セルモノノ如 ク.網 場及敷香附近水蘇漁野ノ如キ.沖 積暦上 二成立 セルモノヨ
リモ、更二時代ヲ多 ク経過 セルコトハ明白ナル事實 トナツタ。北海道帝國大學理學部助教授佐々保
雄氏ハ地質學的研究二基キ、本地域ハ洪積期 ノ後牛ニー帯 ノ隆起ガアツテ.河 川 ガ山地背後 ヨリ流
レ、水CZ野 ヲ刻 ミ込 ンデ、凹地帯ヲ造 リ、沖積期 二入 ツテ、全域 二亙 リ沈降 シタル爲、其 ノ流出 ,
物 デ凹地ヲ堆積 シ、現在 ノ沖積地 ノ基盤ヲ造 ツテ、洪積暦上 ノ水蘇濃野ハ洪積期末期二生 ジタモノ
トサ レテ居ル。 然ル トキハ亜屯及保恵川流域水鮮漁野ハ 後洪積期牛 ヨリ登達 ヲ開始 セルモノト推
測 セラレ、網場及敷香附近水群漁野ハ沖積期 二入 ツテ沈降ガ起 リ、 流出物 デ此 ノー帯 ガ堆積セラ
レ、不透水居 ノ存在 ノタメニ、最初低位泥炭地ガ登達セルモ、次 イデ高位泥炭地二移行 シ、現在 ノ'
如キ水醐 黒野ヲ展開スルニ到 ッタモノ ト推測セラル。花粉分析 ノ結果 モ上記地質的攣遷経過 トヨク
ー致 スル虎 デ、洪積期 ノ後牛 ヨリ嚢達 セル亜屯及保恵川水蘇漁野ハ其 ノ當初二於 テハとどまつノ存 '
在 ハ全 ク認 メラレズ、えぞまつ僅二生育セルモノデ、其ノ後二到 ツテとどまつ侵入シ、漸次混渚歩
合 ヲ或期間身加 セルモノデアル。網場及敷香附近水群漁野ハ沖積期ノ初メ装達 ヲ開始 セルモノデ、
其 ノ時代 ニハ既二とどまつハ略現在爾樹種混渚歩合近キ欣態 二到達 シテ居タコ トガ推測 セラレル。
叉此 レ等 ニヨレバ洪積期後皐二於テハとどまつ ノ侵入ヲ許 サザル如キ寒冷ナル氣候ガ支配 シ、其 ノ
後次第二氣候緩和 シテ沖積期 二入ツテハ既 二現在 ノ状況二接近 セル コhガ 推測 セラレル。
 斯 ノ如 ク花粉分析 ノ結果 とどまつハえぞまつ ヨリ逞 レテ侵入 シ、洪積期後牟 ヨリ、沖積期當初二
亙 ツテ、漸次混渚歩合 ヲ堆加 シテ、沖積期ノ初メニ於 テ既二現況北部系森林二見ル如 キ混清歩合 二
達 シ、爾來長年月ノ間大ナル慶動 ナク今 日二到 レル事實r,前 項二述ベタル現況北部系森林ノ調査
1is
結果 ヨリ推測 スレバ、將來二於 テモ地質的或ハ氣候的ノ大ナル憂動 ノ起 ラザル限 リ、全般的ニハ現
況 ノ南樹種混濡歩合 ヲ持績 スルモノデアラウ。又南部森林二就 テモ沖積期 ノ初 メ以來現況ノ郊 キ混
濡歩合ヲ持績 セル鮎 ヨリ見 レバ、將來 ト錐 モニバカニ南樹種混渚歩合 ヲ顛倒 スル如 キコトハ考へ得                             ■
ザンレ慮 デアルO
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                VII.摘    要
1.本 學樺 太演習 林ハ古丹岸 團地及亜屯 團地 ノ爾者 二分 レ、前者ハ北緯49'附 近、後者 ハ國暁近邊
二位 置 ヲ占 メテ居 ル。其 ノ地 ヲ占 ムル、え ぞまつ、 とどまつ林 ハ多 ク擦伐林型 ヲ呈 スルンガ通例 デ
僅 二山地或 ハ河岸 二と どまつ ヲ主 トスルー齊林型 二罵 セ シムベキ、特種 林相 ヲ見 ルモ面 積 ハ前者 二
比 ス レバ極 メテ挾 小 デアル。薙 二爾團地 二於 ケルえぞまつ、 とどまつ混濡歌態 ヲ要約 ス レバ次 ノ如
クデ アル。
L本 敷配分 ノ糟 ハ、副木 二於 テ最 モ多 ク、漸 次径 級 ノ堆大 ト共 二本撒 ヲ減 少 シテ居 ル。 えぞ ま
 つ ハ と どまつ 二比較 シテ、減 少 ノ程度 ハ緩 ク、殊 二中径 木、大径 木 二於 テモ相 當 ナル本数 ガ認 メ
 ラレル。帥 チ古丹岸 嗣地 二於 テハ副米、小径木 、中径木 、大径 木 ノ夫 々 占 ムル 割合ハ え ぞまつ
 48:22:19:11;ノ とどまつ56:32:11:1ノ 比 トナ リ、亜屯 團地 二於 テハ、え ぞまつ46.82:湿5:
 7;と どまつ68:28:3:1;ノ 割合hナ ル。
2.胸 高 直径3cm以 上 ノ全本cえ ぞまつ 、と どまつ ノ混 渚歩合 ハ、古丹岸 團地 二於 テハ46:54ト
 ナ リ、幾分 とどまつ 多 ク、亜屯 團地 二於 テハ58:42ト ナ リ,え ぞまつ多撒 ヲ示 シテ居 ル。
3.爾 樹 種混渚歩合 ノ、選 プベ キ林木 ノ大 サニ ヨツテ異 ナ リ、小径木以上(胸 高 直径10cm以 上)ノ
全本歎 二就 テ・・古丹岸團地50:50;亜 屯 團地69:31ノ 比 トナ リ。中径木以上(直 25crn以 上)
 ノ全本歎 二封 シテ・・古丹岸68:32.亜 屯91;9.夏 二大径木 ハ大 牛えぞまつ ニ ヨッテ占 メ ラレ、
古 丹岸93:7,亜 屯99:1ノ 割合 トナル。
4.径 級 別爾樹種混 渚歩合 ハ、古丹岸團地 二於 テハ.副 木42:58,小 径木37:63,中 径木59:41,大
径木93:7ノ 比 トナ リ、亜屯 團地ハ副木49:51,小 径木61:39,.中 径 木88:12,大 径米99:1ノ 割
合 トナツテ、古 丹岸 團地 二於 ケル、副木、小径木 ハと どまつ ノ割合大 ニ シテ、亜屯 團地 デハ、副
木 ノ ミと どまつ ノ混 渚歩合大 トナ リ、中径木 、大径木 ハ南團地 トモえ ぞまつ ノ割合多数 ヲ占メ、
径 級 ノ場大 卜共 二急激 二え ぞまつ ノ割合 ヲ壌 加 シテ居 ル。
5.各 群叢 別 ノ爾樹 混清 歩合 へ 古丹岸 團地 二於 ケル、 え ぞまつ、 と どまつ.え ぞ くろ うすYf及
えぞまつ、 と どまつ、蘇 類群叢 ハ副木 、 小径木 、 二於 テえ ぞまつ ノ混 渚歩 合少 ク、 中径木、大
径木 ハえ ぞまつ 大 トナ リ、え ぞまつ、 と どまつ.お くや ま しだ群叢 ハ副米 、小径木 、中径 木、何
 レモとどまつ ノ割合優 ツテ、大径米 ノ ミ、 えぞまつ ガ大 ナル割合 トナ リ、'えぞ まつ 、 と どまつ、
や ま どりぜ ん まい群叢 ハ各径級 共 えぞまつ ノ混 渚率大rナ ル。亜屯團地 二於 テハ.一 般 二えぞま
120
 ノ混清歩合 ヲ櫓加 シ、 えぞ まつ 、と どまつ、 えぞ くろ うす ご群叢 ハ各径 級共 二えぞまつ多 ク、 え
 ぞまつ、 と どまっ蘇類群叢及 お くや ま しだ群 叢ハ副木 二於 テハ とどまつ優 リ、其 ノ他 ノ径 級 ハえ
 ぞまつ ノ割合大 トナル。え ぞまつ、 どままつ、や ちぽ うす群叢 ハ副木、小径 木、何 レモえぞまつ
 ノ混溝歩 合少 久 中径木 、大径木 ニテえ ぞまつ優 勢 ヲ占メテ居 ル。
6,海 抜高 ノ差 ハ{爾 樹種混清歩合 ニハ大 ナル影響 ナ久 即 チ600-700m程 度 以下 二於 テハ、山
 麓 ト上部=3ツ テ、大 大ル差違 ガ認 メラ レナイ。本地域 ハ300-400m以 上 トナ レバ潤葉樹(さ
層うしかんば
、をが らば な等)ヲ 混 ジ、800m附 近 マ デ海抜高 ヲ塘 ス ト共 二、潤葉樹 ノ混清 歩合 ヲ
 堆加 ス。師 チえぞまつ.と どまつ ノ・北部系通有 ノ混渚歌態 ヲ保 チ、高 サノ槍 加 ト共 二、潤葉樹 ヲ
 塘 ス傾 ガ アル。800m附 近 ヲ上 レバ、は ひ まつ 出現 シテ、遽 二・・全面 は ひまつ帯 トナル ノガ通 例
 ナルモ南面傾斜 二於 テハ、更 二100-150m'上 リテはひ まつ帯 トナル。
7.叙 上 ノえぞまつ、 と どどつ ヲ健全木 ト腐朽木(茸 木 、差枝、霜割、根上 リ、脂下 リ等 ノ疵木)ト
 ニ分類 ス レバ、古丹岸 團地 ノえぞまつ ・・健 全木73%腐 朽木27%,と どまつ ハ 健全木63%腐 朽
 木370hナ リ、亜屯 團地 ノえぞまつ ハ健全木80%、 腐朽木200,と どまつ ハ健全木81%腐 朽木
 19%ト ナル。径級 別腐朽木 ノ状態 へ え ぞまつ ハ小径木 二於 テ最 モ少 ク、副木 、中径木 、大径木
 ノ順次 二糟 加 シ.と どまつ ハ副木 二於 テ最 モ少 ク、径 級 ノ壌 大 卜共 二槍 シ、え ぞまつ ヨリモ大 ナ
 ル堆加華 ヲ示 シテ居 ル。
8.枯 立木 ・・生 立木 二封 シテ古丹岸 デハ150,亜 屯 團地 ニテハ16%ヲ 占 メ、副米及 大径木 二於 テ最
 モ少 久 小径木、 中径木 ニテ最 大 ノ割合 トナ リ、胸高 直径20-30cm附 近 ノ林木 ガ枯木 トナル モ
 ノ最多 ヲ占 メテ居 ル。
9.樹 種別 枯立木 ノ生立木 二封 スル割合 ・・、古 丹岸 團地 えぞ まつ10%,と どまつ19%,亜 屯 團地 え
 ぞまつ15%,と どまつ19%,ト ナ リ、爾團地 略近 似 ノ結果 トナル。各径級別 ノ割合 ハ古丹岸 團地
 二於 テハ、副木 え ぞまつ6%,と どまつ40,小 径木 えぞまつ15%,と どまつ27°o、 中径米 えぞ
 まつ15%と どまつ44%,大 径 木え ぞまつ110,と どまつ35%ト ナ リ、亜屯 團地 二於 テハ副木 え
 ぞまつ19%,と どまつ10%,小 径木 え ぞまつ12°0,と どまつ26%,中 径 木え ぞまつ7%,と どま
 つ62%,大 径木 えぞ まつ6%,と どまつ78%ト ナル。師 チえぞまつ 枯立木 ハ小径 級 二比較的 多 ク6
 とどまつ ハ径級 ノ堆 大 卜共 二枯立 米 ノ割合 ヲ塘加 シテ居 ル。
io.枯 立木 ノ健 全米 二封 スル割合ハ、古 丹岸 團地え ぞまつ14%,と どまつ27%,亜 屯團地 えぞまつ
 18%,と どまつ22%,ヲ 示 シ、と どまつ ハ爾團地 トモ径級 ノ堆 大 ト共 二枯立木 ノ割合 ヲ急槍 スル
 モ、えぞまつ ハ古丹岸 團地 二於 テ中径木最大hナ リ、小径木 二最 モ少 ク、亜屯 團地 デハ径級 ヲ喰
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 ス ト共 二漸減 シテ居 ル。
11.一枯立 木 二於 ケル爾樹種混溝歩合 ・・胸高 直径3cm以 上 ノ全本歎 二就 テハ、 古丹岸 デえ ぞまつ29
 %と どまつ71%,亜 屯團地 デえぞまつ51%,と どまつ49%ヲ 占 メテ居 ル。径 級別 二就 テ・・、古
 丹岸 デハ副木52:48,小 径木21:79,中 径木25:75,大 径米74:2sノ 割合 ヲ示 シ、亜屯 團地 二於
 テ・・副木66:34,小 径木38:62,中 径木26:74,大 径木61:39ノ 混 渚牽 トォ リ、.爾團地共 二副木
 及 大径木 ハえ ぞまつ ノ割合大 ニ シテ、小径米 、中径米 二於 テハ とどまつ ノ割合大 トナル。
12.稚 樹 ト稽 スルハ胸高 直径3cm以 下総 テノ前生樹 ヲ含 メタル モノデ、登 芽床 ニ ヨツ テ囁 別 シ、
 帥 チ倒木 上、地 上 ノ爾者 二分類 セラ レル。此等 ノ稚樹 ヲ各樹高階 別 二就 キ存 立 スル割合 ヲ求 ム レ
 バ、古 丹岸倒木 上 ノ小形稚樹 ハえぞまつ ガ総本歎 ノ約牟 ヲ占 メ、樹高 ノ場大 ト共 二本歎 ヲ減少 シ
 テ居 ル。地 上 ノ稚樹 ・・え ぞまつ、 と どまつ何 レモ10cm以 下 ノ小形稚樹極 メテ少 ク、10--25 cm
 階 ノモ ノ最 多 ヲ占 メ、更 二樹 高 ノ増 大h共 二本!cヲ 減 少 スル。樹高 ニ ヨル減 少 ノ割合 ハ倒木 上 二
 於 テハ、 とどまつ幾分緩 ナル傾向 ヲ有 シ、地上 二於 テハえ ぞまつ緩 ナル傾向 ガ窺 ハ レ、亜屯 團地
 叉 同楼 ナル歌態 ガ認 メ ラレル。斯 ノ如 ク倒木上 二於 テハ10cm以 下 ノ小形稚 樹 多!cヲ 占 ムルモ、
 地 上ハ小形稚樹 、極 メテ貧 弱 ナル結果 トナツテ居 ル。即 チ地上 二於 ケル小形稚樹 ハ倒木 上 二比 シ
 テ、潰失 ノ割合 多 ク、且 ヅ極 メテ不安 定 ナル コ トヲ物語 ルモ ノデア ラウ。
13.古 丹岸團地倒木上 二於 テハ、 えぞ まつ69%,と どまつ31%,地 上 二於 テハ、 えぞまつ28%,と
 どまつ72%ト ナ リ.亜 屯 團地倒木 上 ハえぞまつ72%,と どまつ28%,地 上 二於 テハえぞまつ35
 %,と どまつ65%ト ナル。 亜屯 團地 ハ稚樹 二於 テモ古 丹岸 ヨリ、え ぞまつ ノ混清 歩合大 ニシテ、
 爾團地 トモ倒木 上 ノ爾樹 種混 清關係 ハ主木 ノ混 滑率 卜密接 ナル關係 ガ アル。
14.爾 團地共倒木 上 ノ え ぞまつハ樹 高 ノ 槍大 ト共 二歩合 ヲ僅 カニ減 少 シ、 とどまつハ増 加 スル 傾
 向 ガ アル。地 上 二於 テハ古丹岸團地 ハ、爾樹種 トモ樹高 ニ ヨツテ大 ナル憂化 ハ認 メ ラレズ、弓巨屯
 團地 ニ テハ、え ぞまつハ樹高 ノ堆 大h共 二混 渚歩合 ヲ堆 加 シ、 と どまつ ハ減 少 シテ、倒木 上 ノ結
 果 卜反封 ノ現 象 ヲ呈 シテ居 ル。
15.倒 木地 上 ヲ合算 セル線合結果 二就 テ見 レバ、古丹岸 團地 えぞまつ45%,と どまつ55%,亜 屯團
地 えぞまつ52%,と どまつ48%ト ナ リ、前項 二掲 ゲタル胸 高直裡3cm以 上全本数 ノ爾樹種混清
 歩合h近 似 シテ居 ル。
16.稚 樹 及副木、主木 ヲ合算 セル全本数 ノ爾樹種混渚 歩合 ハ爾 團地rモ 稚樹 全本数 ノ混 清歩合 ト合
 致 シテ居 ル。此 レハ古丹岸 二於 ケル11個 所.亜 屯 團地 二於 クル7個 所 ノ調査地 中例 外 ナク合致
 スル結果 デ アル。
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17.爾 團地 トモえぞ まつ ハ5cm以 下 ノ稚 苗 二於 テハ とどまつ 二比 シテ、 混渚歩合 大 ナル モ、 漸 次
 樹高 ノ壌大 ト共 二、 え ぞまつ ノ割合 ヲ減 少 シ、樹高11n以 上 ノ大形稚樹 及副木 階 二於 テ最 小 ノ混
 精歩合 トナ リ、更 二径級 ヲ堆 スh共 二再 ピえぞまつ ヲ塘 加 シテ居 ル。 と どまつ ハ5cm以 下 ノ稚
 樹 デ最 モ少 ク.樹 高1m以 上 ノ大形稚樹及 副木 階 二於 テ最 大 トナ リ、更 二径 級 ノ檜大 ト共 二、混
 渚歩合 ヲ減 少 シテ居ル。
18.稚 樹 ノ枯立木 ノ・、古丹岸 團地 ノ倒米 上 昌テハ、え ぞまっ65%,と どまつ36%ト ナ リ、地 上 二於
 テ・、、 え ぞまつ31%,と どまつ69%ト ナル、亜屯 園地倒木上 ハ、 えぞ まつ66%と どまつ34%
 トナ リ、地 上 二於 テハ、え ぞまつ41%,と どまつ59%ト ナル、雨團地共倒木地 上 ノ枯立木 二於
 ケル。南樹種混 清歩合 ハ、生 立木稚樹 ノ爾樹種混濡奉 ト極 メ テ近似 シテ居ル。
19,倒 木、地 上 ノ枯立木稚樹 ヲ合 算 セル総合結 果ハ古丹岸團地 二於 テえぞまつ39%,と どまつ61%
 i{巨屯 團地 え ぞまつ52%,と どまつ48%ト ナル。稚樹 、副木、主木 ヲ含 ム、全枯 立木 ノ混 滑歩合
 ・、、古丹岸38:62;亜 屯52:48ト 全 ク同一 ノ結果rナ リ、是亦生立木稚樹 ノ混清車 トモ略 合致 シ
 テ居 ル。
20.え ぞまつ枯立木 ハ樹 高1m以 下 ノ稚樹 二於 テ、比較 的少 久 樹 高1m以 上 ノ大形稚樹及 副木 二
 於 テ多歎 ヲ占 メ.径 級 ノ槍 大 ト共 二減 少 シ、大径木 階 二到 ツテ、再 ビ多藪 ヲ占 メ、 とどまつハ樹
 高lmマ デハ枯立 木 トナルモ ノ多敷 二上 ル モ.大 形樹 及副木階 ニ テ比較 的少 ク.小 径木 、中径木
 二於 テ漸 増 シテ居 ル。
21.叙 上 ノ結果 、主木及 副木 ノ爾樹種混 清歩合 ハ稚樹 二於 ケル、混 渚歩合 ト近似 シ、殊 二稚樹 ノ混
 清 歩合 ハ、全本敷 二於 ケル混 溝率 ト合致 スル コ ト、及 ビ、枯立木 二於 テモ稚 樹 ノ爾樹 種混 清歩 合
 ハ生立木 ト同 ク、 副木 及主木3Lハ 枯立木 全本cノ 混清比 二合致 スル コ ト、且 ツ枯立木 ノ爾樹種混
 濡歩合 ガ生立木 二於 ケル、混 渚率 ト略 同一 ノ値 ヲ示 セル コ トノ、本地域 ノ原生 林二於 ケル爾樹種 ガ
 李衡歌態 ニ アル コ トヲ示 セル モノデ、天 然 二放置 スル場 合・・、 全般 的 二近 キ將來 二於 テ爾樹種 ノ
 混渚歩合 二急激 ナル愛化 ノ起 ラザル コhヲ 物 語 ルモノデア ラウ。
22.知 取 川流域及馬群潭川以北 二於 テ、 直径14cm以 上 ノ生立木 全本敷 ハと どまつ ヨ リえぞまつ ノ'
 混渚歩合多 ク、古丹岸及 拒屯團地 二於 ケル ト略同様 ナル爾樹種混清歩合 ヲ示 シテ居 ル。
23.馬 群 潭川以南 ノ調査地、 内淵川流域、 野寒.豊 原、清水 、富 内附近 二於 テハ、 と どまつ ハえぞ
 まつ ヨリ多 ク、南部系森林獅特 ノ混 渚歩合 ヲ示 シテ、 爾樹種混 滑歩 合ノ、馬群 潭川 ヲ境 界 トシテ.乏
 著 シキ相違 ガ認 メラ レ、 ソ レaリ 南部 ハ とどまつ 多 久 北部 二於 テハえぞ まつ優勢 トナツテ居ル。
IL次 二花 粉分析方法 ヲ適用 シテ、洪積期後 牛 ヨリ登達 セル水群漁野 二就 キえ ぞまつ、 とどまつ混
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渚歩合 ノ優蓬 ヲ明 ニ シデ、過去 二於 ケル雨樹 種混浦釈態 ヲ知 ルコrヲ 得 タ。亜屯川水蘇濃 野ド保恵
川 水蘇 漁野、網 場附近水蘇漁野、 ちようない川水蘇濃野、耕慶川 水蘇 漁野 ノ花 粉分析結果 ハ北部森
林 ト比較 シ、内淵川 下流水蘇 漁野、江 ノ浦水蘇漁野 ハ南部森 林 ト比較 考察 シ得 ルモ ノデ アル。花粉
分析 ニ ヨツテ得 タル結果ノ・次 ノ如 クデアル。
24.亜 屯 川永:0,n野 ハ漁野 ノ成生 ヲ開始 セル洪積期 後宇 二於 テえぞまつ ノ ミガ僅 二侵入 シ、其 ン後
 二至 ツテ深 サ4.6血 個所 デと どまつ ノ出現 セル コhガ 認 メ ラレル。3.2m附 近 マデハ と どまつ ノ
 混 渚歩合 ヲ漸次壌 加 シ.現 況森林 二見 ル如 キ、え ぞまつ、 とどまつ ノ比74:26rナ リ、爾來現在
 二至 ルマデ、長年 月 ノ間爾樹種混 濡歩合 ニハ大 ナル慶 化 ナ ク、常 二えぞまつ ハ とどまつ ヨリ著 シ
 ク優勢 ヲ持 シテ居 ル。
25.保 恵川水蘇 漁野 ノ泥炭 最深部 ・・え ぞまつ ノ ミニ ヨツテ占 メラレ、5.2m二 於 テ僅 二と どまつ 出
 現 シ、4.8mマ デとどまつ ノ割合 ヲ急 二堆加iテ.え ぞ まつ、 と どまつ77:23ノ 割合 トナ リ、 以
 來 今 日マデ大 ナル攣化 ヲ認 メズ.長 年 月 ノ間 えぞ まつ 著 シク優勢 ヲ保 ツテ居 ル。
26.網 場水群灘野 ハ沖積屠上 二成立 セルモノデ、滋 野 Eノ 當初既 二えぞまつ 、 とどまつ ノ爾樹 種
 存在 シ、90:10ノ 割合 ヲ示 シテ3.2mノ 附近 マデ漸次 とどまつ ヲ場加 シ.63:37ト ナツ テ以來 今
 日マデ大 ナル愛動 ナク.え ぞまつ優 勢 ヲ持績 シテ居 ル。
27.ち ようない川下流水蘇漁野最深部 ノえ ぞまつ、 とどまつ ハ既 二現況森 林 ノ混渚歩合 二近 キ程度
 二達 シ、爾來今 日 マデえぞ まつ極 メテ優 勢 ヲ占メテ居 ル。
28.辮 慶 水鰍 黒野ノ・洪 積暦 上 二成立 セルモ ノデ、漁野登達 ノ當初 え ぞまつ.と どまつ ノ比 ハ、93:7
 ヲ示 シ、其 ノ後漸 次 とどまつ ノ割合 ヲ壌 加 シテ、05m附 近 二於 テハ、63:37ノ 如 キ現況森林 二
 見 ル混 清歩合 二達 シ、爾來今 日マデ、大 ナル愛化 ナク、依 然え ぞまつ優勢 ヲ持績 シテ居 ル。
29.内 淵川 水鰍 黒野 ハ沖積 居上 二成立 セルモ ノデ、泥炭最深 部 二於 テハえ ぞまつ、 と どまつ ・、21:
 79ノ 割合hナ リ、 と どまつ優勢 ニ シテ、現況樺太南部 ノ原生林 二於 ケル、南樹種混清 状態 ト近似
 ノモ ノデ アル。爾來今 日マ デと どまつ優 勢 ヲ持績 シテ大 ナル愛 化ハ認 メ ラ レナィ。
30.江 ノ浦 水;3 野ハ沖積 暦上 二成立 シ、最深 部二 於 テハえ ぞまつ、 とどまつ ハ33:67ノ 比 ヲ示
 シ、0.6mノ 深 サマデハ,一 様 ナル混 渚歩合 ヲ持績 スルモ、爾來 今 日マデ とどまつ 漸 次優勢 トナ
 ツ テ居 ル。
31.亜 屯、保恵、網場 、敷 香、辮慶 ノ各水蕃漁 野 ノ結果 二見 ル如 ク、北部 二於 テハ過 去長 年月 ノ問
 えぞまっ ハと どまつ ヨ リモ優 勢 ニ シテ、現況北部森林 二見 ル如 キ、爾樹種混渚歩合 ヲ持績 シ、 内
 淵 、江 ノ浦 水蘇漁 野 ノ結果 ニ ヨレバ、滋 野獲達 ノ當初 ヨリ、 と どまつ優勢 ニ シテ、今 日マ テ長年
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 月ノ間現況南部系森 林!如 ネ雨樹種混溝關係ヲ櫃綾 シ、少 クhモ 沖積期 二入 ツテハ、爾樹種 ノ混
 渚歩合ガ、顛倒 スル如 キ大 ナル攣化ハ認 メラレナイ0
32. 積暦上二成立 セル、亜屯及保恵水fCZ野 ハ、漁野襲達 ノ當初二於 テとどまつ登見 シ得 ラレズ
 僅二えぞまつガ出現 セルニ止 リ、其 ノ後或年月ヲ縄 テ、とどまつ ノ現 レタルコ トガ認 メラレル。
 沖積昼上二成立 セ)L網場及敷香附近水幕灘野 ノ最深部 二於 テハ、既 二とどまつハ或一定 ノ混濡歩
 合ヲ占メ略現況森林 二近 キ値 二達 シテ居ル。之ニヨツ丁見 レバ、 とどまつハえぞまつ ヨリ後二侵
・入 シも洪積期後牛 ヨリ、沖積期當初二亙 ツテ漸塗壌加シ、沖積期 二入 ツテ現況北部系森林二見ル
 如キ混清歩合二蓬 シタモノデアラウo
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